
 
別紙１                                                                           
          
                                                                                
              
 

 
 

厚生労働科学研究費補助金 
 

化学物質リスク研究事業 
 

室内環境中の化学物質リスクに基づく優先取組物質の検索とリスク評価 
 

平成２９年度 総括・分担研究報告書 
 
 

研究代表者 雨谷 敬史 
 
 

平成３０（２０１８）年 ５月 

 
 



 
別紙２                                                                           
             
                                                                                
              
 

 
      目   次 
 
   Ｉ．総括研究報告 

室内環境中の化学物質リスクに基づく優先取組物質の検索とリスク評価 
------------------------------ 1 

    雨谷敬史 
   
 
   II．分担研究報告 

１．室内環境中の化学物質リストに基づく優先取組物質の曝露・リスク評価 
   ------------------------------ 26 

    雨谷敬史 
   三宅祐一 
   久米一成 
 

２．化学物質のハザード評価に関する研究 
                       ------------------------------ 50 
    高須伸二 
   小川久美子 
     
  ３．室内化学物質のライブラリ拡充・活用 
                       ------------------------------ 56 
    小林剛 
    （資料）構築したデータベースとスクリーニング結果（抜粋） 
 
   III．研究成果の刊行に関する一覧表       ------------------------------  98 
 

 
 
 
 



1 
 

別紙３ 
厚生労働科学研究費補助金（化学物質リスク研究事業） 

（H29-化学-一般-004） 
 総括研究報告書 

 
室内環境中の化学物質リストに基づく優先取組物質の検索とリスク評価 

研究代表者： 雨谷 敬史  静岡県立大学 食品栄養科学部 
 

研究要旨 
室内環境ガイドラインが設定されて以降、現在でもシックハウス問題の懸念が存在している。本研究

班では、平成 26 年～28 年の本事業において、室内に存在する可能性がある化学物質 1698 種の名称、
性状、用途、毒性情報、感作性情報を網羅的に収集した「室内環境中の化学物質リスト 1698」を開発
した。しかし、このリストには、曝露情報、毒性情報ともに空白があり、懸念が高い物質から空白を埋
めていく必要がある。本研究は、曝露評価、ハザード評価、化学物質情報処理、エミッション評価の専
門家が連携して、リストに基づく優先取組物質の検索と、予備的リスク評価を行うことにより、リスト
の空白を埋めることとした。得られた成果は、論文発表、学会発表等で公表すると共に、環境科学会に
おいて、シンポジウムを開催して議論した。以下、サブテーマ毎に研究成果の要旨を報告する。 
サブテーマ（a）曝露評価・リスク評価では、防炎カーテン中の臭素系およびリン系難燃剤の網羅的

な定量分析を行った。本研究で構築した完全溶解法と精密質量数を組み合わせた定性分析法により、新
し い リ ン 系 難 燃 剤 と し て 6-benzylbenzo[c][2,1]benzoxaphosphinine 6-oxide （ BzlDOPO ）、
(5-ethyl-2-methyl-2-oxido-1,3,2-dioxaphosphorinan-5-yl)methyl methyl methylphosphonate (PMMMP) 、
naphthalen-2-yl diphenyl phosphate（NDPhP）の 3 種を市販の防炎カーテンから初めて検出した。また、「室
内に存在する化学物質リスト 1698」から高懸念物質として挙がったグリオキサールやグルタルアルデヒ
ドの分析方法を確立した。 
サブテーマ（b）ハザード評価では、難燃カーテンから曝露評価グループにより検出された新たな難

燃剤のうち、げっ歯類を用いたハザード評価を優先して行う物質を選別するために、既存毒性情報や予
測法による毒性情報の検討を行った。すなわち、これらの新たな難燃剤 3 種について、既存毒性情報や
予測法による毒性情報の精査を行った結果、毒性の懸念が疑われたものの既知情報に乏しい難燃剤とし
て(5-ethyl-2-methyl-2-oxido-1,3,2-dioxaphosphorinan-5-yl)methyl methyl methylphosphonate）をハザード評価
物質とした。今後、本物質について想定される暴露量や暴露経路などを考慮し、げっ歯類を用いた反復
投与毒性試験のための用量設定試験を実施する。 
サブテーマ（c）室内化学物質ライブラリの構築では、室内化学物質のライブラリ拡充・活用として

「室内環境中の化学物質リスト 1698」の空白の情報を埋めるため、情報の確認、更新をすると共に、
QSAR 関連情報の収集と活用の検討を実施した。特に曝露情報の更新を検討し、その用途や物性情報か
ら、製品使用量ランクや含有率ランクに関する情報を拡充することができた。更に、QSAR 関連情報を
調査して、EPI suite や OECD tool Box による情報の拡充を行った。 
サブテーマ（d）実際の室内環境でのエミッション評価では、サブテーマ（a）と共同で住宅内の市販

の防炎カーテンやハウスダスト中の難燃剤の含有量調査を、四季を通じて行った。 
（総括）研究初年度の平成 29 年度は、室内環境中の化学物質リストの拡充に努めると共に、曝露評

価・リスク評価グループで検出した新たな有機リン系難燃剤のハザード評価や発生源評価を行うべく、
情報の収集・精査を行った。また、リストで取り組み優先度が高いとされたがその曝露情報がほとんど
無いグリオキサールやグルタルアルデヒドの分析方法を開発した。このように、各グループの研究成果
を活用することにより、優先的に取り組むべき化合物の選定やその簡易リスク評価につなげていきたい
と考えている。 
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Ａ．研究目的 
室内環境ガイドラインが設定されて以降、現在

でもシックハウス問題の懸念が存在している。本
研究班では、平成26年～28年の本事業において、
室内に存在する可能性がある化学物質 1698 種の
名称、性状、用途、毒性情報、感作性情報を網羅
的に収集した「室内環境中の化学物質リスト
1698」を開発した。しかし、このリストには、曝
露情報、毒性情報ともに空白があり、懸念が高い
物質から空白を埋めていく必要がある。この中で
も、難燃剤や殺虫剤は WHO guidelines for indoor 
air quality（WHO 室内空気質ガイドライン）にも
挙げられている、優先度が高い物質である。この
うち、難燃剤では、以前使用されていたヘキサブ
ロモシクロドデカン（HBCD）が規制されたこと
により、代替品が使用され始めている。これまで
の 3 年間の研究では、HBCD 代替品を含む有機リ
ン系及び臭素系難燃剤について曝露評価、ハザー
ド評価を連携して行い、臭素系難燃剤のリスクよ
り、有機リン系の難燃剤のリスクがより高いと推
定されることや、新規化合物が続々と使用されて
いることなどが判った。 
そこで、本研究では以下の 4 つのサブテーマ（a）

～（d）を設定し、これらを連携して進めること
によって、「室内環境中の化学物質リスト 1698」

に基づく優先取組物質の検索と、予備的リスク評
価を行うこととした。これらの研究と併行して、
室内に存在する化学物質リストの空白を埋める
ための研究を行った。 
 
 以下、サブテーマ毎の目的について詳述する。 
サブテーマ（a）曝露・リスク評価については、

まず、化学構造が未知である難燃剤の簡易かつ迅
速な定性分析法の開発を目的として、完全溶解法
と精密質量数を組み合わせた定量分析スキーム
の開発を行った。次に本方法を用いて、化学構造
が未知である難燃剤も含めた、防炎カーテン中の
臭素系およびリン系難燃剤の網羅的な定量分析
を行った。 
また、「室内に存在する化学物質リスト 1698」

から有害性と曝露可能性が高い物質としてグリ
オキサールやグルタルアルデヒドがリストアッ
プされたが、これらの物質について室内環境中の
分析法が確立されていないため、2,4-ジニトロフ
ェニルヒトラジン（DNPH）含浸シリカゲルを用
いた分析法の開発を行った。 

 
サブテーマ（b）ハザード評価では、「室内環境

中の化学物質リスト 1698」の中で、未だ暴露情報
や毒性情報などを欠く化学物質の中から懸念が
高い物質について、より詳細な毒性情報の収集を
目的としている。この中でも、難燃剤や殺虫剤は
WHO の室内空気質ガイドラインに挙げられてい
る優先度が高い物質である。これまでの本研究事
業より、臭素系難燃剤のリスクより有機リン系の
難燃剤のリスクがより高いことや、新規化合物が
続々と使用されていることが明らかとなった。そ
こで、本年度は、難燃カーテンから検出された新
たな難燃剤のうち、げっ歯類を用いたハザード評
価を優先して行う物質を選別する目的で、既存毒
性情報や予測法による毒性情報の検討を行った。 

 
サブテーマ（c）ライブラリ構築サブグループ

は、平成 29 年度には、「室内環境中の化学物質リ
スト 1698」の更新やリスト空白部を埋めるための
情報収集を行った。研究 2 年目以降は、リストに
挙げられた多種の化合物の取り組み優先度を決
めるスクリーニング法の完成を目指す。 

 
サブテーマ（d）室内化学物質のエミッション

研究分担者： 
サブテーマ（a） 
雨谷 敬史（静岡県立大学食品栄養科学部・
教授） 
三宅 祐一（静岡県立大学食品栄養科学部・
助教） 

サブテーマ（b） 
小川 久美子（国立医薬品食品衛生研究所安
全性生物試験研究センター病理部・部長） 
高須 伸二（国立医薬品食品衛生研究所安全
性生物試験研究センター病理部・主任研究
官） 

サブテーマ（c） 
小林 剛（横浜国立大学大学院環境情報研究
院・准教授） 

サブテーマ（d） 
久米 一成（東京都市大学環境学部・客員教
授） 
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評価では、一般家庭内の、家具や電化製品など室
内に持ち込まれた部材から発生する未規制の化
学物質の評価を行うことを目的とした。例えば、
室内に持ち込まれる物としてカーテンは、一般家
庭室内では窓等に設置されており、その使用頻度
や面積・容積規模から、化学物質が放散された場
合、室内環境への負荷率が大きい家庭用品であり、
防炎カーテンには難燃剤が使用されている。この
ような難燃剤のような半揮発性有機化合物
（SVOC）は室内空気よりハウスダストから高濃
度で検出され、ヒトへの暴露経路としてハウスダ
ストの摂取が重要な経路であるとされている。そ
こでダストへ移行経路を明らかにするために、一
般家庭におけるハウスダストに含まれる難燃剤
濃度の実態調査を行った。 
なお、サブテーマ（d）は、ハウスダスト中の

化学物質の分析をサブテーマ（a）の中で行うこ
ととし、今回は 2 つのサブテーマを 1 つの項目と
して報告する。 

 
Ｂ．研究方法 
サブテーマ（a 及び d） 
(a-1) 化学構造が未知である難燃剤も含めた防炎
カーテン中の臭素系およびリン系難燃剤の分析 
 本研究では、2014 年に日本国内で購入した 40
種類の防炎カーテンをサンプルとした。防炎カー
テンは，主にポリエステル製であり、アクリル繊
維などとの混紡したものも含む。 
完全溶解法の操作手順は、防炎カーテンを 100 

mg 程度になるよう切断し、2 mL の 25%ヘキサフ
ルオロイソプロパノール（HFIP）/クロロホルム
（CHF）混合溶媒を添加し、超音波を 20 分間照
射した。その後、8 mL のトルエンを添加すること
でポリマー成分を沈殿させ、10 分間超音波を照射
した。遠心分離（3000 rpm、10 分間）後、上澄み
液 10 µL をアセトニトリルで希釈（溶媒置換）し、
最終液量を 1 mL とした。 
完全溶解法により均一相となったサンプルを

液体クロマトグラフ-オービトラップ質量分析装
置（LC-Orbitrap-MS）で分析することにより、化
学構造が未知である物質の精密質量数を得た。精
密質量数を基に化学式を推定し、難燃剤としての
登録状況など（例えば特許情報）を参考に、候補
物質を選定した。候補物質の標準物質を入手し、
ガスクロマトグラフ-質量分析計（GC-MS）での
保持時間やマススペクトルなどを比較すること

で同定を行った。 
本研究では18種類の臭素系難燃剤と、15種類の

リン系難燃剤に加え、定性分析により明らかとな
った新規難燃剤も測定対象とした。定量分析は液
体クロマトグラフ - タンデム型質量分析計
（LC-MS/MS）で行った。 
また、ハウスダスト中の難燃剤の調査について

は、戸建・アパート等7家庭の居室等室内で、市販
のハンディー掃除機（リョウビBHC1400）を用い
て、延べ数十分から数時間室内のダストを夏期と
冬期採取した。 
また1家庭については、詳細な季節的変化を確認

するため四季における調査を実施中である。 
 

(a-2) 室内空気中のグリオキサールおよびグルタ
ルアルデヒド測定法の開発 
パッシブ法により空気中の VOCs 濃度を算出す

る場合、対象物質に対するサンプラーの捕集速度
は不可欠なパラメータの一つである。正確な捕集
速度を算出するため、本研究では温度、湿度、お
よび気流速度を制御できるパッシブサンプラー
評価用のチャンバーを用いた。パッシブサンプラ
ー（n=4）とアクティブサンプラー（n=4）の同時
捕集（8 時間）を行い、グリオキサールおよびグ
ルタルアルデヒドに対するパッシブサンプラー
の捕集速度を測定した。 
一般的に、DNPH 法によるアルデヒド・ケトン

類の抽出溶媒としては、アセトニトリルが使用さ
れているが、この場合、グリオキサールの DNPH
誘導体が数 µg/mL 程度で飽和状態になり、結晶が
析出するため、本研究では、20vol%ジメチルスル
ホキシド（DMSO）／アセトニトリル混合液を使
用して、標準溶液作成用および抽出用の溶媒とし
た。 
分析装置は LC-MS/MS（Ultimate 3000 – Endura，

Thermo Scientific）、カラムは Knitex C18（長さ 5.0 
mm, 内径 2.1 mm, 粒径 1.3 µm，島津製作所）を
用いた。移動相はメタノールと Milli-Q 水を使用
した。イオン化法は ESI（Negative）を使用し、イ
オン化電圧を 3300 V、ion transfer tube および
vaporizer 温度を 250℃とした。 
 
サブテーマ（b） 
難燃カーテンから検出された新たな難燃剤で

あ る 
(5-ethyl-2-methyl-2-oxido-1,3,2-dioxaphosphorinan-5
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-yl) methyl methyl methylphosphonate (CAS No: 
41203-81-0)、2-Naphthyl diphenyl phosphate (CAS 
No: 18872-49-6) お よ び
9-Benzyl-9H-10-oxa-9-phospha(V)phenanthrene-9-on
e (CAS No: 113504-81-7)について、既存毒性情報
および予測法による毒性情報の精査を行った。 
 
サブテーマ（c） 
c-1）室内化学物質のライブラリの情報更新 
 「室内環境中の化学物質リスト 1698」の空白の
情報を埋めるため、情報の確認、更新をする。特
に重要な室内環境中の化学物質の「吸入曝露経
路」の曝露ランクについて、曝露ランクが設定さ
れていない原因（不足情報を確認）し、情報の拡
充を検討した。 
  
c-2）QSAR 関連情報の収集と活用の検討 
 「室内環境中の化学物質リスト 1698」の情報の
拡充のため、QSAR 関連情報の収集と活用を検討
した。曝露ランクの拡充のために、米国 EPA の
EPI suite 情報の活用、OECD の QSAR Toolbox の
活用について検討を始めた。 
 
(倫理面の配慮） 
 本申請研究により得られた特定の個人・企業等
の情報は、許可無く個人・企業等が特定されない
ような配慮の上で、研究発表等を行う。また、毒
劇物等、高圧ガス等の取り扱いについて、法令や
学内管理規則等の遵守を徹底する。 
 
Ｃ．結果 
サブテーマ（a 及び d） 
(a-1) 化学構造が未知である難燃剤も含めた防炎
カーテン中の臭素系およびリン系難燃剤の分析 
完全溶解法を用いることで、抽出溶媒中に確実

に難燃剤を抽出できるため、LC-Orbitrap-MS を用
いることで、未知物質の精密質量を得ることがで
きた。未知物質の精密質量数やプロダクトイオン
スペクトルをオンラインデータベースである
MAGMa のライブラリ検索により、候補物質を選
定した。防炎カーテン中の未知物質と、候補物質
の標準試薬の GC-MS のリテンションタイムと
MS スペクトルを比較することで、最終的な同定
を行った。本方法により、市販の防炎カーテンか
ら 6-benzylbenzo[c][2,1]benzoxaphosphinine 6-oxide
（BzlDOPO）、(5-ethyl-2-methyl-2-oxido-1,3,2-dioxa 

phosphorinan-5-yl)methyl methyl methylphosphonate 
(PMMMP) 、 naphthalen-2-yl diphenyl phosphate
（NDPhP）が検出された（表 1）。以上の 3 種の新
規難燃剤を含む、防炎カーテン中の難燃剤の測定
結果を図 1 に示す。多くのカーテンより、新規難
燃剤が検出された。 
ハウスダストについては、10 家庭でサンプルの

採取を行った。現在、前処理法の改良とLC-MS/MS
分析条件の検討を行っている。 
(a-2) 室内空気中のグリオキサールおよびグルタ
ルアルデヒド測定法の開発 
 パッシブサンプラーの捕集速度を算出するた
めに、チャンバー実験では、アクティブ法とパッ
シブ法の同時捕集を行った（n=4）。アクティブ法
により測定した各物質の濃度、およびパッシブ法
により捕集した各物質の量を用い、式 1）に従っ
てパッシブサンプラーの捕集速度を算出した。VP
は捕集速度（µg/(ppm hr)）、QP はパッシブサンプ
ラーによる物質の捕集量（µg）、CA はアクティブ
法による測定したチャンバー内各物質の濃度
（ppm）、t は捕集時間（hr）である。 

VP=QP/(CA×t) 式 1） 
 算出したグリオキサールおよびグルタルアル
デヒドの捕集速度は、それぞれ 9.64 µg/(ppm hr)、
14.2 µg/(ppm hr)であった。本分析法により室内空
気中のグリオキサールおよびグルタルアルデヒ
ドの定量下限値は、それぞれ 0.0015 ppbv (0.0035 
μg/m3)、0.0016 ppbv (0.0064 μg/m3)であった。 
 
サブテーマ（b）今回検討した新たな難燃剤のう
ち、毒性の懸念が疑われたものの既知情報に乏し
い 難 燃 剤 と し て
(5-ethyl-2-methyl-2-oxido-1,3,2-dioxaphosphorinan-5
-yl)methyl methyl methylphosphonate）をハザード評
価物質とした。今後、本物質について、想定され
る暴露量を考慮しげっ歯類を用いた反復投与毒
性試験のための用量設定試験を実施する。 

 
サブテーマ（c） 
c-1）室内化学物質のライブラリの情報更新 
 「吸入曝露経路」の曝露ランクについて、曝露
ランクが設定されていない原因（不足情報を確
認）し、情報の拡充を検討した。曝露ランクは、
「揮発性ランク」、「使用形態ランク」、「体内蓄
積可能性」、「化学物質量ランク（製品使用量ラン
ク、含有率ランク）」とで決定される。 



5 
 

 「揮発性ランク」については、用途から考えて
常温固体で微粒子としても排出される可能性が
低い物質についてはｄランクとする。また、情報
不明の場合は現在はｄランクとしていたが、その
妥当性に関しては確認して修正することとした。 
 「使用形態ランク」については、用途から室内
濃度を高める可能性のある物質のみ高いランク
を与えており、それ以外は最低のｃランクとなる
ため情報不足にならない。 
 「体内蓄積可能性」については、PoaおよびPo
wから判断しているが、沸点や分子量から明らか
に「高蓄積性とはならない条件」を工夫して設定
しているため、多くの物質で情報不足となってい
ないが、その妥当性の確認が必要と考えられた。 
 「化学物質量ランク（製品使用量ランク、含有
率ランク）」については、製品使用量ランクにつ
いては239物質、含有率ランクについては639物質
がその情報不足により評価できていないことが
分かった。前者については用途情報からの推測、
後者については用途や類似用途物質の情報から
推定可能であり、評価対象物質を増やせることが
分かった。 
 以上、評価対象物質を更に増やせることが確認
され、情報拡充作業を進めている。 
  
c-2）QSAR関連情報の収集と活用の検討 
 曝露ランクの拡充のために、「揮発性ランク」
に関わる蒸気圧や沸点情報、「体内蓄積可能性」
に関わるPowおよびヘンリー定数に関して、米国E
PAのEPI suiteや、OECDのQSAR Toolboxについて、
QSAR情報を活用出来る可能性がある。 
 EPI suiteでは、HENRYWIN（ヘンリー定数）や
MPBPWIN（沸点等） 、WSKOWWIN（Pow）の
使用の可能性を、QSAR Toolbox ではECHA CHE
M（沸点、ヘンリー定数等） 
の使用の可能性を検討している。データベースに
は、推算値であることを記しながら情報を拡充し
た。 
 
Ｄ．考察 
サブテーマ（a 及び d） 
 本研究において、完全溶解法と精密質量数を用
いた定性分析法を組み合わせることにより、化学
構造が未知の難燃剤を同定することができた。新
しいリン系難燃剤であるBzlDOPO、PMMMP、
NDPhPを市販の防炎カーテンから初めて検出し

た。これにより、後加工のカーテン24種のうち、
19種類に使用されている難燃剤を定量的に確認
することができた。この手法により、室内に存在
する多種多様な化学物質の定性の可能性が広が
ったことは大きな成果と考えられる。 
また、パッシブサンプリング法を用いた室内空

気中のグリオキサールおよびグルタルアルデヒド
の分析法を開発した。本法は、室内空気中におけ
る1 pptv 程度のグリオキサールおよびグルタルア
ルデヒドが検出可能となる、高感度分析法を確立
することができた。今後、一般住宅内のグリオキ
サールおよびグルタルアルデヒドの汚染実態、発
生源調査、および室内空気中の濃度データを蓄積
することでリスク評価を行う予定である。 
 
サブテーマ（b） 
サブテーマ（a）で検出された 3 物質はいずれ

も毒性情報がほとんどない。そこで、既存毒性情
報や予測法による毒性情報の検討を行った。3 物
質のうち 1 つはベンゼン環をナフタレン環に置き
換えたものであるが、2 つはリン原子に炭素原子
が結合しているタイプの分子で、リン原子に 4 つ
の酸素が結合しているリン酸とは生体影響が異
なる可能性があると考えた。 
 
サブテーマ（c） 
 これまでに収集した情報について、再確認を行
っている。その用途や物性情報、QSAR 関連情報
を用いて、情報の拡充を行った。取り組み優先度
の高い物質については、情報の拡充についても優
先的に行っていく予定である。 
 
Ｅ．結論 
 サブテーマ（a及びd） 

HBCDの代替物としてカーテン等で使用され始
めている新規物質（BzlDOPO、PMMMP、NDPhP）
を同定することができた。これらの物質を含んだ
カーテンは、今後さらに増えることが考えられる
ため、ハウスダスト中の濃度も上昇していくこと
が考えられる。また、有害性情報も不足している
ことから、今後詳細に検討する必要がある。 
 
サブテーマ（b） 
ハザード評価対象物質として、新たに見つかっ

た有機リン系難燃剤
(5-ethyl-2-methyl-2-oxido-1,3,2-dioxaphosphorinan-5
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-yl)methyl methyl methylphosphonate）をハザード評
価物質とした。今後、本物質について、想定され
る暴露量を考慮しげっ歯類を用いた反復投与毒
性試験のための用量設定試験を実施する。 
 
サブテーマ（c） 
「室内環境中の化学物質リスト 1698」の空白

の情報を埋めるため、情報を確認、更新して、特
に曝露情報の更新を検討し、その用途や物性情報
から、製品使用量ランクや含有率ランクに関する
情報の拡充を進めることができた。更に、QSAR
関連情報を調査して、EPI suite や OECD tool 
Box による情報の拡充を行った。 
 
本年度は、研究初年度にあたり、室内に存在す

る化合物の定性や、評価すべき化合物の選定とそ
の議論に多くの時間を割いた。このように、各グ
ループの研究成果を活用することにより、優先的
に取り組むべき化合物の選定やその簡易リスク
評価につなげていきたいと考えている。 
 
Ｆ．健康危険情報 
特になし 

 
Ｇ．研究発表 
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10) Kenji Sakurai, Yuichi Miyake, Takashi 
Amagai*(Corresponding): Development of
 a Dehumidification System for Passive 
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2.  学会発表 
1) 雨谷敬史、三宅祐一：室内環境中の代替難燃

剤に対するリスク評価と今後の展開，環境科
学会2017年会（北九州）（2017年9月）【シン
ポジウム講演】 

2) 雨谷敬史：室内環境中の化学物質リストに基
づく優先取組物質の検索とリスク評価，環境
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ンポジウム講演】 

3) 小林剛・富澤茉佑香：室内環境中で使用され
る高リスク懸念物質のスクリーニング，環境
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4) 久米一成，小郷沙矢香：家庭用品から室内環
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5) 三宅祐一，徳村雅弘，雨谷敬史：ハウスダス
ト中のリン系・臭素系難燃剤の汚染実態調査
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九州）（2017年9月）【シンポジウム講演】 

6) 小川久美子・高須伸二：新規臭素系難燃剤の
毒性影響について，環境科学会2017年会（北
九州）（2017年9月）【シンポジウム講演】 

7) 小郷沙矢香、久米一成：難燃剤の発生源探索
手法の開発: 第26回環境化学討論会（静岡）
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雨谷 敬史，小郷 沙矢香，久米 一成，小林 
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室内製品における代替難燃剤の分析法開発と
実態調査，第26回環境化学討論会（静岡），3
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11) 古川 美乃里，王 斉，徳村 雅弘，三宅 祐一，
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におけるハウスダスト中の代替難燃剤の実態
調査，第26回環境化学討論会（静岡），3A-0
4，2017年6月．【Royal Society of Chemistry
賞受賞】 

12) 瀬尾 真紀子，徳村 雅弘，王 斉，甲斐 葉子，
三宅 祐一，雨谷 敬史，牧野 正和：経皮曝露
量の推算のためのマニキュア液中リン系化合
物の実態調査，第26回環境化学討論会（静岡），
3A-05，2017年6月．【優秀発表賞受賞】 
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13) 王 斉，三宅 祐一，徳村 雅弘，雨谷 敬史，
堀井 勇一：実験炉を用いたヘキサブロモシク
ロドデカンの燃焼に伴う非意図的な臭素化多
環芳香族炭化水素類の生成，第26回環境化学
討論会（静岡），1A-13，2017年6月．【優秀
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14) 王 志偉，王 斉，徳村 雅弘，三宅 祐一，雨
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関する検討，第26回環境化学討論会（静岡），
1B-06，2017年6月． 
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族炭化水素(PAHs)の生成量，第26回環境化学
討論会（静岡），1B-11，2017年6月． 

16) 増田 美里，王 斉，徳村 雅弘，三宅 祐一，
雨谷 敬史：魚油を含む食品中の多環芳香族炭
化水素とその誘導体の分析法の検討，第26回
環境化学討論会（静岡），1B-12，2017年6月． 

17) 三宅 祐一，徳村 雅弘，岩崎 悠太，王 斉，
雨谷 敬史，小林 剛，小口 正弘：廃棄物焼却
排ガス中六価クロムの測定法開発と排出濃度
調査，第26回環境化学討論会（静岡），1D-1
6，2017年6月． 

18) 甲斐 葉子，三宅 祐一，雨谷 敬史：ETS曝露
量評価用ニコチンパッシブサンプラーの捕集
時間の検討，第26回環境化学討論会（静岡），
P-056，2017年6月． 

19) 新田 しおり，山口 里奈，徳村 雅弘，三宅 
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表1  新規に発見した難燃剤 

IUPAC名 
6-benzylbenzo[c][2,1]ben
zoxaphosphinine 6-oxide 

(5-ethyl-2-methyl-2-oxido-1,3,2-dioxa ph
osphorinan-5-yl)methyl methyl methylph

osphonate 

naphthalen-2-yl diphenyl phospha
te 

CAS No. 113504-81-7 41203-81-0 18872-49-6 

化学構造 
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図 1  化学構造が未知であった難燃剤を含む防炎カーテン中の難燃剤の測定結果 
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厚生労働科学研究費補助金（化学物質リスク研究事業） 

（H29-化学-一般-004） 
分担研究報告書 

 
室内環境中の化学物質リストに基づく優先取組物質の曝露・リスク評価 

 
研究代表者： 雨谷 敬史 

（静岡県立大学食品栄養科学部・教授） 
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研究分担者： 久米 一成 

（東京都市大学環境学部・客員教授） 
 

研究要旨 
本サブテーマ（a）では曝露評価・リスク評価を担当し、具体的には防炎カーテン中の臭

素系およびリン系難燃剤の網羅的な定量分析を行った。本研究で構築した完全溶解法と精
密 質 量 数 を 組 み 合 わ せ た 定 性 分 析 法 に よ り 、 新 し い リ ン 系 難 燃 剤 と し て
6-benzylbenzo[c][2,1]benzoxaphosphinine 6-oxide（BzlDOPO）、(5-ethyl-2-methyl-2-oxido-1,3,2- 
dioxaphosphorinan-5-yl)methyl methyl methylphosphonate (PMMMP)、naphthalen-2-yl diphenyl 
phosphate（NDPhP）の 3 種を市販の防炎カーテンから初めて検出した。また、「室内に存在
する化学物質リスト 1698」から高懸念物質として挙がったグリオキサールやグルタルアル
デヒドの分析方法を確立した。 

 
Ａ．研究目的 
 室内環境ガイドラインが設定されて以降、
現在でもシックハウス問題の懸念が存在し
ている。本研究班では、平成 26 年～28 年
の本事業において、室内に存在する可能性
がある化学物質 1698 種の名称、性状、用途、
毒性情報、感作性情報を網羅的に収集した
「室内環境中の化学物質リスト 1698」を開
発した。しかし、このリストには、曝露情
報、毒性情報ともに空白があり、懸念が高
い物質から空白を埋めていく必要がある。
この中でも、難燃剤や殺虫剤は WHO 
guidelines for indoor air quality（WHO 室内空
気質ガイドライン）にも挙げられている、
優先度が高い物質である。このうち、難燃
剤では、以前使用されていたヘキサブロモ
シクロドデカン（HBCD）が規制されたこ
とにより、代替品が使用され始めている。
これまでの 3 年間の研究では、HBCD 代替

品を含む有機リン系及び臭素系難燃剤につ
いて曝露評価、ハザード評価を連携して行
い、臭素系難燃剤のリスクより、有機リン
系の難燃剤のリスクがより高いと推定され
ることや、新規化合物が続々と使用されて
いることなどが判った。 
そこで、本サブテーマでは、まず、化学

構造が未知である難燃剤の簡易かつ迅速な
定性分析法の開発を目的として、完全溶解
法と精密質量数を組み合わせた定量分析ス
キームの開発を行った。次に本方法を用い
て、化学構造が未知である難燃剤も含めた、
防炎カーテン中の臭素系およびリン系難燃
剤の網羅的な定量分析を行った。 
また、「室内に存在する化学物質リスト

1698」から有害性と曝露可能性が高い物質
としてグリオキサールやグルタルアルデヒ
ドがリストアップされたが、これらの物質
について室内環境中の分析法が確立されて
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いないため、2,4-ジニトロフェニルヒトラジ
ン（DNPH）含浸シリカゲルを用いた分析法
の開発を行った。 

 
Ｂ．研究方法 
B-1 化学構造が未知である難燃剤も含めた

防炎カーテン中の臭素系およびリン系難燃

剤の分析 

 本サブテーマでは、2014 年に日本国内で

購入した 40 種類の防炎カーテンをサンプ

ルとした。防炎カーテンは，主にポリエス

テル製であり、アクリル繊維などとの混紡

したものも含む。防炎カーテンの情報を表

1 に示す。 

完全溶解法の操作手順は、防炎カーテン

を 100 mg 程度になるよう切断し、2 mL の

25%ヘキサフルオロイソプロパノール

（HFIP）/クロロホルム（CHF）混合溶媒を

添加し、超音波を 20 分間照射した。その後、

8 mL のトルエンを添加することでポリマ

ー成分を沈殿させ、10 分間超音波を照射し

た。遠心分離（3000 rpm、10 分間）後、上

澄み液 10 µL をアセトニトリルで希釈（溶

媒置換）し、最終液量を 1 mL とした。 

完全溶解法により均一相となったサンプ

ルを液体クロマトグラフ-オービトラップ

質量分析装置（LC-Orbitrap-MS）で分析す

ることにより、化学構造が未知である物質

の精密質量数を得た。精密質量数を基に化

学式を推定し、難燃剤としての登録状況な

ど（例えば特許情報）を参考に、候補物質

を選定した。候補物質の標準物質を入手し、

ガスクロマトグラフ-質量分析計（GC-MS）

での保持時間やマススペクトルなどを比較

することで同定を行った。 

本研究では 18 種類の臭素系難燃剤と、15

種類のリン系難燃剤に加え、定性分析によ

り明らかとなった新規難燃剤も測定対象と

した。定量分析は液体クロマトグラフ-タン

デム型質量分析計（LC-MS/MS）で行った。

分析条件を表 2 と 3 に示す。 

 

B-2 室内空気中のグリオキサールおよびグ

ルタルアルデヒド測定法の開発 

パッシブ法により空気中の VOCs 濃度を

算出する場合、対象物質に対するサンプラ

ーの捕集速度は不可欠なパラメータの一つ

である。正確な捕集速度を算出するため、

本研究では温度、湿度、および気流速度を

制御できるパッシブサンプラー評価用のチ

ャンバーを用いた。パッシブサンプラー

（n=4）とアクティブサンプラー（n=4）の

同時捕集（8 時間）を行い、グリオキサー

ルおよびグルタルアルデヒドに対するパッ

シブサンプラーの捕集速度を測定した。 

一般的に、DNPH 法によるアルデヒド・

ケトン類の抽出溶媒としては、アセトニト

リルが使用されているが、この場合、グリ

オキサールのDNPH 誘導体が数 µg/mL程度

で飽和状態になり、結晶が析出するため、

本研究では、20vol%ジメチルスルホキシド

（DMSO）／アセトニトリル混合液を使用

して、標準溶液作成用および抽出用の溶媒

とした。 

分析装置は LC-MS/MS（Ultimate 3000 – 

Endura，Thermo Scientific）、カラムは Knitex 

C18（長さ 5.0 mm, 内径 2.1 mm, 粒径 1.3 

µm，島津製作所）を用いた。移動相はメタ

ノールと Milli-Q 水を使用した。イオン化法

は ESI（Negative）を使用し、イオン化電圧

を 3300 V、ion transfer tube および vaporizer

温度を 250℃とした。 
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Ｃ．研究結果 
C-1 化学構造が未知である難燃剤も含めた
防炎カーテン中の臭素系およびリン系難燃
剤の分析 
完全溶解法を用いることで、抽出溶媒中

に確実に難燃剤を抽出できるため、GC-MS
のスキャン分析により未知の難燃剤由来だ
と思われるピークが検出された（図 1）。こ
れらのピークの MS スペクトルを The 
National Institute of Standards and Technology
（NIST）の質量スペクトルライブラリにて
検索を行った結果、難燃剤と思われる物質
はヒットしなかった（図 2）。 
そこで、LC-Orbitrap-MS を用いた定性分

析法を試みた。LC-Orbitrap-MS を用いるこ
とで、未知物質の精密質量を得ることがで
きた（図 3）。未知物質の精密質量数やプロ
ダクトイオンスペクトルをオンラインデー
タベースである MAGMa のライブラリ検索
により、候補物質を選定した（表 4）。防炎
カーテン中の未知物質と、候補物質の標準
試薬の LC-Orbitrap-MS と GC-MS のリテン
ションタイムと MS スペクトルを比較する
ことで、最終的な同定を行った（図 4–6）。
本方法により、市販の防炎カーテンから
6-benzylbenzo[c][2,1]benzoxaphosphinine 
6-oxide （ BzlDOPO ） 、
(5-ethyl-2-methyl-2-oxido-1,3,2-dioxa 
phosphorinan-5-yl)methyl methyl 
methylphosphonate (PMMMP) 、
naphthalen-2-yl diphenyl phosphate（NDPhP）
が検出された（表 5）。以上の 3 種の新規難
燃剤を含む、防炎カーテン中の難燃剤の測
定結果を図 7 に示す。多くのカーテンより、
新規難燃剤が検出された。 
また、今年度、新たに同定できた難燃剤

に関して詳細な曝露・リスク評価を行うた
めに、10 家庭でハウスダストの採取を行っ
た。現在、前処理法の改良と LC-MS/MS 分
析条件の検討を行っている。 

 
B-2 室内空気中のグリオキサールおよびグ
ルタルアルデヒド測定法の開発 

 パッシブサンプラーの捕集速度を算出す
るために、チャンバー実験では、アクティ
ブ法とパッシブ法の同時捕集を行った
（n=4）。アクティブ法により測定した各物
質の濃度、およびパッシブ法により捕集し
た各物質の量を用い、式 1）に従ってパッ
シブサンプラーの捕集速度を算出した。VP

は捕集速度（µg/(ppm hr)）、QPはパッシブサ
ンプラーによる物質の捕集量（µg）、CA は
アクティブ法による測定したチャンバー内
各物質の濃度（ppm）、t は捕集時間（hr）で
ある。 

VP=QP/(CA×t)   式
1） 
 算出したグリオキサールおよびグルタル
アルデヒドの捕集速度は、それぞれ 9.64 
µg/(ppm hr)、14.2 µg/(ppm hr)であった。本
分析法により室内空気中のグリオキサール
およびグルタルアルデヒドの定量下限値は、
それぞれ 0.0015 ppbv (0.0035 μg/m3)、0.0016 
ppbv (0.0064 μg/m3)であった。 
 
Ｄ．考察 
 本研究において、完全溶解法と精密質量
数を用いた定性分析法を組み合わせること
により、化学構造が未知の難燃剤を同定す
ることができた。新しいリン系難燃剤であ
る BzlDOPO、PMMMP、NDPhP を市販の防
炎カーテンから初めて検出した。これによ
り、後加工のカーテン 24 種のうち、19 種
類に使用されている難燃剤を定量的に確認
することができた。この手法により、室内
に存在する多種多様な化学物質の定性の可
能性が広がったことは大きな成果と考えら
れる。 
また、パッシブサンプリング法を用いた

室内空気中のグリオキサールおよびグルタ
ルアルデヒドの分析法を開発した。本法は、
室内空気中における 1 pptv 程度のグリオキ
サールおよびグルタルアルデヒドが検出可
能となる、高感度分析法を確立することが
できた。今後、一般住宅内のグリオキサー
ルおよびグルタルアルデヒドの汚染実態、
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発生源調査、および室内空気中の濃度デー
タを蓄積することでリスク評価を行う予定
である。 
 
Ｅ．結論 
 HBCD の代替物としてカーテン等で使用
され始めている新規物質（BzlDOPO、
PMMMP、NDPhP）を同定することができ
た。これらの物質を含んだカーテンは、今
後さらに増えることが考えられるため、ハ
ウスダスト中の濃度も上昇していくことが
考えられる。また、有害性情報も不足して
いることから、今後詳細に検討する必要が
ある。 
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表 1 実験に用いた防炎カーテン. 

Sample ID Make Type Material Flame resisting method 

1 Japan Curtain Polyester 100% Post processing 

2 Japan Net curtain Polyester 100% Post processing 

3 Japan Curtain Polyester 100% Post processing 

4 Japan Curtain Polyester 100% Post processing 

5 Japan Curtain Polyester 100% Post processing 

6 Japan Curtain Polyester 100% Post processing 

7 Japan Curtain Polyester 100% Post processing 

8 Japan Curtain Polyester 100% Post processing 

9 Japan Curtain Polyester 100% Post processing 

10 Japan Net curtain Polyester 100% Post processing 

11 Japan Curtain Polyester 100% Post processing 

12 Japan Curtain 
Polyester 97%, 

Nylon 3% 
Post processing 

13 Japan Curtain Polyester 100% Post processing 

14 Japan Net curtain Polyester 100% Post processing 

15 Japan Curtain Polyester 100% Post processing 

16 Japan Curtain Polyester 100% Post processing 

17 Japan Net curtain Polyester 100% Post processing 

18 Japan Curtain Polyester 100% Post processing 

19 Japan Curtain Polyester 100% Post processing 

20 Japan Curtain Polyester 100% Post processing 

21 Japan Net curtain 

Warp: Polyester 100% 

Weft: Acryl 1%, 

Nylon 1%, 

Polyester 98% 

Post processing 

22 Japan Net curtain Polyester 100% Post processing 

23 Japan Net curtain Polyester 100% Post processing 

24 Korea Net curtain Polyester 100% Post processing 

25 Vietnam Curtain Polyester 100% Flame resistant fabrics 

26 China Curtain Polyester 100% Flame resistant fabrics 

27 Japan Net curtain Polyester 100% Flame resistant fabrics 

28 Japan Net curtain Polyester 100% Flame resistant fabrics 

29 Japan Net curtain Polyester 100% Flame resistant fabrics 

30 Germany Curtain Polyester 100% Flame resistant fabrics 

31 Japan Curtain Acryl 61%, Flame resistant fabrics 
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Polyester 39% 

32 Japan Net curtain Polyester 100% Flame resistant fabrics 

33 Japan Curtain Polyester 100% Flame resistant fabrics 

34 Japan Curtain 

Warp: Polyester 100% 

Weft: Acryl 97%, 

Rayon 2%, 

Polyester 1% 

Flame resistant fabrics 

35 Japan Curtain 
Polyester 52%, 

Acryl 48% 
Flame resistant fabrics 

36 Japan Curtain 
Warp Polyester 100% 

Weft: Acry 100% 
Flame resistant fabrics 

37 Japan Curtain 

Warp Polyester 100% 

Weft: Acryl 98%, 

Polyester 2% 

Flame resistant fabrics 

38 Japan Curtain 

Warp: Polyester 100% 

Weft: Acryl 84%, 

Polyester 16% 

Flame resistant fabrics 

39 Japan Net curtain 
Polyester 63%, 

Acryl 37% 
Flame resistant fabrics 

40 Japan Net curtain 

Warp Acryl 97%, 

Polyester 3% 

Weft: Acryl 100% 

Flame resistant fabrics 
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表 2 防炎カーテン中の難燃剤の分析における LC–MS/MS の分析パラメータ. 

Instrument TSQ Endura 

Ionization mode APCI 

Sheath gas (arbitrary unit) 25 

Auxiliary gas (arbitrary unit) 5 

Sweep gas (arbitrary unit) 0 

Ion transfer tube temperature 250 °C 

Vaporizer temperature 300 °C 

Positive ion discharge current 4 μA 

Negative ion discharge current 4 μA 

 

 

表 3 防炎カーテン中の難燃剤の分析における LC–MS/MS の MS パラメータ. 

 Mode Precursor ion 
[m/z] 

Product ion 1 
[m/z] 

Collision energy 1 
[V] 

Product ion 2 
[m/z] 

Collision energy 2 
[V] 

PMMMP APCI positive 287.3 177.0 16.0 97.1 26.4 

BzlDOPO APCI positive 307.0 91.2 30.7 199.0 25.0 

NDPhP APCI positive 377.2 202.0 34.4 127.1 41.9 
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表 4 MAGMa オンラインデータベースを用いたライブラリ検索の結果. 

 Score Formula Mass Δmass (ppm) IUPAC name 

a (curtain 15)     

1 1.108201 C9H20O6P2 286.073512 -0.65637 5-dimethoxyphosphoryl-2-methoxy-3,3,5-trimethyl-1,2-oxaphospholane 2-oxide 

2 1.182484 C9H20O6P2 286.073512 -0.65637 5-ethyl-5-[[methoxy(methyl)phosphoryl]oxymethyl]-2-methyl-1,3,2-dioxaphosphinane 2-oxide 

3 1.182484 C9H20O6P2 286.073512 -0.65637 [(5-ethyl-2-methyl-2-oxo-1,3,2-dioxaphosphinan-5-yl)methoxy-methylphosphoryl]methanol 

4 1.337656 C9H21O6P2
+ 287.081337 -0.65626 5-ethyl-2-hydroxy-5-[[methoxy(methyl)phosphoryl]oxymethyl]-2-methyl-1,3,2-dioxaphosphinan-2-ium 

5 1.337656 C9H21O6P2
+ 287.081337 -0.65626 5-(dimethoxyphosphorylmethyl)-5-ethyl-2-hydroxy-2-methyl-1,3,2-dioxaphosphinan-2-ium 

6 1.34239 C9H20O6P2 286.073512 -0.65637 [(1R,3R)-2-[hydroxy(methyl)phosphoryl]oxy-3-methylcyclopentyl]methoxy-methylphosphinic acid 

7 1.34239 C9H20O6P2 286.073512 -0.65637 [2-[hydroxy(methyl)phosphoryl]oxycyclohexyl]methoxy-methylphosphinic acid 

8 1.809343 C9H20O6P2 286.073512 -0.65637 (E)-1,4-bis(dimethoxyphosphoryl)pent-2-ene 

9 1.809343 C9H20O6P2 286.073512 -0.65637 2,5-bis(dimethoxyphosphoryl)pent-2-ene 

10 1.883627 C9H20O6P2 286.073512 -0.65637 1,4-bis(dimethoxyphosphoryl)-2-methylbut-2-ene 

b (curtain 17)     

1 2.494634 C22H17O4P 376.086446 -0.58986 naphthalen-2-yl diphenyl phosphate 

2 2.494634 C22H17O4P 376.086446 -0.58986 naphthalen-1-yl diphenyl phosphate 

3 3.276926 C22H17O4P 376.086446 -0.58986 1-dinaphthalen-1-yloxyphosphorylethanone 

4 3.390609 C13H20N4O5S2 376.087512 -3.41674 N-[2-[furan-2-ylmethyl(methylsulfonyl)amino]ethyl]-3,5-dimethyl-1H-pyrazole-4-sulfonamide 

5 3.563979 C17H12N8OS 376.085478 1.97714 2-(4-amino-5-cyanopyrimidin-2-yl)sulfanyl-N-(4-cyano-2-phenylpyrazol-3-yl)acetamide 

6 3.589437 C17H12N8OS 376.085478 1.97714 5-[(2E)-2-[2-(diisocyanomethyl)-5-phenylimidazol-4-ylidene]hydrazinyl]-3-methyl-1,2-thiazole-4-carboxamide 

7 3.809829 C17H12N8OS 376.085478 1.97714 N-(4-cyano-2-phenylpyrazol-3-yl)-2-([1,2,4]triazolo[1,5-a]pyrimidin-2-ylsulfanyl)acetamide 

8 3.838671 C17H12N8OS 376.085478 1.97714 5-[(2E)-2-[2-(dicyanomethyl)-5-phenylimidazol-4-ylidene]hydrazinyl]-3-methyl-1,2-thiazole-4-carboxamide 

9 3.840129 C14H21N2O6PS 376.085794 1.13915 2-[3-(aminomethyl)phenyl]-3-[hydroxy-[2-methyl-1-(sulfonylamino)propyl]phosphoryl]propanoic acid 

10 3.958035 C13H20N4O5S2 376.087512 -3.41674 1-[(4aR,7aS)-1-(2-hydroxyethyl)-6,6-dioxo-2,3,4a,5,7,7a-hexahydrothieno[3,4-b]pyrazin-4-yl]-2- 
[(5-methyl-1,3,4-oxadiazol-2-yl)sulfanyl]ethanone 

c (curtain 21)     

1 0.941704 C19H15O2P 306.080966 -0.13818 6-phenylmethoxybenzo[c][2,1]benzoxaphosphinine 

2 0.941704 C19H15O2P 306.080966 -0.13818 6-(2-methylphenoxy)benzo[c][2,1]benzoxaphosphinine 

3 1.014865 C19H16O2P+ 307.088791 -0.13807 6-benzyl-6-hydroxybenzo[c][2,1]benzoxaphosphinin-6-ium 

4 1.088025 C19H15O2P 306.080966 -0.13818 6-benzylbenzo[c][2,1]benzoxaphosphinine 6-oxide 

5 1.373614 C19H15O2P 306.080966 -0.13818 4-benzyl-6-hydroxybenzo[c][1,2]benzoxaphosphinine 

6 1.373614 C19H15O2P 306.080966 -0.13818 8-benzyl-6-hydroxybenzo[c][1,2]benzoxaphosphinine 

7 1.373614 C19H15O2P 306.080966 -0.13818 2-benzyl-6-hydroxybenzo[c][2,1]benzoxaphosphinine 

8 1.380666 C19H15O2P 306.080966 -0.13818 6-(2-methylphenyl)benzo[d][1,3,2]benzodioxaphosphepine 

9 1.659202 C19H15O2P 306.080966 -0.13818 2-diphenylphosphorylbenzaldehyde 

10 1.659202 C19H15O2P 306.080966 -0.13818 4-diphenylphosphanyloxybenzaldehyde 
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表5  新規に発見した難燃剤. 

IUPAC名 
6-benzylbenzo[c][2,1]benzo

xaphosphinine 6-oxide 

(5-ethyl-2-methyl-2-oxido-1,3,2-dioxa phosph
orinan-5-yl)methyl methyl methylphosphonat

e 
naphthalen-2-yl diphenyl phosphate 

CAS No. 113504-81-7 41203-81-0 18872-49-6 

化学構造 
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図 1 完全溶解法を用いた防炎カーテン抽出液の GC–MS のスキャン分析の結果 

(a: curtain 15, b: curtain 17, c: curtain 21). 
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図 2 完全溶解法を用いた防炎カーテン抽出液から検出された未知ピークの MS スペクトルライブラリ検索の結果 

(a: curtain 15, b: curtain 17, c: curtain 21). 

 

 

c) 
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図 3 完全溶解法を用いた防炎カーテン抽出液の LC–Orbitrap-MS による分析結果 (a: curtain 15, b: curtain 17, c: curtain 21).

a) 

b) 

c) 



31 
 

60 80 100 120 140 160 180 200 220 240 260 280 300
m/z

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

R
el

at
iv

e 
A

bu
nd

an
ce

287.0806

177.0675

287.0805

97.0049

111.0205

Full ms scan:
m/z 120.0000 – m/z 1800.0000

Data-dependent MS/MS:
m/z 50.0000 - m/z 315.0000 

CH6O3P

C2H8O3P

C7H14O3P

C9H21O6P2

C9H21O6P2

a)

Peak RT: 0.58 min

[M+H]+

[X]+

[X+2H]+

[X+3H]+

[M+H]+

 

 

60 80 100 120 140 160 180 200 220 240 260 280 300 320 340 360 380
m/z

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

R
el

at
iv

e 
A

bu
nd

an
ce

377.0935

377.0934

145.0647
203.0851

283.0516233.0363

C22H18O4P

C16H12O3PC12H10O3P

C16H11

C10H9O

Full ms scan:
m/z 120.0000 – m/z 1800.0000

Data-dependent MS/MS: 
m/z 50.0000 - m/z 405.0000 

C22H18O4P

b)

Peak RT: 5.87 min

[M+H]+

[M+H]+

[X+2H]+

 

 

R
elative abundance 

R
elative abundance 



32 
 

60 80 100 120 140 160 180 200 220 240 260 280 300 320
m/z

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

R
el

at
iv

e 
A

bu
nd

an
ce

307.0882

307.088191.0542

199.0306
233.0360

C19H16O2P

C19H16O2P

C12H10O3P
C12H8OP

C7H7

Full ms scan:
m/z 120.0000 – m/z 1800.0000

Data-dependent MS/MS:
m/z 50.0000 - m/z 335.0000 

c)

Peak RT: 2.59 min
[M+H]+

[M+H]+

[X]+

[X]+

 

図 4 完全溶解法を用いた防炎カーテン抽出液の LC–Orbitrap-MS の 

MS スペクトルデータ (a: curtain 15, b: curtain 17, c: curtain 21).

R
elative abundance 



33 
 

Time
10.00 11.00 12.00 13.00 14.00 15.00 16.00 17.00 18.00 19.00 20.00

%

0

100 16.26

16.57 Chromatogram

m/z
60 80 100 120 140 160 180 200 220 240 260 280 300 320 340 360 380 400

%

0

100 111

9793

79

67

80

85 189124 147 157 171

Mass spectrum

a)

(5-ethyl-2-methyl-2-oxido-
1,3,2-dioxaphosphorinan-5-
yl)methyl methyl
methylphosphonate (PMMMP)

 

Time
18.00 19.00 20.00 21.00 22.00 23.00 24.00 25.00 26.00 27.00

%

0

100 23.74

Chromatogram

m/z
60 80 100 120 140 160 180 200 220 240 260 280 300 320 340 360 380 400

%

0

100 115

77

65

66
94

89 113
144127 376

190 375 377

Mass spectrum

b)

naphthalen-2-yl diphenyl 
phosphate (NDPhP)

 

Time
18.00 19.00 20.00 21.00 22.00 23.00 24.00 25.00 26.00 27.00

%

0

100 22.37

Chromatogram

m/z60 80 100 120 140 160 180 200 220 240 260 280 300 320 340

%

0

100 215

91

65

75 77

168

139

113 152 169
187

306
305216

307

Mass spectrum

c)

6-benzylbenzo[c][2,1] 
benzoxaphosphinine 6-
oxide (BzlDOPO)

 

図 5 候補物質の標準試薬の GC-MS の MS スペクトルデータ 

 (a: PMMMP, b: NDPhP, c: BzlDOPO). 



34 
 

60 80 100 120 140 160 180 200 220 240 260 280 300
m/z

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

R
el

at
iv

e 
A

bu
nd

an
ce

287.0806

177.0675

287.0805

97.0049

111.0205

Full ms scan:
m/z 120.0000 – m/z 1800.0000

Data-dependent MS/MS:
m/z 50.0000 - m/z 315.0000 

CH6O3P

C2H8O3P

C7H14O3P

C9H21O6P2

C9H21O6P2

a)

Peak RT: 0.58 min

[M+H]+

[X]+

[X+2H]+

[X+3H]+

[M+H]+

81.0700
C6H9

 

 

 

60 80 100 120 140 160 180 200 220 240 260 280 300 320 340 360 380
m/z

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

R
el

at
iv

e 
A

bu
nd

an
ce

377.0935

377.0934

145.0647
203.0851

283.0516233.0363

C22H18O4P

C16H12O3PC12H10O3P

C16H11

C10H9O

Full ms scan:
m/z 120.0000 – m/z 1800.0000

Data-dependent MS/MS: 
m/z 50.0000 - m/z 405.0000 

C22H18O4P

b)

Peak RT: 5.87 min

[M+H]+

[M+H]+

[X+2H]+



35 
 

60 80 100 120 140 160 180 200 220 240 260 280 300 320
m/z

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

R
el

at
iv

e 
A

bu
nd

an
ce

307.0882

307.088191.0542

199.0306
233.0360

C19H16O2P

C19H16O2P

C12H10O3P
C12H8OP

C7H7

Full ms scan:
m/z 120.0000 – m/z 1800.0000

Data-dependent MS/MS:
m/z 50.0000 - m/z 335.0000 

c)

Peak RT: 2.59 min
[M+H]+

[M+H]+

[X]+

[X]+

 

図 6 候補物質の標準試薬の LC–Orbitrap-MS の MS スペクトルデータ 

(a: PMMMP, b: NDPhP, c: BzlDOPO). 
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図 7 化学構造が未知であった難燃剤を含む防炎カーテン中の難燃剤の測定結果. 
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厚生労働科学研究費補助金（化学物質リスク研究事業） 
（H29-化学-一般-004） 

分担研究報告書 
 

化学物質のハザード評価に関する研究 
 

研究分担者： 
高須 伸二（国立医薬品食品衛生研究所安全性生物試験研究センター病理部・主任研究官） 
小川 久美子（国立医薬品食品衛生研究所安全性生物試験研究センター病理部・部長） 
 

研究要旨 
これまでに、本研究事業において室内に存在する可能性がある化学物質 1698 種の名称、

性状、用途、毒性情報、感作性情報を網羅的に収集した「室内環境中の化学物質リスト 1698」
を開発した。しかしながら、未だばく露情報や毒性情報などを欠く化学物質もあり、懸念
が高い物質から検討していく必要がある。 
(5-ethyl-2-methyl-2-oxido-1,3,2-dioxaphosphorinan-5-yl)methyl methyl methylphosphonate 
(PMMMP)はカーテンなどの難燃化を目的に使用されている化学物質であり、実際にカーテ
ンや室内環境中からも検出されることから、ヒトへのばく露の可能性が懸念されている。
しかしながら、その毒性評価はあまりされていない。本年度は PMMMP の SD ラットを用
いた反復投与毒性試験のための用量設定試験を実施した。6 週齢の雌雄 Slc:SD ラットに生
理食塩水に溶解した PMMMP を 0.1、1 または 10 mg/kg の用量で 1 週間強制経口投与した。
その結果、1 週間の投与期間中に死亡動物はみられず、一般状態の変化も認められなかった。
さらに、投与終了時の器官重量においても PMMMP 投与による顕著な影響はみられなかっ
た。今後はより高い用量での用量設定の試験を実施し、毒性影響が認められる可能性があ
る条件下での反復投与試験を実施する。 
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Ａ．研究目的 
 
室内汚染の問題は、室内空気質ガイドライ
ンの作成によりその一部が解決されたが、
室内環境中に存在する化学物質は多種多
様であり、建材や家具等から発生する未規
制の化学物質の問題が残されている。本研
究では、実際に室内環境中に存在する可能
性のある化学物質の情報をもとに、その化
学物質のハザード評価を行うことを目的
する。 
昨年度までに、本研究事業において臭素

系難燃剤である decabromodiphenyl etherお
よび tris-(2,3-dibromopropyl) isocyanurateの
げっ歯類を用いたハザード評価を行い、そ
れぞれの毒性情報を提供した。そして、室
内に存在する可能性のある化学物質 1698
種の名称、性状、用途、毒性情報、感作性
情報を網羅的に収集した「室内環境中の化
学物質リスト 1698」を開発した。しかし
ながら、未だばく露情報や毒性情報などを
欠く化学物質もあり、懸念が高い物質から
より詳細な毒性情報を収集していく必要
がある。 

(5-ethyl-2-methyl-2-oxido-1,3,2-dioxaphos
phorinan-5-yl)methyl methyl 
methylphosphonate (PMMMP)はカーテンな
どの難燃化を目的に使用されている化学
物質であり、実際にカーテンや室内環境中
からも検出されることから、ヒトへのばく
露が懸念されている。しかしながら、その
毒性評価はあまりされていない。 
そこで、本年度は PMMMP の SD ラッ

トを用いた反復投与毒性試験のための用
量設定試験を実施した。 

 
Ｂ．研究方法 
 

6 週齢の雌雄 Slc:SD ラット各群 5 匹に
生理食塩水に溶解した PMMMP（不純物
として CAS No. 42595-45-9 を 20%含有）
を 0.1、1 または 10 mg/kg の用量で 1 週間

強制経口投与した。対照群には生理食塩水
を投与した。PMMMP 投与量は、室内ハ
ウスダストから検出された PMMMP 濃度
およびヒトが環境中からばく露されるハ
ウスダストの推定ばく露量を基に、推定さ
れる PMMMP ばく露量のおおよそ 10000、
100000 および 1000000 倍に相当する量に
設定した。投与期間中は一般状態を観察す
るとともに、体重を測定した。投与終了後、
肺、心臓、肝臓、腎臓、脾臓を摘出し、器
官重量の測定を行った。 

 
（倫理面への配慮） 

本試験は「国立医薬品食品衛生研究所動物
実験の適正な実施に関する規定」に基づき、
動物実験計画書を作成し、国立医薬品食品
衛生研究所動物実験委員会による審査を
受けた後、実施した。 

 
Ｃ．研究結果 
 
各群の平均体重を Figure 1 に示す。投与期
間中、何れの群においても死亡動物は認め
られず、一般状態の変化も認められなかっ
た。投与期間中の体重において、PMMMP
投与群に有意な変化は認められなかった。 
最終体重および器官重量の結果を Table 

1（雄）および 2（雌）に示す。投与終了
後の最終体重において、PMMMP 投与群と
対照群の間に有意な差は認められなかっ
た。また、PMMMP 投与群における器官重
量に関して、雌雄何れにおいても有意な変
化は認められなかった。 
 
Ｄ．考察 
 
PMMMP はカーテン等の難燃化を目的と
して使用される難燃剤の 1 つであり、実際
に室内環境中からも検出されていること
から、ヒトへのばく露の可能性が懸念され
ている。しかしながら、十分な毒性評価は
なされていない。このことから、本研究で
は PMMMP のハザード評価に資するデー
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タの取得を目的に、ラットを用いた
PMMMP の反復投与毒性試験を実施する
ための用量設定試験を実施した。 
その結果、1 週間の投与期間中には死亡

動物はみられず、一般状態の変化も認めら
れなかった。さらに、投与終了時の器官重
量においても PMMMP 投与による顕著な
影響はみられなかった。このことから、今
回の実験条件の投与量はラットを用いた
反復投与毒性試験に供することができる
と考えられた。 
 しかしながら、本研究ではヒトで推定さ
れるばく露量を基に用量設定を行ったた
め、より高用量における生体影響に関して
は不明である。化学物質のハザード評価に
おいて、投与に起因する毒性影響を明らか
にすることは重要であることから、今後は
より高い用量での用量設定の試験を実施
し、毒性影響が認められる可能性がある条
件下での試験が必要であると考えた。 

 
 
Ｅ．結論 
 
PMMMP のラットを用いた反復投与毒性
試験のための用量設定試験を、ヒトの推定
されるばく露量を考慮し実施した結果、本
実験条件下での PMMMP 投与による顕著
な影響はみられなかった。今後はより高い
用量での用量設定の試験を実施し、毒性影
響が認められる可能性がある条件下での
反復投与試験を実施する。 
 
Ｆ．研究発表 
1. 論文発表 

なし 
 

2. 学会発表 
なし 

 
Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 

1. 特許取得 

なし 
 

2. 実用新案登録 
なし 
 

3. その他 
なし 
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Figure 1. Body weights of male and female SD rats treated with PMMMP for 7 days.  
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厚生労働科学研究費補助金（化学物質リスク研究事業） 

（H29-化学-一般-004） 
分担研究報告書 

 
室内化学物質のライブラリ拡充・活用 

 
研究分担者： 小林 剛  横浜国立大学大学院環境情報研究院 
 

研究要旨 
室内環境中に存在する製品情報、製品中化学物質情報の収集・整理と、室内環境での主

要曝露経路における高リスク物質のスクリーニング手法を構築するための研究を推進して
いる。これまでに作成してきた、「室内に存在する化学物質リスト」の情報を拡充を検討す
る。特に、多様な製品中の化学物質情報（用途や含有率）を収集・整理する。特に情報が
欠落している部分について、QSAR 情報も活用するなどして評価できる対象物質を増やす。 
さらに、高懸念物質のスクリーニング手法については、その評価結果を確認（モニタリン
グ情報、室内検出情報との比較）して改良する。更に、事業者らが任意の物質について、
情報を入力してスクリーニング評価（これまでの評価物質と比較して相対的な懸念度や注
意すべき曝露経路を判定）が出来る簡易なツールを作成する。 
初年度は、室内化学物質のライブラリ拡充・活用として「室内環境中の化学物質リスト

1698」の空白の情報を埋めるため、情報の確認、更新をすると共に、QSAR 関連情報の収集
と活用の検討を実施した。特に曝露情報の更新を検討し、その用途や物性情報から、製品
使用量ランクや含有率ランクに関する情報を拡充することができた。更に、QSAR 関連情報
を調査して、EPI suite や OECD tool Box による情報の拡充を進めた。 
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Ａ．研究目的 
  
 室内環境ガイドラインが設定されて以降、現在
でもシックハウス問題の懸念が存在している。本
研究班では、平成 26 年～28 年の本事業において、
室内に存在する可能性がある化学物質 1698 種の名
称、性状、用途、毒性情報、感作性情報を網羅的
に収集した「室内環境中の化学物質リスト 1698」
を開発した。しかし、このリストには、曝露情報、
毒性情報ともに空白があり、懸念が高い物質から
空白を埋めていく必要がある。この中でも、難燃
剤や殺虫剤は WHO の室内空気質ガイドラインに
挙げられている、優先度が高い物質である。この
うち、難燃剤では、これまでの 3 年間の研究によ
り臭素系難燃剤のリスクより、有機リン系の難燃
剤のリスクがより高いことや、新規化合物が続々
と使用されていることが判った。 
そこで、曝露評価・発生源評価サブグループでは、
化学物質リストの中で取り組み優先度が高いと考
えられる有機リン系の新規難燃剤などに焦点を当
てる。ハザード評価サブグループでは、有機リン
系の難燃剤等の毒性について検討する。 
 ライブラリ活用・拡充サブグループは、平成 29
年度には、「室内環境中の化学物質リスト 1698」の
更新やリスト空白部を埋めるための情報収集を推
進している。研究 2 年目以降は、リストに挙げら
れた多種の化合物の取り組み優先度を決めるスク
リーニング法の完成を目指す。 

 
Ｂ．研究方法 
 
１）吸入経路曝露における高リスク物質のスクリ
ーニング手法と情報の更新 
 これまでに検討した曝露経路①(製品→室内空気
→吸入曝露)での高懸念となる化学物質のスクリー
ニング手法の考え方を以下に示す。 
 有害性ランクを表１にまとめた。有害性ランク
は、信頼できる定量的な毒性情報がある物質につ
いては、その毒性情報から室内濃度指針値や環境
基準等を考える際の考え方を参考に、管理参考濃
度（毒性情報の信頼性や精度を詳細には考えてい
ない仮の値）を設定し、その大きさからランク分
けすることとしている。定量的な毒性情報はなく、
発がん性や感作性など、確度情報しか得られない
場合には、その情報を参考に設定することとした。 
 曝露性ランクの考え方を図１に示す。製品の使
用形態によって曝露のされやすさが異なるため、

「製品使用形態ランク」を設定した。また、室内
にどの程度の存在量の化学物質が存在するかによ
ってもリスクレベルが異なるため、「化学物質量
ランク」を設定した。更に、製品から室内の環境
を移行して、多様な曝露経路で人が摂取するため、
その媒体間移行を考慮した「曝露経路移行ランク」
を設定した。「製品使用形態ランク」「化学物質量
ランク」「曝露経路移行ランク」のそれぞれを点数
化して足し合わせて、その値からスクリーニング
することとした。 
 曝露経路①(製品→室内空気→吸入曝露)の場合
の時の曝露性ランクの決定方法を図２に示す。
「曝露経路移行ランク」では、揮発性を表す物性
値として蒸気圧や沸点などの情報を用いて、気相
への移行しやすさを評価している。さらに、体内
蓄積可能性（吸入後の体内への取り込まれやすさ、
排泄のされにくさ）を考慮して、オクタノール／
空気分配係数（Poa）およびオクタノール／水分配
係数（Pow）を参考に点数を補正している。 
 平成 29 年度は、このスクリーニング手法で評価
できていない物質について着目した。「室内環境
中の化学物質リスト 1698」ライブラリの空白の情
報を埋めるため、情報の確認、更新を行った。特
に重要な室内環境中の化学物質の「吸入曝露経路」
の曝露ランクについて、曝露ランクが設定されて
いない原因（不足情報）を確認し、情報の拡充を
検討した。 
  
２）QSAR 関連情報の収集と活用の検討 
 「室内環境中の化学物質リスト 1698」の情報の
拡充のため、QSAR 関連情報の収集と活用を検討し
た。曝露ランクの拡充のために、米国 EPA の EPI 
suite 情報の活用、OECD の QSAR Toolbox の活用に
ついて検討を始めた。 
 
(倫理面の配慮） 
 本申請研究により得られた特定の個人・企業等
の情報は、許可無く個人・企業等が特定されない
ような配慮の上で、研究発表等を行う。また、毒
劇物等、高圧ガス等の取り扱いについて、法令や
学内管理規則等の遵守を徹底する。 
 
Ｃ．研究結果 
 
１）吸入経路曝露における高リスク物質のスクリ
ーニング手法と情報の更新 
 「吸入曝露経路」の曝露ランクについて、曝露
ランクが設定されていない原因（不足情報を確認）
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し、情報の拡充を検討した。曝露ランクは、「揮発
性ランク」、「使用形態ランク」、「体内蓄積可能
性」、「化学物質量ランク（製品使用量ランク、含
有率ランク）」とで決定される。 
 「揮発性ランク」については、用途から考えて
常温固体で微粒子としても排出される可能性が低
い物質についてはｄランクとした。また、情報不
明の場合に現在はｄランクとしていたが、その妥
当性に関しては確認が必要である。特に、「揮発性
ランク」が高くなると、「曝露性ランク」が A とな
る物質、その中でも有害性ランクが高い物質から、
後述の QSAR も活用して次年度以降、情報の拡充
を検討することとした。 
 「使用形態ランク」については、用途から室内
濃度を高める可能性のある物質のみ高いランクを
与えており、それ以外は最低のｃランクとしてい
るため、現在は情報不足と判定されることはない。
ただし、用途情報が不明確の場合は過小評価とな
る。本年度も用途情報の検索と修正を行ったが、
とくに有害性ランクの高い物質については、情報
の確認と修正を継続する必要がある。 
 「体内蓄積可能性」については、Poa および Pow
から判断しているが、沸点や分子量から明らかに
「高蓄積性とはならない条件」を工夫して設定し
ているため、多くの物質で情報不足となっていな
いが、特に高ランクとなっているものについては、
その妥当性の確認が必要と考えられた。後述の
QSAR も活用して次年度以降、情報の拡充を検討す
ることとした。 
 「化学物質量ランク（製品使用量ランク、含有
率ランク）」については、製品使用量ランクについ
ては 239 物質、含有率ランクについては 639 物質
がその情報不足により評価できていないことが分
かった。前者については用途情報からの推測、後
者については用途や類似用途物質の情報から推定
することで、評価対象物質を増やせることが分か
った。 
 特に、シロアリ防除剤のような農薬原体成分は、
製品自体の使用量も多く、その含有率も高いこと
から、kg 単位での化学物質の使用が考えられると
して、「化学物質量ランク」を a ランクとした。ま
た、界面活性剤主要成分も製品使用量は常時 100g
～1kg は家庭内にあるとして、「製品使用量ラン
ク」を b ランク、含有率は数 10%として b ランク
とした。難燃剤成分は製品使用量は家庭内に kg を
超える量があるため「製品使用量ランク」を a ラン
ク、含有率は 10%以上のこともあることから b ラ
ンクとした。製品中や塗料中等の含有率の低い添

加剤成分は製品使用量は多く a ランクであるが、含
有率は低いため c ランクとした。塗料中の溶剤など
含有率の多い成分は製品使用量は a ランク、含有率
は b ランクとした。化粧品や医薬品成分では、製
品使用量としては 100g 未満で c ランクであるが、
含有率はやや高く b ランクとした。アスファルト、
コンクリートのような構造物の材料そのものにつ
いても、「化学物質量ランク」を a ランクとした。 
 このように、主要な用途の製品の使用量とおよ
その含有率について、明確な根拠情報は無くても、
その用途や機能から推定して仮設定することで、
情報不足で評価できていなかった物質について、
多少の精度は落ちるもののその値を設定すること
ができた。 
 なお、製品中に含有されるものでは無いが、オ
ゾンのように製品から意図的に生成させている場
合、燃焼生成物のように非意図的に生成する場合
についても、これまでは「化学物質量ランク（製
品使用量ランク、含有率ランク）」が設定できてい
なかった。そのため、「化学物質量ランク」をその
生成の状況から、 
・目的成分として高濃度で生成   a ランク 
・非意図的に比較的高濃度で生成 b ランク 
・非意図的等で低濃度で生成      c ランク 
のように設定して、ランク分けして評価すること
とした。a ランク物質としてはオゾン、b ランク物
質としてはアンモニア、アクロレインなど、c ラン
ク物質としては多環芳香族類などがランクを新た
に設定できた。 
 以上、評価対象物質を更に増やせることが確認
され、情報拡充作業を進めている。 
  
２）QSAR 関連情報の収集と活用の検討 
 曝露ランクの拡充のために、「揮発性ランク」に
関わる蒸気圧や沸点情報、「体内蓄積可能性」に関
わる Pow およびヘンリー定数に関して、米国 EPA
の EPI suite や、OECD の QSAR Toolbox について、
QSAR 情報を活用出来る可能性がある。 
 EPI suite では、HENRYWIN（ヘンリー定数）や
MPBPWIN（沸点等） 、WSKOWWIN（Pow）の使
用の可能性を、QSAR Toolbox では ECHA CHEM
（沸点、ヘンリー定数等） 
等の使用の可能性を検討している。データベース
には、実測値なのか推算値なのかが分かるよう、
情報源を記しながら情報を拡充することとした。
また、QSAR tool Box には、物性情報のみでなく、
毒性情報も集積されており、物性情報とともに毒
性情報の拡充も次年度は検討する。 



46 
 

 
３）吸入経路曝露における高リスク物質のスクリ
ーニング結果 
 今年度拡充した情報をもとに、吸入経路曝露に
よるスクリーニング結果を表２に示す。有害性ラ
ンク、曝露性ランクが分類できた物質は、869 物質
となり 753 物質から大幅に拡充できた。高懸念物
質としては、（有害性ランク、曝露性ランク）=
（A,A） 
としては、ホルムアルデヒド、フェンチオン、デ
ィルドリン、塩化ビニル、アクリル酸メチル、ジ
クロフェンチオン、２，２’－ジクロロ－４，４’
－メチレンジアニリン、１，３－ブタジエン、エ
チレンジアミン、グリオキサール、ジコホル、ダ
イアジノン、クロルピリホス、ホキシム、シペル
メトリン、シフルトリン、フィプロニルに新たに
オゾンが加わった。オゾンは、意図的に「室内等
の除菌、脱臭」のために発生させていることがあ
り、室内で一般環境大気の環境基準値を超過する
調査事例も把握できた。 
 また、（有害性ランク、曝露性ランク）=（A,B）
としては、１，２－ジクロロプロパン、1,1,2-トリ
クロロエタン、メタクリル酸メチル、2,6-トリレン
ジイソシアネート、ビス（４－イソシアナトフェ
ニル）メタン、アクリル酸２－エチルヘキシル、
エピクロロヒドリン、２－メトキシエタノール、
フラン、ピペラジン、アクリル酸 n-ブチル、四酸
化三鉛、３－イソシアナトメチル－３，５，５－
トリメチルシクロヘキシル＝イソシアナート、ク
レオソート、メチル－１，３－フェニレン＝ジイ
ソシアナートに新たにｐ－ジブロモベンゼン、１，
２－ジブロモエタン、アクロレインの３物質が加
わった。ｐ－ジブロモベンゼンは、かつては燻蒸
剤としての用途もあるようだが、現在は農薬・医
薬・染料中間体が主のようであり、実際にはより
曝露性が低い可能性がある。１，２－ジブロモエ
タンもかつては燻蒸剤の用途があったようである
が、現在は禁止農薬となっており、その他の繊維
難燃剤原料のみであれば、より曝露性ランクは低
い可能性がある。アクロレインは、加熱分解した
油脂からの生成が想定され、室内でも検出されて
おり評価が必要と考えられる。 
 更に、（B,A）としては、クロロホルム、ベンゼ
ン、ジクロロメタン、トリクロロエチレン、フタ
ル酸ジ-n-ブチル、フタル酸 n-ブチル=ベンジル、エ
チルベンゼン、パラジクロロベンゼン、１，２－
ジクロロエタン、アクリロニトリル、酢酸ビニル、
１，２－ジメトキシエタン、トリフェニル＝ホス

ファート、フタル酸ビス(2-エチルヘキシル)、リン
酸トリ－ｎ－ブチル、クロロプレン、２，６－ジ
－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メチルフェノール、ピ
レスリンおよびピレスロイド、テトラクロルビン
ホス、ペルメトリン、ナフテン系溶剤（芳香族含
有ミネラルスプリット）、エトフェンプロックス、
ノバルロン、クロルフェナピル、インドキサカル
ブとなっており、昨年度までからの追加物質は見
られなかった。 
 これまでのスクリーニング結果を付録として添
付した。今後も、情報を追加するとともに、高懸
念物質についての情報を他のサブテーマテーマに
情報発信する。 
 
Ｅ．結論 
 
 「室内環境中の化学物質リスト 1698」の空白の
情報を埋めるため、情報を確認、更新して、特に
曝露情報の更新を検討し、その用途や物性情報か
ら、製品使用量ランクや含有率ランクに関する情
報の拡充を進めることができた。更に、QSAR 関連
情報を調査して、EPI suite や OECD tool Box による
情報の拡充を進めた。今後も、更なる不足情報の
拡充を行う予定である。 
 
Ｆ．研究発表 
1.  論文発表 
なし 
 
2.  学会発表 
1) 小林剛，富澤茉佑香，室内環境中で使用される高

リスク懸念物質のスクリーニング，環境科学会

2017年会（北九州市）（2017年9月）【シンポジウ

ム講演】 
 
Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
1. 特許取得 

なし 
 

2. 実用新案登録 
なし 
 

3. その他 
なし
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表１ 有害性ランク（吸入曝露）の決定方法 
 

有害性
ランク

大気環境基準値、
WHOガイドライン値、
室内濃度指針値、

環境管理参考濃度(大気) [mg/m3]

発がん性確度
(IARC他※)

変異原性
確度

(EU他*6)

生殖毒性
確度

(EU他*6)

感作性
確度

(EU他*1,4,6,7)

A Group 1 H360 H334

B Group 2A, 2B H340 H361 H317

C － H341 H362

D Group 3

E Group 4

1.0× 10 < ≦ 1.0× 10

1.0 × 10 < ≦ 1.0 × 10

1.0× 10 < ≦ 1.0

1.0 <

≦ 1.0 × 10

※*1ACGIH,*2OSHA,*3NIOSH,*4DFG,*5AIHA,*6EU CLP,*7産衛会  
 

 
 

＋
曝露経路移行
ランクポイント

(-4～3点)

化学物質量
ランクポイント

(1～3点)
＋曝露性

ポイントの合計
=

曝露性ランク
さらに体内蓄積可能性の考慮曝露性ランク A B C D E

ポイント合計 7以上 6 5 4 3以下

製品使用形態
ランクポイント

(1～3点)

・揮発性等ﾗﾝｸ
・皮膚透過性ﾗﾝｸ
・飲食物濃縮度ﾗﾝｸ
・ダスト吸着性ﾗﾝｸ
・接触頻度ﾗﾝｸ

※曝露経路ごとに用いるランクは異なる
※曝露経路ごとに異なる

※経路①(吸入曝露)では、
4.8 ≦ ∩ 3.5 ≦ ⇒ 2ランクアップ

 
 

図１ 曝露性ランクの考え方 
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揮発性等ランク

化学物質量ランク

さらに体内蓄積可能性を考慮する

製品使用形態ランク

4.8 ≦ ∩ 3.5 ≦ ⇒ 2ランクアップ

a2

a1
エアゾール剤、ポンプ式スプレー剤、

燻煙剤や燻蒸剤(水による加熱蒸散タイプを含む)などの
瞬時に室内に拡散されるタイプの製品、粉末・粉体状の製品

電気蚊取、タンスやクローゼットに入れるタイプの防虫剤などの
長時間使用して室内に放散されるタイプの製品、

床下で使用するシロアリ防除剤等の製品など

室内濃度が短期・高濃度となる使用の製品

室内濃度が長期・中濃度以上となる使用の製品

b室内製品の表面の加工に使用する塗料・ワックスなどの製品、
接着剤のような使用時に揮発する製品、

木材含有の植物油のような材料に含有し室内への放散が考えられる物質

c
室内濃度が長期・低濃度となる使用の製品

上記以外の固形剤、液剤、着色料や酸化防止剤を含む
その他製品(不明なものを含む)

室内濃度が影響しない製品

製品使用量ランク
ポイント(1～3点) ＋

含有率ランク
ポイント(1～5点)

化学物質量ランク a(3点) b(2点) c(1点)

ポイント合計 [点] 8,7 6,5,4 3,2

化学物質量ランク

c
b
a

それ以下
d
e

c

a
b

※ は含有率[%]

d
c

a
b

25℃付近での蒸気圧が0.76Torr未満の液体または固体
常圧での沸点が220℃を超える液体

いずれも不明なもの

25℃付近で気体
25℃付近での蒸気圧が76Torr以上の液体または固体

常圧での沸点が89℃以下の液体

25℃付近での蒸気圧が7.6Torr以上76Torr未満の液体または固体
常圧での沸点が89℃を超え、150℃以下の液体

微粒子として排出される可能性がある固体

25℃付近での蒸気圧が0.76Torr以上7.6Torr未満の液体または固体
常圧での沸点が150℃を超え、220℃以下の液体

曝露性ランク

 
 
 

図２ 吸入曝露における曝露性ランクの決定方法 
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表２ 更新情報によるスクリーニング結果 

 

A B C D E
A 18 25 19 23 27
B 18 20 20 23 26
C 25 52 40 49 34
D 66 64 48 47 118
E 24 23 12 24 24

有害性ランク

曝
露
性
ラ
ン
ク  



付録　構築したデータベースとスクリーニング結果（抜粋）（有害性もしくは曝露性に関する情報のあるもののみ）(1)

CAS_RN 物質名 分子式 分子量 用途　文献情報
取扱量
(2012)

単位 蒸気圧 単位 沸点 単位 溶解度 単位
分配係数
logPow

ヘンリー
定数

単位 [mg/m3] 出典 [mg/L] 出典
発が
ん
性

生殖
毒性

変異
原性

感作性
有無

吸入
有害性
ランク

経口
有害性
ランク

経皮
有害性
ランク

経路
①

経路
②

経路
③

経路
④

経路
⑤

経路
⑥

経路
⑦

50-00-0 ホルムアルデヒド CH2O 30.03

メラミン系、アミン系、フェノール系、キ
シレン系などの樹脂製造時に、縮合
反応剤として使用される。、合板・木
質系フローリング・パーティクルボー

106,006 t 3890 mmHg -19.5 ℃ 最大55 % 0.35 3.3E-07 atm-m3/mol 0.00077 IRIS UR 0.08 水道基 A C ○ A A A A B A A C E C

50-29-3 4,4-DDT 354
室内検出物質、殺虫剤（使用禁止）過去に殺
虫剤、家庭用殺虫剤、シロアリ駆除剤、防疫
駆除剤として使用されていた。

1.6E-07 mmHg 260 ℃ 0.0055 mg/L 6.37 1E-05 atm-m3/mol 0.0001 IRIS UR 0.001 WHO飲B A A A D C C A D D E

50-32-8 ベンゾ［ａ］ピレン C20H12 252.3
石油、石炭、樹脂、紙、木材など、炭
素化合物の不完全燃焼により生じる

データなし 5.49E-09 mmHg 310-312 ℃ 4.3E-06 g/L 6.2 5.E-07 atm-m3/mol 1.1E-07 WHO UR 0.0007 WHO飲 A B C ○ A A A D C C C E E ×

51-03-6
５－プロパン－１－イル－６－（２，５，８－トリオキサドデカン－１－イル）
－１，３－ベンゾジオキソール

C19H30O5 338.4 共力剤 データなし 2.60E-07 mmHg 180 ℃ 14.3 mg/L 4.75 2.E-06 Pa-m3/mol なし 0.15 ADI(J) D C C C A #VALUE! C A E E C

52-51-7 ２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオール C3H6BrNO4 200 塗料の防腐 <1,000 t 0.000075 mmHg データなし 0.028 g/100ml 0.18 1.E-11 atm-m3/mol なし なし ○ B B D D B C C E E C

53-70-3 anthracene 278 室内検出物質、染料原料 1E-10 mmHg 524 ℃ 0.0005 mg/L 6.5 1E-08 atm-m3/mol 3.9E-08 WHO UR 4E-06 水質クB● A A A E A B B D D #VALUE!

54-11-5 ニコチン 162 室内検出物質、煙草のけむり 0.006 kPa 247 ℃ 水と混和 1.17 1E-08 atm-m3/mol 0.0017 ACGIH なし B C B E #VALUE! E E #VALUE! E #VALUE!

55-38-9 フェンチオン C10H15O3PS2278.3 畳の防虫剤、防除剤、 データなし 0.00003 mmHg 87 ℃ 55 mg/L 4.091 1.E-06 atm-m3/mol 0.00017 ACGIH 0.001 水道目 D C A A A A #VALUE! B A E E D

56-35-9 Tributyltin oxide (TBTO) 596 室内検出物質、防かび剤 7.8E-06 mmHg 180 ℃ 4 mg/L 3.84 2E-06 atm-m3/mol 0.00033 ACGIH 8E-05 IRIS RD● A A A D E C B D E E

56-55-3 ベンゾ［ａ］アントラセン C18H12 228.3
石油、石炭、樹脂、紙、木材など、炭
素化合物の不完全燃焼により生じる

データなし 2.19 mmHg 438 ℃ 1.1E-06 % 5.91 6.E-04 Pa-m3/mol 0.000014 WHO UR 3.8E-06 水質ク B A A A C #VALUE! B B E E ×

56-81-5 グリセリン C3H8O3 92.09

アルキド樹脂に用いられる一般的な
多価アルコールで、樹脂は溶解性、
相溶性が良い。、溶剤、不凍剤、イン
キ、透明石鹸、繊維潤滑剤、接合剤、

データなし 0.000169 mmHg 290 ℃ 1000000 mg/L -1.76 2.E-08 atm-m3/mol 0.033 ACGIH なし C D C D E C E E E C

57-10-3 パルミチン酸 C16H32O2 256.4
界面活性剤、エステル原料、金属石
鹸など

00 - <90,000 t 0.998 mmHg 215 ℃ 0.00072 % 7.17 2.E-05 atm-m3/mol なし なし E × E C B D B E E D

57-11-4 ステアリン酸 C18H36O2 284.5
ろうそく、ステアリン酸塩、金属石鹸、
クレヨン、塩ビ可塑剤、潤剤、界面活
性剤

00 - <90,000 t 0.998 mmHg 383 ℃ 0.00029 8.23 5.E-07 atm-m3/mol なし なし E × E C A B B E E D

曝露情報 物理化学性状 吸入長期 有害性ランク 曝露性ランク確度情報経口長期

性剤

57-13-6 尿素 CH4N2O 60.06
主にホルマリンと反応させて尿素樹
脂として使用する。、合板の接着剤の
原料、

100,000 -
<200,000

t 0.6 mmHg 135 ℃ 1 g/ml -1.46 2.E-12 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C E E E

57-55-6 プロパン－１，２－ジオール C3H8O2 76.09

アルキド樹脂の多価アルコールとして
用いられ、樹脂の溶解性向上、分子
量調整、内部可塑性の役割を果た
す。不飽和ポリエステル樹脂におい

54,303 t 0.129 mmHg 187.6 ℃ 1000000 mg/L -0.92 1.E-08 atm-m3/mol なし なし C × C D E C D E E C

57-74-9
１，３，４，７，８，９，１０，１０－オクタクロロトリシクロ［５．２．１．０（２，
６）］デカ－８－エン

C10H6Cl8 409.8 シロアリ駆除剤(クロルデン) データなし 9.75E-06 mmHg 175 ℃ 0.056 mg/L 2.78 5.E-05 atm-m3/mol 0.0017 ACGIH 0.0002 WHO飲 B B A A C E D C C E D

58-36-6 １０，１０’－オキシビス－１０Ｈ－フェノキサアルシン C24H16As2O3 502.2 プラスチック用防かび剤 データなし 5E-12 mmHg データなし 5 mg/L 7.51 7.E-13 atm-m3/mol なし なし B × B D A A A B B D

58-89-9 lindane 291 室内検出物質、過去に農薬として使用 0.0012 Pa 323 ℃ 7 mg/L 3.7 5E-06 atm-m3/mol 0.0017 ACGIH 0.002 WHO飲B● B A A D E C B E E E

60-57-1 ディルドリン C12H8Cl6O 380.9
シロアリ駆除剤、羊毛製品や繊維製
品の防虫加工剤

データなし 3.10E-06 mmHg 330 ℃ 186 μg/L 6.2 1.E-05 atm-m3/mol 2.2E-06 IRIS UR 0.00003 WHO飲 C A A A A D B A D E D

62-73-7 リン酸ジメチル＝２，２－ジクロロビニル C4H7Cl2O4P 221
シロアリ防除剤、ダニ用燻蒸剤、防除
剤、ハエ・蚊等の忌避剤

データなし 0.012 mmHg 140 ℃ 約1 g/100ml 1.47 5.E-02 Pa-m3/mol 0.00033 ACGIH 0.008 環境要 B ○ A A A C E D B E E C

63-25-2 Ｎ－メチルカルバミン酸１－ナフチル C12H11NO2 201.2 防除剤 データなし 0.00525 mmHg 315 ℃ 120 mg/L 2.34 7.E-05 Pa-m3/mol 0.017 ACGIH,産業衛生 0.05 水道目 C C C B B E #VALUE! D D E E ×

64-17-5 エタノール C2H6O 46.07
ラッカー、メラミン樹脂、尿素樹脂塗
料、防錆塗料、ワニス、溶着材、塗
料、インキ、ワックスの溶剤、

400,000 -
<500,000

t 59.2 mmHg 78.5 ℃ 1000000 mg/L -0.3 5.E-06 atm-m3/mol 6.3 ACGIH なし D E E D A C A C C E C

65-85-0 安息香酸 C7H6O2 122.1
ポリエステル樹脂に用いられ、分子量
調査、硬度付与の目的に使われる。

4,000 -
<5,000

t 0.00075 mmHg 249.2 3.4 g/L 0.46 3.E-08 atm-m3/mol なし 50 IRIS R D D D D D E C C E E C

67-56-1 メタノール CH4O 32.04
速乾性ニスの溶剤、リムーバー、ダン
マルの脱ろう、シンナーなど、接着
剤、塗料、インキ、ワックスの溶剤、

1,738,726 t 126 mmHg 64.7 ℃ 1000000 mg/L -0.74 5.E-06 atm-m3/mol 0.87 ACGIH,産業衛生 2.5 IRIS RfD D D D A C A C C E C

67-63-0 プロパン－２－オール C3H8O 60.1
塗料用溶剤等、接着剤、塗料、イン
キ、ワックスの溶剤、

177,453 t 6.02 kPa 82.5 ℃ 302.5 g/L 0.05 8.E-06 atm-m3/mol 1.6 ACGIH なし D D D D A C A B B E B

50



付録　構築したデータベースとスクリーニング結果（抜粋）（有害性もしくは曝露性に関する情報のあるもののみ）(2)

CAS_RN 物質名 分子式 分子量 用途　文献情報
取扱量
(2012)

単位 蒸気圧 単位 沸点 単位 溶解度 単位
分配係数
logPow

ヘンリー
定数

単位 [mg/m3] 出典 [mg/L] 出典
発が
ん
性

生殖
毒性

変異
原性

感作性
有無

吸入
有害性
ランク

経口
有害性
ランク

経皮
有害性
ランク

経路
①

経路
②

経路
③

経路
④

経路
⑤

経路
⑥

経路
⑦

曝露情報 物理化学性状 吸入長期 有害性ランク 曝露性ランク確度情報経口長期

67-64-1 アセトン C3H6O 58.08
ラッカー、アクリル樹脂塗料用溶剤、
接着剤、塗料、インキ、ワックスの溶
剤、

438,925 t 230 mmHg 56.5 ℃ 100 % -0.24 4.E-05 atm-m3/mol 1.6 産業衛生学会 2.3 IRIS RfD E D D A C A C B E B

67-66-3 クロロホルム CHCl3 119.4
水道水中のトリハロメタン、塗料・イン
キの溶剤、ゴムやロウの溶剤、フッ素
系溶媒、

48,782 t 26.2 kPa 61-62 ℃ 1 ml/200ml 1.97 4.E-01 Pa-m3/mol 0.018 大気指針値 0.06 環境要 B C B B B A #VALUE! A A C E C

68-12-2 Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド C3H7NO 73.09
記載なし、ウレタン塗料及び接着剤の
溶剤、

22,692 t 3.7 mmHg 153 ℃ 1040000 g/m3 -1.01 7.E-08 atm-m3/mol 0.03 IRIS RfC なし C B B B B C D B D E E C

71-23-8 １－プロパノール C3H8O 60.1
塗料溶剤、接着剤や塗料などの溶
剤、

7,000 -
<8,000

t 20.7 mmHg 97.2 ℃ 1000000 mg/L 0.25 7.E-06 atm-m3/mol 0.82 ACGIH なし D D D D B D B C D E C

71-36-3 １－ブタノール C4H10O 74.12

塗料溶剤：ロジン、セラミック、ダンマ
ル、エステルガム、コーバル
繊維素塗料：アルキド、アクリル、ポリ
エステル、アミノ（メラミン変性）、溶剤

145,235 t 7.05 mmHg 117-118 ℃ 9.1 ml/100ml 0.84 9.E-06 atm-m3/mol 0.2 ACGIH 0.5 IRIS R D D C C C E D D E E C

71-41-0 １－ペンタノール C5H12O 88.15
塗料原料、塗料用アミル誘導体の製
造中間体

300,000 -
<400,000

t 2.47 mmHg 137.5 ℃ 2.7 g/100ml 1.51 1.E-05 atm-m3/mol なし なし E × E C #VALUE! D C E E C

71-43-2 ベンゼン C6H6 78.11

塗料や農薬の溶剤、合成樹脂（ポリ
スチレン、塩化ビニル樹脂、ポリエス
テル）・防虫剤（パラジクロロベンゼ
ン）の合成原料

3,179,938 t 12.7 kPa 80.1 ℃ 0.188 %(w/w) 2.13 578 Pa-m3/mol 0.003 環境基準 0.01 環境基 A C B A A A E D C C E C

71-55-6 １，１，１－トリクロロエタン C2H3Cl3 133.4 溶剤等 データなし 16.5 kPa 74.1 ℃ 1.34 g/L 2.49 2.E+00 Pa-m3/mol 3.7 産業衛生学会 1 環境基 C C C C A #VALUE! B A C E C

72-43-5 methoxychlor 346 室内検出物質、殺虫剤・失効農薬 4.2E-05 mmHg データなし 0.04 mg/L 5 0.0206 Pa-m3/mol 0.033 ACGIH 0.02 WHO飲D C B B D C B B D E E

72-54-8 4,4-DDD 320
室内検出物質、殺虫剤（日本では未登
録）,DDT代謝物

6E-06 mmHg 336 ℃ 0.12 mg/L 6.51 2E-05 atm-m3/mol なし 3E-07 水質クC A A A D B C A D E E

72-55-9 4,4-DDE 318
室内検出物質、殺虫剤（日本では未登
録）、DDT代謝物

1.4E-06 mmHg 350 ℃ 0.09 mg/L 6.02 4E-06 atm-m3/mol なし 2E-07 水質クC A A A D B B A D E E

74-31-7 Ｎ，Ｎ’－ジフェニル－ｐ－フェニレンジアミン C18H16N2 260.3
有機ゴム薬品（老化防止剤）、接着剤
の劣化・酸化防止剤、

6.35E-09 mmHg 220-225 ℃ 7.35 mg/L 4.04 2.E-10 atm-m3/mol なし なし C ○ B C A B A B B E E D

74-85-1 エテン C2H4 28.05
ビニル系樹脂（ポリエチレン、エチレン
酢酸ビニル樹脂など）の原料

4,000,000 -
<5,000,000

t 60750 mmHg -102.4 ℃ 1 v/9v 1.13 2.E-01 atm-m3/mol なし なし D D D D B E E E D E C

74-87-3 クロロメタン CH3Cl 50.49
ブチルゴム、シリコン樹脂などの原
料、溶剤等

34,475 t 4300 mmHg -23.7 ℃ 0.48 g/100g 0.91 1.E+00 kPa-m3/mol 0.09 IRIS RfC なし C C C C C B #VALUE! E E D E C

74-90-8 シアン化水素 CHN 27.3
ウレタンなどの炭素・窒素を含む物質
の燃焼により生成することがある

データなし 620 mmHg 25.6 ℃ 1000 g/L -0.25 データなし 0.003 IRIS RfC 0.05 環境基 D B B B C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E ×

75-01-4 塩化ビニル C2H3Cl 62.5

酢酸ビニルとの共重合物は耐水性、
耐薬品性に優れ、コンクリート用塗
料、耐薬品用塗料に用いられる。塩
化ビニルモノマーのみの単重合物（ホ

1,687,720 t 2660 mmHg -13.37 ℃ 8.723 g/L 0.6 0.0278 atm-m3/mol 0.01 大気指針値 0.002 環境要 A C A A A A E E E C E C

75-04-7 モノエチルアミン C2H7N 45.08
防錆剤、電着塗料、ｐH調整剤、水溶
化剤、分子量調整剤

562 t 1050 mmHg 16.6 ℃ 1000000 mg/L -0.13 1.E-05 atm-m3/mol 0.031 ACGIH なし C D C A D B C C E C

75-05-8 アセトニトリル C2H3N 41.05 ニトリルゴムなどの樹脂の原料 10,828 t 87 mmHg 81.6 ℃ 1000000 mg/L -0.34 3.E-05 atm-m3/mol 0.06 IRIS RfC なし D C C C C B E C E D E ×

75-07-0 アセトアルデヒド C2H4O 44.05

塗料や接着剤の溶剤として使用され
る酢酸エチル、ブタノール、2-エチル
ヘキサノール、ペンタエリスリトールな
どの合成原料に使用される

107,850 t 120 kPa 21 ℃ 1000000 mg/L 0.45 7.E-05 atm-m3/mol 0.019 WHO UR なし B C ○ C B A A D B C C E C

75-09-2 ジクロロメタン CH2Cl2 84.93
ペイント剥離剤、塗料の剥離剤、溶剤
等、

51,984 t 400 mmHg 39.75 ℃ 13 g/L 1.25 2.E+02 Pa-m3/mol 0.15 環境基準 0.02 環境基 B C B B B A D C C B E B

75-12-7 ホルムアミド CH3NO 45.04 溶剤、繊維や紙の処理剤
1,000 -
<2,000

t 0.0605 mmHg 210.5 ℃ -1.51 1.E-09 atm-m3/mol 0.06 ACGIH なし B B B B E E D E E E E

75-15-0 二硫化炭素 CS2 76.14
石油やガスの燃焼で生じる。壁紙や
ふすま紙などに使用されるレーヨンの
製造用溶剤

37,232 t 48.2 kPa 46.5 ℃ 0.294 % 1.94 1.E+03 Pa-m3/mol 0.01 ACGIH 0.025 IRIS R D C C B B B C E E E E E ×

75-34-3 １，１－ジクロロエタン C2H4Cl2 98.96 燻蒸剤 データなし 227 mmHg 57.3 ℃ 約1p /200p 1.79 6.E-03 atm-m3/mol 1.3 産業衛生学会 なし C C C C A E E C B E D

75-35-4 １，１－ジクロロエチレン C2H2Cl2 96.94 油脂・樹脂・ゴムなどの溶剤
3,000 -
<4,000

t 80 kPa 31.7 ℃ 3.1 g/L 2.13 3.E-02 atm-m3/mol 0.067 ACGIH 0.02 環境基 C C C B B B E E E D E E

75-65-0 ２－メチルプロパン－２－オール C4H10O 74.12

油性、水性を含めた塗料用溶剤、ア
セチルセルロース・ニトロセルロース
の助溶剤、接着剤、塗料、インキなど
の溶剤、

200,000 -
<300,000

t 5.52 kPa 82.41 ℃ 1000000 mg/L 0.35 9.E-06 atm-m3/mol 0.5 産業衛生学会 なし D D D D B E C C D E C
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CAS_RN 物質名 分子式 分子量 用途　文献情報
取扱量
(2012)
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分配係数
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ん
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75-69-4 Trichlorofluoromethane (Freon 11) 137 室内検出物質、フロン、冷蔵庫用冷媒 803 mmHg -111 ℃ 1100 mg/L 2.53 0.097 atm-m3/mol なし 0.075 IRIS RD● C B B B E E E D E C

75-91-2 ｔｅｒｔ－ブチル＝ヒドロペルオキシド C4H10O2 90.12
アクリル樹脂重合開始剤、不飽和ポ
リエステル樹脂硬化剤など

6,000 -
<7,000

t 5.48 mmHg 35 ℃ 700000 mg/L -1.3 2.E-05 atm-m3/mol なし なし C C C C C E D E E E C

76-22-2 しょう脳 C10H16O 152.2 衣類の害虫用 データなし 0.202 mmHg 204 ℃ 1 g/800ml 2.34 8.E-05 atm-m3/mol 0.04 ACGIH なし D C D C B E D B D E B

76-44-8 heptachlor 373 室内検出物質、殺虫剤・販売禁止農薬 0.053 Pa データなし 0.18 mg/L 5.3 0.0003 atm-m3/mol 7.7E-06 IRIS UR 0.0004 米国安B A A A D E D A E E E

77-58-7 ジブチルビス［（１－オキソドデシル）オキシ］スズ C32H64O4Sn 631.6
塩ビ安定剤、壁紙など塩化ビニル樹
脂の安定剤として添加される、ウレタ
ン樹脂・シリコン樹脂硬化剤

<1,000 t 2.32E-05 mmHg 205 ℃ データなし 2.E-01 atm-m3/mol 0.00033 ACGIH なし D A B A E #VALUE! E #VALUE! E E #VALUE!

77-85-0 ２－メチル－２－ヒドロキシメチル－１，３－プロパンジオール C5H12O3 120.2

、短油性、中油性樹脂に適する。トリ
メチロールエタンを用いたアルキド樹
脂は、乾燥性、硬度、たわみ性、熱安
定性、耐候性、光沢保持などに優れ

データなし データなし 136 ℃ 1000000 mg/L -0.3 1.E-08 atm-m3/mol なし なし E × E B C A A E E C

77-90-7 アセチルクエン酸トリブチル C20H34O8 402.5
可塑剤として広く使われている、可塑
剤など、合成樹脂の可塑剤

2,000 -
<3,000

t 4.55E-06 mmHg 173 ℃ 5 mg/L 4.29 4.E-10 atm-m3/mol なし なし E × E D A B B E E E

77-92-9 クエン酸 C6H8O7 192.1 かんきつ類に含まれている データなし 3.70E-09 mmHg 175 ℃ 59.2 w/w% -1.7 8.E-18 atm-m3/mol なし なし E × E E C D D E E ×

77-94-1 クエン酸トリブチル C18H32O7 360.4 セルロース・ビニル系樹脂の可塑剤 <1,000 t 2.48E-07 mmHg 170 ℃ 102.7 mg/L 3.28 1.E-09 atm-m3/mol なし なし E × E D C C C E E E

77-99-6 ２－エチル－２－ヒドロキシメチル－１，３－プロパンジオール C6H14O3 134.2

アルキド樹脂製造に多価アルコール
として用いると、樹脂は溶解性、相溶
性に富み、たわみ性、密着性、光沢、
耐候性、耐薬品性に優れる。特に短

10,000 -
<20,000

t 0.00015 mmHg 160 ℃ 1000000 mg/L -0.47 8.E-12 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C E E C

78-10-4 テトラエトキシシラン C8H20O4Si 208.3 シリコーン樹脂原料、接着剤の触媒、
4,000 -
<5,000

1.5 mmHg 168.8 ℃ 36900 mg/L 0.04 9.4E-09 atm-m3/mol なし なし D × D C D B B E E E

78-40-0 リン酸トリエチル C6H15O4P 182
水溶性可塑剤、高沸点溶剤、重合触
媒、溶剤、難燃剤、可塑剤、

<1,000 t 0.393 mmHg 215-216 ℃ 500000 mg/L 0.8 4.E-08 atm-m3/mol なし なし E × E C D B B E E B

78-42-2 リン酸トリス（２－エチルヘキシル） C24H51O4P 435
電線被覆、冷蔵庫用器具、シャワー
カーテン、塩ビペースト用など、接着
剤・塗料、インキ、ワックスの可塑剤、

<1,000 t <0.0075 mmHg 215 ℃ 0.6 mg/L 4.23 8.E-08 atm-m3/mol なし なし D × D A B A A B C A
剤 塗料、インキ、ワックスの可塑剤、

78-51-3 リン酸トリ－ｎ－ブトキシエチル C18H39O7P 398
合成ゴム用耐寒可塑剤、消泡剤、フ
ロアーポリッシュ用添加剤、接着剤・
塗料、インキ、ワックスの添加剤、

<1,000 t 2.50E-08 mmHg 255 ℃ 1100 mg/L 3.75 1.E-11 atm-m3/mol なし なし D × D A A A A E E B

78-59-1 １，５，５－トリメチル－１－シクロヘキセン－３－オン C9H14O 138.2
缶塗料及びインキ用高沸点溶剤、バ
インダー、樹脂その他化合物用溶
剤、塗料、印刷インキなどの溶剤、

1,765 t 0.3 mmHg 215.3 ℃ 12000 mg/L 1.67 7.E-06 atm-m3/mol なし 0.035 水質ク C B B B D E D D E E C

78-67-1 ２，２’－アゾビスイソブチロニトリル C8H12N4 164.2
有機発泡剤・漁網の浮子、塗料・接着
剤などの合成樹脂の重合開始剤（触
媒）、

2,000 -
<3,000

t 0.006075 mmHg データなし 350 mg/L 1.1 4.E-06 atm-m3/mol なし なし C × C D E D D E E C

78-78-4 Isopentane C5H12 72.2 室内検出物質、溶剤
100,000 -
< 200,000

ｔ 79 kPa 27.8 ℃ 48 mg/L 2.72 1.17 atm-m3/mol 6 ACGIH なし E E E A E E E C E #VALUE!

78-79-5 イソプレン C5H8 68.12
イソプレンゴム、ブチルゴムの合成原
料

87,412 t 73.4 kPa 34.067 ℃ 0.61 g/L 2.42 8.E+00 kPa-m3/mol なし なし B C B B B B #VALUE! E E D E ×

78-83-1 イソブタノール C4H10O 74.12

塗料溶剤：ラッカー、ラッカーシン
ナー、
塗料樹脂：アルキド、アクリル、ポリエ
ステル、アミノ（メラミン変性）溶剤性、

200,000 -
<300,000

t 10.5 mmHg 108 ℃ 約1p/20p 0.76 1.E-05 atm-m3/mol 0.5 ACGIH,産業衛生 0.75 IRIS RfD D C C B D C C D E C

78-87-5 １，２－ジクロロプロパン C3H6Cl2 113 溶剤等 2,518 t 50 mmHg 95-96 ℃ 2.8 g/L 2.28 290 Pa-m3/mol 0.004 IRIS RfC 0.06 環境要 D ○ A B A B E E D D E C

78-90-0 プロピレンジアミン C3H10N2 74.12 塗料・植物油・ロジンなどの溶剤 <1,000 t 10.6 mmHg 119-120 ℃ 1000000 mg/L -0.9 1.E-09 atm-m3/mol なし なし B × B B B A A D E C

78-92-2 ｓｅｃ－ブチル＝アルコール C4H10O 74.12

ラッカー、シンナーへの助溶剤、メラミ
ン樹脂・尿素樹脂塗料の溶剤、接着
剤、塗料、インキ、ワックスの溶剤、フ
タル酸ジ-ｎ-ブチル・酢酸ブチル、ア

200,000 -
<300,000

t 18.3 mmHg 99.5 ℃ 1p/12p 0.65 9.E-06 atm-m3/mol 1 ACGIH,産業衛生なし D E D B D C C D E C

78-93-3 ２－ブタノン C4H8O 72.11

シンナー（塗料、インキ、缶コーティン
グを含む）、溶剤（エポキシ、ウレタ
ン、アクリル他）、接着剤、塗料、イン
キ、ワックスの溶剤、

200,371 t 95.5 mmHg 79.6 ℃ 27.5 % 0.29 5.E-05 atm-m3/mol 2 ACGIH,産業衛生 1.5 IRIS RfD E D D A D B C C E C

79-00-5 1,1,2-トリクロロエタン C2H3Cl3 133.4 油脂・ワックス・天然樹脂溶剤 データなし 3.1 kPa 113-114 ℃ 4.25 g/L 2.38 9.E+00 Pa-m3/mol 0.00063 IRIS UR 0.006 環境基 C C A A A B E D B D E D

79-01-6 トリクロロエチレン C2HCl3 131.4
溶剤等、生ゴム、塗料、油脂の溶剤
皮革の洗浄剤、

データなし 57.8 mmHg 86.9 ℃ 0.11 g/100g 2.61 9.E+02 Pa-m3/mol 0.2 環境基準 0.03 環境基 B C B B B A E E C C E C
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79-06-1 アクリルアミド C3H5NO 71.08
熱硬化性アクリル樹脂の架橋成分と
して使用される

72,214 t 0.0075 mmHg 125 ℃ 215.5 g/100ml -0.67 2.E-09 atm-m3/mol 7.7E-06 IRIS UR 0.0005 WHO飲 B C C ○ A A A D D C C E E E

79-09-4 プロピオン酸 C3H6O2 74.08 殺菌剤、防かび剤 <1,000 t 3.703 mmHg 141.1 ℃ 1000000 mg/L 0.33 4.E-07 atm-m3/mol 0.1 ACGIH なし C D C D E C D E E ×

79-10-7 アクリル酸 C3H4O2 72.06

アクリル酸エステル、メタクリル酸エス
テル、酢酸ビニル、スチレンなど他の
モノマーとの共重合物はアクリル樹脂
として、光沢、硬度、密着性、耐候性、

276,700 t 3.1 mmHg 141 ℃ 1000000 mg/L 0.35 3.E-07 atm-m3/mol 0.054 WHOガイドライン 6.3 IRIS R D C D C C #VALUE! B C E E C

79-20-9 酢酸メチル C3H6O2 74.08

ラッカーシンナー、アセチルセルロー
ス、ニトロセルロースの溶剤、合成樹
脂の希釈剤、接着剤や塗料などの溶
剤、

214.3 mmHg 56.9 ℃ 24.5 % 0.18 1.E-04 atm-m3/mol 2 産業衛生学会 なし E E E A D B C B E B

79-24-3 ニトロエタン C2H5NO2 75.07
燃焼、火薬、爆薬、溶剤、洗浄剤、農
薬全般、安定剤、酸化・老化防止剤

データなし 20.81 mmHg 114-115 ℃ 4.5 ml/100ml 0.18 5.E-05 atm-m3/mol 1 ACGIH なし D E D C E D E E E ×

79-27-6 １，１，２，２－テトラブロモエタン C2H2Br4 165.8 油脂・ワックス溶剤 データなし 0.02013 mmHg 243.5 ℃ 0.068 % 2.45 1.E-05 atm-m3/mol 0.0047 ACGIH なし B C B D E E D E E C

79-33-4 （Ｓ）－２－ヒドロキシプロパン酸 C3H6O3 90.08 電着塗料のｐH調整剤 データなし 2.86E-02 mmHg >100 ℃ データなし -0.62 1.E-07 atm-m3/mol なし なし E × E D E C E E E C

79-34-5 1,1,2,2-テトラクロロエタン 168 室内検出物質、溶剤 6.1 mmHg 46.5 ℃ 2900 mg/L 2.39 0.0004 atm-m3/mol 0.0056 WHO UR 0.0002 水質クC B A A D E E E E E #VALUE!

79-39-0 メタクリルアミド C4H7NO 85.1
熱硬化性アクリル樹脂、水性アクリル
樹脂に用られる

データなし 0.105 mmHg ca.215 ℃ 202 g/L -0.51 9.E-09 atm-m3/mol なし なし D × D D D C C E E C

79-41-4 メタクリル酸 C4H6O2 86.09

他のモノマーとの共重合物として、主
に熱硬化性アクリル樹脂塗料に用い
られる。アルキド樹脂の変性に用いら
れ、変性樹脂は光沢、硬度、耐候性

31,733 t 0.12 kPa 163 ℃ 98 g/L 0.93 1.E-01 Pa-m3/mol 0.23 ACGIH なし D E D C D C C E E C

79-46-9 2-ニトロプロパン C3H7NO2 89.09
シンナー、ラッカー・アクリル塗料溶
剤、ペンキ、ワニス、油脂、樹脂など
の塗料・接着剤などの溶剤、

データなし 17.31 mmHg 120.3 ℃ 1.7 ml/100ml 0.93 1.E-04 atm-m3/mol 0.02 IRIS RfC なし B B B B B E D D D E C

79-74-3 ２，５－ジ－ｔｅｒｔ－アミルハイドロキノン C16H26O2 250.4 有機ゴム薬品（老化防止剤） <1,000 t 2.82E-07 mmHg データなし 0.174 mg/L 5.83 5.E-07 atm-m3/mol なし なし D × D E B B B E E ×

79-92-5 カンフェン 136 室内検出物質、精油成分食品香料など
1,000 - <
2,000

2.4 mmHg 51-52 ℃ 4.6 mg/L 4.122 0.0935 atm-m3/mol なし なし D × D D E E E E E D

79-94-7 ２，２’－ビス（４’－ヒドロキシ－３’，５’－ジブロモフェニル）プロパン C15H12Br4O2 543.9
ABS・エポキシ・フェノール・不飽和ポ
リエステル・ポリカーボネート樹脂など
の難燃剤

10,000 -
<20,000

t 1.76E-11 mmHg 316 ℃ 0.001 mg/L 7.2 7.E-11 atm-m3/mol なし なし E × E C A B B E E ×

80-04-6 水素化ビスフェノールＡ C15H28O2 240.4
ハイブリッド塗料、粉体塗料用エキポ
シ樹脂

0.001 Pa 230-234 ℃ 192 mg/L 2.4 1.E-08 atm-m3/mol なし なし E × E D D C C E E C

80-05-7 ４，４’－プロパン－２，２－ジイルジフェノール C15H16O2 228.3
エポキシ樹脂、ポリカーボネート樹脂
やエポキシ樹脂の原料、

492,146 t 4E-08 mmHg 220 ℃ 120-300 mg/L 3.4 9.E-12 atm-m3/mol なし 0.63 IRIS RfD C ○ B C A D B C C E E C

80-51-3 ４，４’－オキシビス（ベンゼンスルホノヒドラジド） C12H14N4O5S358.4
塗料の見かけ膜厚を厚くしたり、塗料
に断熱性や遮音性を付与する、有機
発泡剤、

1,000 -
<2,000

t データなし 140-160 ℃ 溶けない データなし データなし 0.00033 ACGIH なし A B A C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

80-56-8 ２，６，６－トリメチルビシクロ［３．１．１］ヘプタ－２－エン C10H16 136.2 針葉樹の発揮成分
1,000 -
<2,000

t 4.751 mmHg 155-156 ℃ 8.2 mg/L 4.8 3.E-01 atm-m3/mol 0.37 ACGIH なし D ○ A D A C E E D E E E

80-62-6 メタクリル酸メチル C5H8O2 100.1

アクリルアミド、アクリル酸エステル、
メタクリル酸エステル、酢酸ビニル、ス
チレンなど他のモノマーとの共重合物
は、黄変性の少ない、光沢、耐候性、

200,000 -
<300,000

t 5.1 kPa 100.5 ℃ 15.9 g/L 1.38 3.E+01 Pa-m3/mol 0.67 ACGIH 0.35 IRIS R D ○ A C A B E D D D E C

81-33-4 ピグメントブラウン－２６ C24H10N2O4 390.4 自動車用塗料などの高級塗料 データなし 3.3E-23 mmHg データなし 0.01 mg/L 3.76 2.E-21 atm-m3/mol なし なし E × E D A B B E E C

81-77-6
６，１５－ジヒドロジナフト［２，３－ａ：２，３－ｈ］フェナジン－５，９，１４，１
８－テトラオン

C28H14N2O4 442.4 自動車用塗料などの高級塗料 2.00E-18 mmHg データなし 3.24E-05 mg/L 7.73 3.E-22 atm-m3/mol なし なし E × E B A A A C C C

82-68-8 ペンタクロロニトロベンゼン C6Cl5NO2 295.3 木材用殺菌剤 データなし 0.00005 mmHg 328 ℃ 0.00044 g/L 4.22 4.E-05 atm-m3/mol 0.0017 ACGIH 0.00025 ADI(環 D ○ B A A B E D B E E E

83-32-9 acenaphthene 154 室内検出物質、PAH 0.0025 mmHg 279 ℃ 3.92 0.0002 atm-m3/mol 1.1E-07 WHO UR 0.67 水質クＣ A C A E #VALUE! E D #VALUE! E #VALUE!

84-61-7 フタル酸ジシクロへキシル C20H26O4 330.4

防湿セロハン用可塑剤、アクリルラッ
カー用可塑剤、感熱接着剤用可塑
剤、その他プラスティック表面のブロッ
キング防止剤、壁紙、床材などに使

<1,000 t 0.0007 mmHg 225 ℃ 4 mg/L 3.5 1.E-07 atm-m3/mol なし なし D × D C B A A D D B

84-66-2 ジエチル＝フタラート C12H14O4 222.2

可塑剤、香料の保留剤など、壁紙、
床材などに使用される軟質塩化ビニ
ル樹脂系の可塑剤、接着剤・塗料・イ
ンキの可塑剤

2,000 -
<3,000

t 4.88E-04 mmHg 295 ℃ 1000 mg/L 2.47 6.E-07 atm-m3/mol 0.017 ACGIH,産業衛生 17 水質ク D C D C C D B B E E B
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84-69-5 フタル酸イソブチル C16H22O4 278.3
壁紙、床材などに使用される軟質塩
化ビニル樹脂系の可塑剤、接着剤・
塗料・インキの可塑剤

1,000 -
<2,000

t 0.000075 mmHg 296.5 ℃ 0.0001 g/100ml 4.11 1.E-06 atm-m3/mol なし なし E × E A C B A E E B

84-74-2 フタル酸ジ-n-ブチル C16H22O4 278.3

可塑剤、ラッカー、接着剤、レザー、
殺虫剤の製造など、壁紙、床材など
に使用される軟質塩化ビニル樹脂系
の可塑剤、接着剤・塗料・インキの可

1,000 -
<2,000

t 0.0097 mmHg 340 ℃ 0.0112 g/L 4.9 2.E-01 Pa-m3/mol 0.22 室内指針値 2 水質ク D B ○ B B B A B B A E E B

85-01-8 Phenanthrene 178 室内検出物質、PAH 0.00068 mmHg 340 ℃ 1.29 mg/L 4.57 4E-05 atm-m3/mol 1.1E-07 WHO UR なし C A A A E #VALUE! E D #VALUE! E #VALUE!

85-42-7 ８－オキサビシクロ［４．３．０］ノナン－７，９－ジオン C8H10O3 154.2

アルキド樹脂の改質用モノマーとして
用いられる。常温硬化アルキド樹脂で
は硬化時間が短縮されるため、建材
用塗料などに適した効果がある。オイ

4,000 -
<5,000

t ca.0.0075 mmHg 296 ℃ 0.56 2.E-05 atm-m3/mol なし なし ○ A × A D E E E E E C

85-43-8 テトラヒドロフタル酸無水物 C8H8O3 152.2

アルキド樹脂の改質用モノマーとして
用いられる。高級焼付塗料、コイル
コーティング、木工塗料、缶用塗料な
どに適する。

3,000 -
<4,000

t 0.0075 mmHg 195 ℃ 10 g/L 0.02 2.E-05 atm-m3/mol なし なし ○ A × A D E E E E E C

85-44-9 イソベンゾフラン－１，３－ジオン C8H4O3 148.1

アルキド樹脂および不飽和ポリエステ
ル樹脂の製造に用いられる。中でも
無水フタル酸系のアルキド樹脂は乾
燥性、光沢、硬度、耐候性、耐水性に

100,000 -
<200,000

t 0.000517 mmHg 295 ℃ 微溶 1.6 2.E-08 atm-m3/mol 0.02 ACGIH 25 IRIS R D ○ A D A D D C C E E C

85-60-9 ６，６’－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４，４’－ブチリデンジ－ｍ－クレゾール C26H38O2 382.6

プラスチック酸化防止剤、アルキル
フェノール系防止剤で、天然ゴム、ジ
エン系合成ゴム用。無着色非汚染の
老化防止剤として白色製品に適す

<1,000 t 5.26E-11 mmHg データなし 0.00026 mg/L 9.09 1.E-10 atm-m3/mol なし なし E × E C A B B C D C

85-68-7 フタル酸n-ブチル=ベンジル C19H20O4 312.4

可塑剤、床壁用タイル、塗料用、ペー
スト用、人口皮革・室内装飾品用、壁
紙、床材などに使用される軟質塩化
ビニル樹脂系の可塑剤、接着剤・塗

<1,000 t 8.6E-06 mmHg 370 ℃ 0.71 mg/L 4.77 5.E-01 Pa-m3/mol なし 1.5 水質ク C B B B B A C B A D E B

86-30-6 Ｎ－ニトロソジフェニルアミン C12H10N2O 198.2 有機ゴム薬品（スコーチ防止剤） データなし 0.1 mmHg 101 ℃ 0.035 g/L 3.13 1.E-06 atm-m3/mol なし 0.0033 水質ク C C A A A E E E D E E E

87-61-6 １，２，３－トリクロロベンゼン C6H3Cl3 181.5
溶剤等, 染料・顔料中間物、トランス
油、潤滑剤

データなし 17.3 Pa 218.5 ℃ 18 mg/L 4.05 1.E-03 Pa-m3/mol なし なし C × C C #VALUE! C C E E ×

87-82-1 ヘキサブロモベンゼン C6Br6 551.5 難燃剤 1.63E-08 mmHg データなし 0.00016 mg/L 6.07 2.8E-05 atm-m3/mol なし 1.5E-03
IRIS
RfD

A A A C E D B E E ×

87-86-5 pentachlorophenol 266
室内検出物質、殺虫剤・失効農薬・木材
保護剤として使用されていた。

0.00015 mmHg 309 ℃ 10 mg/L 4.72 5E-06 atm-m3/mol 0.0017 ACGIH,産業衛 0.009 WHO飲B B A A D D C B E E E

88-04-0 ３，５－ジメチル－４－クロロフェノール C8H9ClO 156.6 塗料の防腐 データなし 0.0107 mmHg 246 ℃ 1 /3L 3.25 5.E-07 atm-m3/mol なし なし ○ B × A D D C C E E C

89-04-3 トリメリット酸－トリ－ｎ－オクチルエステル C33H54O6 546.8 耐熱電線、耐熱レザーなど、可塑剤、
6,000 -
<7,000

t 5E-12 mmHg データなし 2.9E-06 mg/L 11.8 6.E-07 atm-m3/mol なし なし D × D D A A A B B ×

89-32-7 １，２，４，５－ベンゼンテトラカルボン酸無水物 C10H2O6 218.1 アルキド塗料、エポキシ樹脂硬化剤、
2,000 -
<3,000

t 1.47E-05 mmHg 397-400 ℃ 59.7 mg/L 2.14 8.E-09 atm-m3/mol なし なし ○ A × A C B B B E E B

90-12-0 1-メチルナフタレン 142 室内検出物質、香料 0.067 mmHg 244.7 ℃ 25.8 mg/L 3.87 0.0005 atm-m3/mol 0.0097 ACGIH なし B C B E E E D E E #VALUE!

90-15-3 １－ナフトール C10H8O 144.2 酸化防止剤、防腐剤 <1,000 t 0.000274 mmHg 288 ℃ 866 mg/L 2.84 6.E-08 atm-m3/mol なし なし E × E E D D D E E ×

90-30-2 Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン C16H13N 219.3
天然ゴム、ジエン系合成ゴム、CR用。
タイヤ、ベルト工業用品など,疲労によ
る劣化防止

<1,000 t 8.29E-06 mmHg 335 ℃ 60 mg/L 4.2 1.E-07 atm-m3/mol なし なし ○ B B D C C C C E E E

90-43-7 o-phenylphenol(neutral method) 170
室内検出物質、防かび剤（柑橘、割りばし
など）

0.002 mmHg 286 ℃ 700 mg/L 3.09 1E-06 atm-m3/mol なし 0.3 ADI(JD C C C D E D C E E #VALUE!

90-72-2 ２，４，６－トリジメチルアミノメチルフェノール C15H27N3O 265.4 エポキシ樹脂硬化剤 <1,000 <0.0075 mmHg 130-135 ℃ 800 g/L 0.77 9.E-17 atm-m3/mol なし なし D × D E C D D E E ×

91-08-7 ２－メチル－１，３－フェニレン＝ジイソシアナート C9H6N2O2 174.2

油変性ポリウレタン、湿気硬化ポリウ
レタン、ブロック型ポリウレタン、ウレタ
ンプレポリマーなどの変性用原料およ
びポリイソシアネート硬化剤の原料に

219,059 t 0.021 mmHg 129-133 ℃ 3.76E+01 mg/L 3.74 1.E-05 atm-m3/mol 0.00012 ACGIH,産業衛生なし B C ○ A A A B D D B E E E

91-17-8 デカヒドロナフタレン C10H18 138.3
焼付用塗料などに使用、油脂や塗料
の溶剤、床用ワックス、

<1,000 t 2.3 mmHg 187.25 ℃ 0.889 mg/L 4.2 5.E-01 atm-m3/mol なし なし D × D C E E D E E C

91-20-3 ナフタレン C10H8 128.2 畳の防虫剤、衣類の害虫用、 90,719 t 11 Pa 217.9 ℃ 0.019 g/L 3.34 4.E-04 atm-m3/mol 0.01 WHO UR 0.005 IRIS R Ｂ B A A B E D B D E B

91-22-5 キノリン C9H7N 129.2 溶剤、エキポシ樹脂の硬化触媒 データなし 0.06034 mmHg 237.7 ℃ 0.633 % 2.03 2.E-06 atm-m3/mol なし 0.00011 IRIS U C C A A A E E E D E E C

91-53-2 ６－エトキシ－２，２，４－トリメチル－１，２－ジヒドロキノリン C14H19NO 217.3 有機ゴム薬品（老化防止剤） 0.000132 mmHg 123-125 ℃ 17.5 mg/L 3.87 2.E-07 atm-m3/mol なし 0.013 ADI(J) B B B C D C C E E E
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91-76-9 ２，４－ジアミノ－６－フェニル－１，３，５－トリアジン C9H9N5 187.2

ホルマリンと反応させてメチロール化
し、さらにアルコール類でエーテル化
したエーテル化メチロールベンゾグア
ナミン樹脂は、アルキッド樹脂あその

2,000 -
<3,000

t 7.52E-07 mmHg データなし 0.06 % 1.36 4.E-11 atm-m3/mol なし なし C × C D B C C E E C

92-69-3 4-phenylphenol 170 室内検出物質、有機合成原料 0.00026 Pa 323.8 ℃ 48 mg/L 3.6 9E-09 atm-m3/mol なし なし D × D E B C C E E #VALUE!

92-88-6 4.4'-biphenyldiol 186 室内検出物質、有機合成原料,樹脂原料 1.8E-08 Pa データなし 32.1 mg/L 2.75 5E-07 Pa-m3/mol なし なし D × D E C D D E E #VALUE!

94-26-8 ブチルバラベン C11H14O3 194.2 接着剤の防腐・防カビ
4,000 -
<5,000

0.000186 mmHg 156-157 ℃ 1ｐ/650ｐ 3.57 8.E-09 atm-m3/mol なし なし D × D B A B B E E E

94-28-0
２，２’－（エチレンビスオキシ）ジエタン－１－イル＝ビス（２－エタン－１
－イルヘキサノアート）

C22H42O6 402.6
ポリビニルブチラール用の可塑剤、耐
汚染性向上のためのフローリング組
成に加える併用可塑剤など

8,000 -
<9,000

t 1.9 mmHg 344 ℃ データなし 5.6 4.E-09 atm-m3/mol なし なし D × D C A A A E E E

94-36-0 ベンゾイルパーオキサイド C14H10O4 242.2
アクリル樹脂重合開始剤、不飽和ポ
リエステル樹脂硬化剤など

0.75 mmHg データなし 9.1 mg/L 3.46 4.E-06 atm-m3/mol 0.017 ACGIH なし D ○ B D A D E D C E E C

95-31-8
Ｎ－（１，３－ベンゾチアゾール－２－イルスルファニル）－ｔｅｒｔ－ブチル
アミン

C11H14N2S2 238.4 有機ゴム薬品（加硫促進剤）
2,000 -
<3,000

t 1.03E-06 mmHg データなし 0.3 mg/L 4.38 8.E-10 atm-m3/mol なし なし D × D C B C C E E ×

95-33-0 Ｎ－シクロヘキシル－２－ベンゾチアゾールスルフェンアミド C13H16N2S2 264.4 有機ゴム薬品（加硫促進剤）
4,000 -
<5,000

t 2.85E-08 mmHg データなし 0.32 ppm 3.47 7.E-10 atm-m3/mol なし なし ○ B × A E C D D E E E

95-47-6 ｏ－キシレン C8H10 106.2

混合キシレンは、油性ワニス、合成樹
脂塗料、さび止めペイントなどの溶
剤、ビニル樹脂・アクリル樹脂塗料、
ラッカーなどの希釈剤として、トルエン

5,844,896 t 0.88 kPa 144 ℃ 0.171 g/L 3.12 5.E-03 atm-m3/mol 0.87 WHOガイドライン 0.4 環境要 D D C C B E E C D E B

95-48-7 ｏ－クレゾール C7H8O 108.1
異性体混合剤として殺菌剤、防カビ
剤、防汚剤、燻蒸剤、木材防腐剤

データなし 0.04 kPa 191-192 ℃ 31.8 g/L 1.98 1.E-06 atm-m3/mol 0.073 ACGIH,産業衛生 0.25 IRIS R C C C C C E E B E E D

95-50-1 ｏ－ジクロロベンゼン C6H4Cl2 147
、うじ殺し剤、塗料・ワックスの溶剤、
ウジ用

11,100 t 1.56 mmHg 180.5 ℃ 145 mg/L 3.65 2.E+02 Pa-m3/mol 0.5 ACGIH,産業衛生 1 WHO飲 D C C C C C E E B E E C

95-63-6 １，２，４－トリメチルベンゼン C9H12 120.2
船底塗料、塗料、インキ、ワックスの
溶剤、

36,472 t 2.262 mmHg 169-171 ℃ 0.0057 % 3.63 6.E-01 Pa-m3/mol 0.4 産業衛生学会 なし D E D A #VALUE! A A D E B

95-73-8 2,4-Dichlorotoluene 161 室内検出物質、殺虫剤・殺菌剤 0.4 kPa データなし 8 mg/L 4.24 0.0794 atm-m3/mol なし なし C × C D E E E E E E

95-93-2 1245テトラメチルベンゼン C10H14 134.2 接着剤や塗料などの溶剤 <1,000 t 26 hPa 196.8 ℃ 0.00348 g/L 4.14 3.E+00 kPa-m3/mol なし なし E × E B #VALUE! E B D E C

96-09-3 スチレンオキサイド C8H8O 120.2 接着剤の希釈剤 データなし 0.3 mmHg 191.4 ℃ 0.28 % 1.61 2.E-05 atm-m3/mol なし なし B C B B B D E E D E E E

96-13-9 2,3-dibromo-1-propanol 218 室内検出物質、難燃剤 0.0918 mmHg データなし 52000 mg/L 0.96 5E-07 atm-m3/mol なし なし B C B B B E E D E E E D

96-29-7 メチルエチルケトオキシム C4H9NO 87.12 皮張り防止剤、接着剤の触媒、
5,000 -
<6,000

t 0.904 mmHg 152.5 ℃ 36600 mg/L 0.63 1.E-05 atm-m3/mol なし なし C ○ B C A C E D D E E E

96-33-3 アクリル酸メチル C4H6O2 86.09

アクリル酸エステル、メタクリル酸エス
テル、酢酸ビニル、スチレンなど他の
モノマーとの共重合物はアクリル樹脂
として、光沢、硬度、密着性、耐候性、

19,072 t 11 kPa 70 ℃ 6 g/100ml 0.8 0.0002 atm-m3/mol 0.023 ACGIH,産業衛生なし D C ○ A C A A E C C C E E

96-45-7 イミダゾリジン－２－チオン C3H6N2S 102.2 被覆電線など <1,000 t 0.00501 mmHg 347.18 ℃ 2 g/100ml -6.6 1.E-11 atm-m3/mol なし 0.01 ADI(J) B B A A A E E D E E E ×

96-48-0 γ－ブチロラクトン C4H6O2 86.09 塗料・インキの溶剤
6,000 -
<7,000

t 0.45 mmHg 204 ℃ 1000000 mg/L -1 5.E-08 atm-m3/mol なし なし D D D D D E C E E E C

96-69-5 ４，４’－チオビス（６－ｔｅｒｔ－ブチル－ｍ－クレゾール） C22H30O2S 358.5

プラスチック酸化防止剤、アルキル
フェノール系防止剤で、天然ゴム、ジ
エン系合成ゴム、およびポリオレフィ
ン用。一般製品、テラックス用として使

<1,000 t 6.00E-07 mmHg データなし 0.08 % データなし 3.E-12 atm-m3/mol 0.033 ACGIH なし C D C E #VALUE! D #VALUE! D E #VALUE!

97-17-6 ジクロフェンチオン C10H13Cl2O3 315.2 シロアリ防除剤、農薬 データなし 0.00056 mmHg 164-169 ℃ 0.245 mg/L 5.14 9.E-04 atm-m3/mol なし 0.00063 ADI(環) A A A A E E A E E D

97-39-2 １，３－ジ－ｏ－トリルグアニジン C15H17N3 239.3 有機ゴム薬品（加硫促進剤） データなし 5.17E-07 mmHg データなし 1.19 mg/L 3.99 9.E-12 atm-m3/mol なし なし C × C C B C C E E E

97-53-0 ２－メトキシ－４－プロペニルフェノール C10H12O2 164.2 皮張り防止剤 <1,000 t 0.0226 mmHg 255 ℃ データなし 2.27 データなし なし なし D ○ D D D D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E C

97-63-2 メタクリル酸エチル C6H10O2 114.1

アクリルアミド、アクリル酸エステル、
メタクリル酸エステル、酢酸ビニル、ス
チレンなど他のモノマーとの共重合物
は、黄変性の少ない、光沢、耐候性、

20,000 -
<30,000

t 20.58 mmHg 117 ℃ 2320 mg/L 1.94 6.E-04 atm-m3/mol なし なし ○ B × A B E D D D E C
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97-65-4 イタコン酸 C5H6O4 130.1 塗料、インキ
3,000 -
<4,000

t 8.96E-05 mmHg 268 ℃ 8.3 % -0.4 3.E-12 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C E E C

97-74-5 テトラメチル－チオジカルボン酸ジアミド C6H12N2S3 208.4 有機ゴム薬品（加硫促進剤）
1,000 -
<2,000

t 0.00027 mmHg データなし 50000 mg/L 0.75 2.E-05 atm-m3/mol なし なし ○ B × A E E E E E E ×

97-77-8 テトラエチルチウラム＝ジスルフィド C10H20N2S4 296.5 有機ゴム薬品（加硫促進剤） 740 t 0.00087 mmHg 117 ℃ 0.02 g/100ml 3.9 8.E-05 atm-m3/mol 0.0067 ACGIH なし D ○ B C A C E E C E E E

97-85-8 イソ酪酸イソブチル C8H16O2 144.2
硝化綿ラッカー、プラスチック用塗料、
ハイソリッド塗料用のリターダー溶
剤。静電塗料に適する。

<1,000 t 4.33 mmHg 147 ℃ 1000 mg/L 2.68 8.E-04 atm-m3/mol なし なし E × E C E E D E E B

97-86-9 イソブチル＝メタクリラート C8H14O2 142.2

アクリルアミド、アクリル酸エステル、
メタクリル酸エステル、酢酸ビニル、ス
チレンなど他のモノマーとの共重合物
は、黄変性の少ない、光沢、耐候性、

20,000 -
<30,000

t 4.11 mmHg 155 ℃ 439 mg/L 2.66 5.E-04 atm-m3/mol なし なし ○ B × A C E E D E E C

97-88-1 メタクリル酸ｎ－ブチル C8H14O2 142.2

アクリルアミド、アクリル酸エステル、
メタクリル酸エステル、酢酸ビニル、ス
チレンなど他のモノマーとの共重合物
は、黄変性の少ない、光沢、耐候性、

20,000 -
<30,000

t 4.9 mmHg 160 ℃ 285 mg/L 2.88 1.E-04 atm-m3/mol なし なし ○ B × A C #VALUE! E C E E C

97-90-5 エチレン＝ジメタクリラート C10H14O4 198.2

アクリルアミド、アクリル酸エステル、
メタクリル酸エステル、酢酸ビニル、ス
チレンなど他のモノマーとの共重合物
は、黄変性の少ない、光沢、耐候性、

<1,000 t 3.585 mmHg 260 ℃ 581 mg/L 1.87 4.E-07 atm-m3/mol なし なし ○ B × A C D B B E E C

98-00-0 フルフリルアルコール C5H6O2 98.1 フッ素樹脂バインダー
8,000 -
<9,000

t 0.6082 mmHg 170 ℃ 1000000 mg/L 0.28 8.E-08 atm-m3/mol 0.067 産業衛生学会 なし C D C D #VALUE! C C E E C

98-01-1 フルフラール C5H4O2 96.08 溶剤
1,000 -
<2,000

t 2.209 mmHg 161.8 ℃ 8.2 % 0.41 4.E-06 atm-m3/mol 0.026 ACGIH 0.015 IRIS R C C B B C E C D E E C

98-06-6 ｔｅｒｔ－ブチルベンゼン C10H14 134.2 塗料、インキ、ワックスの溶剤 <1,000 t 1.5 mmHg 168.5 ℃ 29.5 mg/L 4.11 1.E+00 Pa-m3/mol なし なし D × D A #VALUE! C A E E C

98-54-4 ４－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール C10H14O 150.2
ホルマリンとの重縮合による樹脂がワ
ニス、エナメルなどの塗料原料に使
用される。

20,000 -
<30,000

t 0.225 mmHg 237 ℃ 610 mg/L 3 1.E-06 atm-m3/mol なし なし ○ B B E D D D C E E C

98-82-8 クメン C9H12 120.2 塗料などの溶剤 847,311 t 0.61 kPa 152-153 ℃ 0.05 g/L 3.66 1.E-02 atm-m3/mol 0.4 IRIS RfC 0.025 IRIS R D D B B C E E C E E C

98-86-2 アセトフェノン C8H8O 120.2
アクリル樹脂などの光硬化性樹脂の
触媒や増感剤

データなし 0.397 mmHg 202 ℃ 0.55 % 1.63 1.E-05 atm-m3/mol 0.16 ACGIH 0.25 IRIS R D D C C E #VALUE! E E E E C

99-76-3 methyl paraben 152 室内検出物質、化粧品防腐剤 0.00086 mmHg データなし 2500 mg/L 1.96 7E-08 atm-m3/mol なし なし E × E E E D D E E E

100-02-7 4-nitrophenol 139.1 室内検出物質、染料原料・農薬原料 9.8E-05 mmHg 279 ℃ 11600 mg/L 1.91 4E-10 atm-m3/mol なし なし B × B E C D D E E #VALUE!

100-21-0 テレフタル酸 C8H6O4 166.1
ポリエステル樹脂の多塩基酸として
用いられる、ポリエステル樹脂の原
料、

591,117 t 9.20E-06 mmHg データなし 0.015 g/L 2 1.E-02 Pa-m3/mol 0.033 ACGIH なし C D C D D C C E E C

100-41-4 エチルベンゼン C8H10 106.2
接着剤、塗料、インキ、ワックス、防水
剤の溶剤

1,329,738 t 1.28 kPa 136.25 ℃ 0.2 g/L 3.15 8.E-03 atm-m3/mol 22 WHOガイドライン 0.3 WHO飲 B B B B A E E C C E B

100-42-5 スチレン C8H8 104.2

不飽和ポリエステル塗料の希釈剤と
して使用され、塗膜形成の過程で架
橋剤として働き、塗膜成分となる。ア
クリル系、メタクリル系モノマーとの溶

2,429,955 t 0.81 kPa 145-146 ℃ 0.321 g/L 3.05 3.E-01 kPa-m3/mol 0.22 室内指針値 0.02 WHO飲 B C B B B C E E D E E C

100-51-6 ベンジルアルコール C7H8O 108.1
溶剤系塗料の溶媒（エポキシ樹脂系
塗料溶媒）、ラッカー、塗料剥離剤、
塗料やインキなどの溶剤、

5,000 -
<6,000

t 0.015 kPa 204.7 ℃ 0.8 g/L 1.05 3.E-07 atm-m3/mol なし なし E × E C D B B E E C

100-52-7 ベンズアルデヒド C7H6O 106.1
接着剤や塗料などの溶剤、あるいは
何らかの製品の不純物として検出さ
れると考えられる

<1,000 t 0.169 kPa 179 ℃ 3 g/L 1.48 3.E-05 atm-m3/mol なし 0.25 IRIS RfD C C C C C E D D E E C

100-64-1 シクロヘキサノンオキシム C6H11NO 113.2 皮張り防止剤 データなし 1.78 Pa データなし 16000 mg/L 1.265 1.E-07 atm-m3/mol なし なし A × A D D C C E E C

100-74-3 ４－エチルモルホリン C6H13NO 115.2 発泡ウレタン触媒、溶剤 <1,000 t 6 mmHg 138.5 ℃ 1000000 mg/L 0.14 3.E-08 atm-m3/mol 0.08 ACGIH なし C D C D E C C E E ×

100-97-0 ヘキサメチレンテトラミン C6H12N4 140.2
合成樹脂（熱硬化性の促進性）、接着
剤の触媒、

5,000 -
<6,000

t <0.004 mmHg 昇華 448.6 g/L -4.15 2.E-04 Pa-m3/mol なし なし C ○ A C A D E C E E E E

101-02-0 トリフェニルホスファイト C18H15O3P 310.3
塩ビ安定剤、プラスチック酸化防止
剤、

<1,000 t 5 mmHg 360 ℃ 4.98 5.E-07 atm-m3/mol なし なし D × D B C B B C E C

101-14-4 ２，２’－ジクロロ－４，４’－メチレンジアニリン C13H12Cl2N2 267.2
塗料・接着剤、床材のコーティングな
どに用いられるエポキシ樹脂やウレタ
ン樹脂の硬化剤

2,555 t 4.E-05 Pa 378.9 ℃ 溶けない 3.94 4.E-11 atm-m3/mol 0.000017 産業衛生学会 なし B ○ A A A A #VALUE! A A E E D
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101-25-7 Ｎ，Ｎ’－ジニトロソペンタメチレンテトラミン C5H10N6O2 186.2 有機発泡剤 データなし 5.02E-06 mmHg データなし 1 % データなし 5.E-06 atm-m3/mol なし なし D C C C C E #VALUE! E #VALUE! E E #VALUE!

101-43-9 シクロヘキシル＝メタクリラート C10H16O2 168.2

アクリルアミド、アクリル酸エステル、
メタクリル酸エステル、酢酸ビニル、ス
チレンなど他のモノマーとの共重合物
は、黄変性の少ない、光沢、耐候性、

3,000 -
<4,000

t 0.191 mmHg 210 ℃ 133 mg/L 3.13 3.E-04 atm-m3/mol なし なし E × E D E E D E E C

101-68-8 ビス（４－イソシアナトフェニル）メタン C15H10N2O2 250.3

油変性ポリウレタン、湿気硬化ポリウ
レタン、ブロック型ポリウレタン、ウレタ
ンプレポリマーなどの変性用原料およ
びポリイソシアネート硬化剤の原料に

277,370 t <7.5E-06 mmHg 196 ℃ 0.829 mg/L 5.22 9.E-07 atm-m3/mol 0.00017 産業衛生学会 なし D ○ A B A B C C B D E C

101-72-4 １－フェニルアミノ－４－イソプロピルアミノ－ベンゼン C15H18N2 226.3 有機ゴム薬品（老化防止剤）
10,000 -
<20,000

t 0.00698 mmHg 148 ℃ 600 mg/L 4 1.E-09 atm-m3/mol なし なし ○ B × A C B C C E E E

101-77-9 ４，４’－メチレンジアニリン C13H14N2 198.3
塗料・接着剤、床材のコーティングな
どに用いられるエポキシ樹脂やウレタ
ン樹脂の硬化剤

データなし 1 mmHg 398-399 ℃ 1 g/L 1.59 6.E-11 atm-m3/mol 0.0013 産業衛生学会 なし B C ○ B B A D B C C E E C

101-83-7 ジシクロヘキシルアミン C12H23N 181.3 ゴム薬品・酸化防止剤
3,000 -
<4,000

t 0.0336 mmHg 255.8 ℃ 0.08 g/100mL 3.5 6.E-05 atm-m3/mol なし なし D × D C E E C E E E

102-06-7 １，３－ジフェニルグアニジン C13H13N3 211.3 有機ゴム薬品（加硫促進剤）
1,000 -
<2,000

t 1.275 mmHg 約170 ℃ 1000 mg/L 1.69 7.E-12 atm-m3/mol なし なし C C C C D B C C E E E

102-08-9 Ｎ，Ｎ’－ジフェニルチオ尿素 C13H12N2S 228.3 有機ゴム薬品（加硫促進剤） データなし 2.77E-06 mmHg データなし 23.95 mg/L 2 3.E-08 atm-m3/mol なし なし D × D E E D D E E E

102-71-6 トリエタノールアミン C6H15NO3 149.2
塗料、インキ、ワックスなどの溶剤、
殺虫剤・防虫剤の添加剤、防錆剤、
可塑剤

13,182 t 3.68E-06 mmHg 335.4 ℃ 1000000 mg/L -2.3 7.E-13 atm-m3/mol 0.017 ACGIH なし D C D C D B C C E E C

102-77-2 ２－（モルホリノチオ）ベンゾチアゾール C11H12N2OS 252.4 有機ゴム薬品（加硫促進剤） <1,000 t 1.73E-06 mmHg データなし 5850 mg/L 1.02 5.E-12 atm-m3/mol なし なし ○ B × A E C D D E E E

103-09-3 酢酸２－エチルへキシル C10H20O2 172.3
ラッカー・エマルジョン塗料などの流
動付与剤

<1,000 t 30.7 Pa 199 ℃ 難溶 3.74 2.E-03 atm-m3/mol なし なし E × E B #VALUE! E C E E C

103-11-7 アクリル酸２－エチルヘキシル C11H20O2 184.3

アクリル酸エステル、メタクリル酸エス
テル、酢酸ビニル、スチレンなど他の
モノマーとの共重合物はアクリル樹脂
として、光沢、硬度、密着性、耐候性、

50,000 -
<60,000

t 0.178 mmHg 125 ℃ 100 mg/L 3.67 4.E-04 atm-m3/mol なし なし D ○ A D A B E E C E E C

103-23-1 アジピン酸ビス（２－エチルヘキシル） C22H42O4 370.6

可塑剤、耐寒性を生かしたレザー、
シート、押出しおよびペースト用など、
耐寒性を生かしたレザーなど、壁紙、
床材などに使用される軟質塩化ビ

10,000 -
<20,000

t 8.5E-07 mmHg 214 ℃ 0.78 mg/L 6.11 5.E-02 Pa-m3/mol なし 0.4 米国安 C C C C A A A A C D B

床材などに使用される軟質塩化ビニ

103-24-2 ビス（２－エチルヘキシル）＝アゼラート C25H48O4 412.7
塩化ビニル樹脂、合成ゴムなどの耐
寒性可塑剤、合成潤滑剤、合成樹脂
の可塑剤、

3,000 -
<4,000

t データなし 237 ℃ 9.59 1.E-04 atm-m3/mol なし なし E × E D B D A E D E

103-34-4 ４，４’－ジチオジモルホリン C8H16N2O2S 236.4
天然ゴム、ジエン系合成ゴムの加硫
剤で耐熱、耐老化製品、硫黄ブルー
ムをきらう製品とつくるのに使用

<1,000 t 0.004 Pa データなし 200 mg/L 2.67 3.E-10 atm-m3/mol なし なし B × B E C D D E E E

103-65-1 プロピルベンゼン C9H12 120.2 接着剤や塗料などの溶剤
60,000 -
<70,000

t 2.5 mmHg 159.2 ℃ 52.2 mg/L 3.69 1.E+00 kPa-m3/mol なし なし D × D C #VALUE! E C E E C

103-83-3 Ｎ，Ｎ－ジメチルベンジルアミン C9H13N 135.2 エポキシ樹脂硬化剤 <1,000 0.587 mmHg 181 ℃ 1.2 g/100mL 1.98 3.E-06 atm-m3/mol なし なし E × E D E D C E E E

104-51-8 ｎ－ブチルベンゼン C10H14 134.2 塗料、インキ、ワックスの溶剤
60,000 -
<70,000

t 1.02 mmHg 183.1 ℃ 0.00138 % 4.26 2.E-02 atm-m3/mol なし なし D × D C E E C E E C

104-76-7 ２－エチルヘキサン－１－オール C8H18O 130.2

ラッカー塗料の助溶剤、溶剤型、水性
型、接着剤や塗料などの樹脂の溶
剤、アクリル樹脂中に不純物として含
まれる可能性がある、

300,000 -
<400,000

t 0.136 mmHg 184-185 ℃ 約1p/720p 2.73 3.E-05 atm-m3/mol なし なし E × E D E E D E E C

105-08-8  ビス（ヒドロキシメチル）シクロヘキサン C8H16O2 144.2

塗料用ポリエステル樹脂およびポリエ
ステル系ウレタン樹脂の原料として、
シクロヘキサン環に「由来する優れた
硬度と加獟性を付与する。粉体塗料

<1,000 t 2.00E-02 mmHg 283 ℃ 920 g/L 1.49 3.E-07 atm-m3/mol なし なし E × E D E C C E E C

105-11-3 ｐ－ベンゾキノンオキシム C6H6N2O2 138.1
有機ゴム薬品（老化防止剤）、過酸化
物架橋用共架橋剤

1.41E-05 mmHg データなし 0.00445 mg/L 1.49 データなし なし なし D C C C C E #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E E

105-46-4 酢酸ｓｅｃ－ブチル C6H12O2 116.2 溶剤等
40,000 -
<50,000

t 22.3 mmHg 112-113 ℃ 0.62 % 1.51 4.E-04 atm-m3/mol 3.2 ACGIH なし E E E A E C C C E B

105-55-5 １，３－ジエチルチオウレア C5H12N2S 132.2
有機ゴム薬品（加硫促進剤）、腐食防
止剤

0.24 mmHg データなし 769 mg/L データなし データなし なし なし D D D D E #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

105-60-2 アゼパン－２－オン C6H11NO 113.2
イソシアネートのブロッキング剤、塗
料の添加剤など、

306,431 t 0.0019 mmHg 180 ℃ 84 % -0.19 3.E-08 atm-m3/mol 0.017 ACGIH 6.3 IRIS R E C C C C D E C C E E C

105-75-9 フマル酸ジブチル C12H20O4 228.3
可塑剤、塗料・接着剤によい性能を与
える、

2,000 -
<3,000

t 5.32E-03 mmHg 285 ℃ 8.71 mg/L 4.16 8.E-07 atm-m3/mol なし なし C × C A B A A E E B
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CAS_RN 物質名 分子式 分子量 用途　文献情報
取扱量
(2012)

単位 蒸気圧 単位 沸点 単位 溶解度 単位
分配係数
logPow

ヘンリー
定数

単位 [mg/m3] 出典 [mg/L] 出典
発が
ん
性

生殖
毒性

変異
原性

感作性
有無

吸入
有害性
ランク

経口
有害性
ランク

経皮
有害性
ランク

経路
①

経路
②

経路
③

経路
④

経路
⑤

経路
⑥

経路
⑦

曝露情報 物理化学性状 吸入長期 有害性ランク 曝露性ランク確度情報経口長期

105-99-7 アジピン酸ジブチル C14H26O4 258.4
可塑剤、塩ビ壁紙など合成樹脂の可
塑性、

10,000 -
<20,000

t 0.021 Pa 183 ℃ 0.0035 g/100ml 4.17 5.E-06 atm-m3/mol なし なし E × E B D C B E E E

106-35-4 ３－ヘプタノン C7H14O 114.2 塗料などの溶剤 データなし 1.403 mmHg 147 ℃ 1.43 % 1.73 9.E-05 atm-m3/mol 0.77 ACGIH なし D E D C E E D E E C

106-37-6 ｐ－ジブロモベンゼン C6H4Br2 235.9 農薬・医薬・染料中間体, 燻蒸剤 データなし 0.0575 mmHg 220.4 ℃ 0.002 % 3.79 9.E-04 atm-m3/mol なし 0.0025 IRIS RfD A A A B E E C E E E

106-42-3 ｐ－キシレン C8H10 106.2

混合キシレンは、油性ワニス、合成樹
脂塗料、さび止めペイントなどの溶
剤、ビニル樹脂・アクリル樹脂塗料、
ラッカーなどの希釈剤として、トルエン

5,844,896 t 1.19 kPa 137-138 ℃ 0.16 g/L 3.15 7.E-03 atm-m3/mol 0.87 WHOガイドライン 0.4 環境要 D D C C A E D C C E B

106-44-5 ｐ－クレゾール C7H8O 108.1
異性体混合剤として殺菌剤、防カビ
剤、防汚剤、燻蒸剤、木材防腐剤

データなし 0.017 kPa 201.8 ℃ 2.5 g/100ml 1.97 1.E-06 atm-m3/mol 0.073 ACGIH,産業衛生なし C C C C C D C B E E E

106-46-7 パラジクロロベンゼン C6H4Cl2 147
衣類等の防虫・トイレの芳香剤、衣類
の害虫用、

45283 t 1.74 mmHg 174 ℃ 0.0512 g/L 3.65 2.E-03 atm-m3/mol 0.24 室内指針値 0.2 環境要 B B B B A E C A C E B

106-50-3 ｐ－フェニレンジアミン C6H8N2 108.1 ゴムの加硫剤・加硫促進剤 <1,000 t <1 mmHg 267 ℃ 35.7 g/L -0.25 7.E-10 atm-m3/mol 0.00033 ACGIH,産業衛生なし D C ○ A B A D C C C E E E

106-51-4 ｐ－ベンゾキノン C6H4O2 108.1 プラスチック酸化防止剤 データなし 0.09 mmHg 約180 ℃ 1.36 % 0.2 5.E-04 atm-m3/mol 0.0015 ACGIH なし D B B B E E E E E E C

106-63-8 イソブチル＝アクリラート C7H12O2 128.2

アクリル酸エステル、メタクリル酸エス
テル、酢酸ビニル、スチレンなど他の
モノマーとの共重合物はアクリル樹脂
として、光沢、硬度、密着性、耐候性、

1,000 -
<2,000

t 8.08 mmHg 132 ℃ 1190 mg/L 2.22 8.E-04 atm-m3/mol なし なし ○ B × A B E D D D E C

106-65-0 こはく酸ジメチル C6H10O4 146.1 樹脂溶剤、造膜助剤 <1,000 t 0.25 mmHg 196.4 ℃ 8300 mg/L 0.35 6.E-08 atm-m3/mol なし なし E × E D E C C E E C

106-89-8 エピクロロヒドリン C3H5ClO 92.52
エポキシ樹脂塗料、塗料・接着剤、床
材のコーティングなどに用いられるエ
ポキシ樹脂の原料、

106,025 t 10 mmHg 117.9 ℃ 65.8 g/L 0.26 2.E+00 Pa-m3/mol 0.001 IRIS RfC 0.0004 環境要 B C ○ A A A B E C D D E C

106-91-2 オキシラン－２－イルメチル＝メタクリラート C7H10O3 142.2

アクリルアミド、アクリル酸エステル、
メタクリル酸エステル、酢酸ビニル、ス
チレンなど他のモノマーとの共重合物
は、黄変性の少ない、光沢、耐候性、

6,000 -
<7,000

t 0.42 kPa 189 ℃ 16.5 g/L 0.81 3.E-07 atm-m3/mol なし なし C ○ B C A C D B C E E C

106-92-3 １－アリルオキシ－２，３－エポキシプロパン C6H10O2 114.1 接着剤の希釈剤
10,000 -
<20,000

4.7 mmHg 153.9 ℃ 14.1 % 0.45 5.E-01 Pa-m3/mol 0.015 ACGIH なし C C C ○ B C A C E C D E E E

106-93-4 １，２－ジブロモエタン C2H4Br2 187.9
繊維難燃剤原料, 燻蒸剤(製造禁止
農薬）

<1,000 t 11 mmHg 131-132 ℃ 約1 p/250p 1.93 7.E-04 atm-m3/mol 0.000017 IRIS UR 0.0004 WHO飲 B C A A A B E E D D E E

106-97-8 ｎ－ブタン C4H10 58.12 発泡断熱材の発泡用ガス 0 - <500,000 t 1830 mmHg -0.5 ℃ 0.15/1vol(water) 2.89 1.E+02 Pa-m3/mol 4 産業衛生学会 なし E E E A #VALUE! D B C E E

106-99-0 １，３－ブタジエン C4H6 54.1
ゴム製品など、接着剤やゴムホース
などに使用されるNBRゴムなどの合
成原料、

1,176,032 t 2107 mmHg -4.5 ℃ 0.735 g/L 1.99 0.0705 atm-m3/mol 0.0025 大気指針値 なし A C A A A A E E E C E E

107-02-8 アクロレイン 56.06
室内検出物質、アルデヒド
加熱分解した油脂から発生

274 mmHg 53 ℃ 212000 mg/L -0.01 0.0001 atm-m3/mol 0.00002 IRIS RfC 0.19 水質クD C A C A B #VALUE! D E #VALUE! E #VALUE!

107-06-2 １，２－ジクロロエタン C2H4Cl2 98.96
塩化ビニルの合成原料、塗料、イン
キ、ワックスの溶剤、塗料剥離剤、燻
蒸剤

539,916 t 3.1 kPa 113-114 ℃ 4.25 g/L 2.38 9.E+01 Pa-m3/mol 0.0016 大気指針値 0.004 環境基 B C B A A A D D B C E B

107-13-1 アクリロニトリル C3H3N 53.06

ビニル系、アクリル系の重合物の変
性剤として用いられ、塗膜の硬度、乾
燥性、耐薬品性の向上の効果があ
る。

506,181 t 14.1 kPa 77.3 ℃ 79.3 g/L 0.25 2.E+01 Pa-m3/mol 0.002 大気指針値 5.1E-05 水質ク B C ○ B A A A E C D C E C

107-15-3 エチレンジアミン C2H8N2 60.1
常温硬化型防食塗料原料、エポキシ
樹脂硬化剤など、接着剤樹脂の架橋
剤

20,000 -
<30,000

t 1.62 kPa 116-117 ℃ 1000000 mg/L 0.05 2.E-09 atm-m3/mol 0.083 ACGIH,産業衛生なし D ○ A D A A A A A C E B

107-21-1 エチレングリコール C2H6O2 62.07

アルキド樹脂の多価アルコールとして
用いられ、樹脂の溶解性向上、分子
量調整、内部可塑性付与の働きをす
る。また不飽和ポリエステル樹脂では

649,474 t 0.01 kPa 197.6 ℃ 1000000 mg/L -1.36 6.E-08 atm-m3/mol なし 25 IRIS R D C C C C C D B D E E C

107-22-2 グリオキサール C2H2O2 58.04
水性塗料の耐水性、対洗浄性などの
改良に使用、紙仕上げ剤、繊維処理
剤など、

482 t 255 mmHg 51 ℃ 1000 g/L -1.66 3.3E-09 atm-m3/mol 0.00033 ACGIH なし D C ○ A B A A A A A C E C

107-83-5 ２－メチルペンタン C6H14 86.18
接着剤や塗料などの溶剤、溶剤形接
着剤溶剤、

10,000 -
<20,000

t 211 mmHg 60.26 ℃ 0.00137 % 3.21 2.E+00 atm-m3/mol 6 ACGIH なし E E E A #VALUE! E E C E C

107-88-0 １，３－ブタンジオール C4H10O2 90.12
アルキド塗料用樹脂、ポリウレタン塗
料用樹脂、不飽和ポリエステル用樹
脂、高沸点溶剤

50,000 -
<60,000

t 0.0201 mmHg 207.5 ℃ 1000000 mg/L -0.29 2.E-09 atm-m3/mol なし なし E × E D D C C E E C

107-98-2 １－メトキシ－２－ヒドロキシプロパン C4H10O2 90.12
溶剤系エポキシ・アクリル・アルキド
樹脂塗料用溶剤、接着剤や塗料など
の溶剤、

40,000 -
<50,000

t 9 mmHg 119 ℃ 200 g/L -0.44 9.E-07 atm-m3/mol 1.2 ACGIH なし E E E A C A B C E B
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108-03-2 １－ニトロプロパン C3H7NO2 89.09 溶剤、剥離剤など データなし 7.5 mmHg 131.6 ℃ 1.4 ml/100ml 0.87 9.E-05 atm-m3/mol 0.3 ACGIH なし D D D D A D C C C E B

108-05-4 酢酸ビニル C4H6O2 86.09

乳化重合物は酢酸ビニル系のエマル
ションペイントとして、比較的低コスト
の分野で使用される。MMAとの溶液
共重合物は、瓦用塗料、コンクリー

391,688 t 15.4 kPa 72.7 ℃ 1 g/50ml 0.73 5.E+01 Pa-m3/mol 0.12 ACGIH なし B C B B B A E C D C E C

108-08-7 ２，４－ジメチルペンタン C7H16 100.2 有機溶剤等
20,000 -
<30,000

t 11.06 kPa 81 ℃ 溶けない 3.63 2.E+00 atm-m3/mol 5.5 ACGIH なし E E E A #VALUE! D D C E C

108-10-1 メチルイソブチルケトン C6H12O 100.2
ラッカー溶剤等、接着剤、塗料、イン
キ、ワックスの溶剤、

55,591 t 2.64 kPa 117-118 ℃ 17 g/L 1.31 1.E-04 atm-m3/mol 0.67 ACGIH,産業衛生なし D E D A D C C C E B

108-11-2 ４－メチル－２－ペンタノール C6H14O 102.2
溶剤型塗料の溶剤、塗料などの溶
剤、

300,000 -
<400,000

t 5.3 mmHg 131.6 ℃ 1.5 % 1.43 4.E-05 atm-m3/mol 0.33 ACGIH なし D E D C E D D E E C

108-21-4 イソプロピル＝アセタート C5H10O2 102.1
溶剤型塗料の溶剤、接着剤や塗料な
どの溶剤、

20,000 -
<30,000

t 60.4 mmHg 89 ℃ 1p/23p 1.3 3.E-04 atm-m3/mol 1.4 ACGIH なし E E E B E D D D E C

108-31-6 フラン－２，５－ジオン C4H2O3 98.06

不飽和ポリエステル樹脂の製造に用
いるもっとも一般的な不飽和二塩基
酸である。フタル酸系アルキド樹脂に
添加すると乾燥性、硬度、耐アルカリ

40,000 -
<50,000

t 0.00005 mmHg 202 ℃ 400 g/L 1.62 4.E-06 atm-m3/mol 0.0013 ACGIH,産業衛生 0.5 IRIS R D ○ A C A C D C C E E C

108-38-3 ｍ－キシレン C8H10 106.2

混合キシレンは、油性ワニス、合成樹
脂塗料、さび止めペイントなどの溶
剤、ビニル樹脂・アクリル樹脂塗料、
ラッカーなどの希釈剤として、トルエン

5,844,896 t 1.13 kPa 139.3 ℃ 0.203 g/L 3.2 7.E-01 Pa-m3/mol 0.87 WHOガイドライン 0.4 環境要 D D C C A B A A C E B

108-39-4 ｍ－クレゾール C7H8O 108.1
異性体混合剤として殺菌剤、防カビ
剤、防汚剤、燻蒸剤、木材防腐剤

データなし 0.019 kPa 202 ℃ 25.8 g/L 1.98 9.E-07 atm-m3/mol 0.073 ACGIH,産業衛生 0.63 IRIS R C C C C D E D C E E E

108-45-2 ｍ－フェニレンジアミン C6H8N2 108.1
一般硬化防食塗料原料、エポキシ樹
脂硬化剤、

998 0.998 mmHg 284-287 ℃ 36.1 g/L -0.33 1.3E-09 atm-m3/mol なし なし ○ B B A C C B B E E B

108-46-3 レゾルシン C6H6O2 110.1
合板の接着剤（レゾルシン・ホルマリ
ン接着剤）の原料

10,000 -
<20,000

t 0.000488 mmHg 280 ℃ 1 g/0.9mL 0.79-0.93 1.E-10 atm-m3/mol 0.15 ACGIH なし D ○ B D B D #VALUE! C C E E E

108-62-3 メタアルデヒド C8H16O4 176.2 ナメクジ・カタツムリ駆除 データなし 0.000674 mmHg 246 ℃ 200 mg/L 0.12 7.E-09 atm-m3/mol なし なし C × C E E D D E E ×

108-65-6 １－メトキシ－２－プロパノールアセタート C6H12O3 132.2 ラッカー溶剤
40,000 -
<50,000

t 3.75 mmHg 147 ℃ 19.8 g/100ml 0.36 3.E-06 atm-m3/mol なし なし E × E C E C D E E C

108-67-8 １，３，５－トリメチルベンゼン C9H12 120.2
溶剤（接着剤や塗料などの樹脂の溶
解）、洗浄剤、合成中間体合成中間
体

<1,000 t 0.33 kPa 164.7 ℃ 0.005 % 3.42 8.E-01 Pa-m3/mol 0.4 産業衛生学会 なし D E D C #VALUE! C B E E C

108-70-3 １，３，５－トリクロロベンゼン C6H3Cl3 181.5 溶剤等 データなし 9.98 mmHg 208.4 ℃ 0.00066 % 4.02 2.E-03 atm-m3/mol なし なし C × C A D D A D E #VALUE!

108-78-1 メラミン C3H6N6 126.1
主にホルマリンと反応させてメラミン
樹脂として使用する。、合板の接着剤
（メラミン・ユリア樹脂）の原料、

50,000 -
<60,000

t 50.2 mmHg データなし 3.23 g/L -1.37 2.E-14 atm-m3/mol なし なし D D D D B A A A D E E

108-83-8 ２，６－ジメチル－４－ヘプタノン C3H5N3S 142.2 樹脂溶剤、塗料やインキなどの溶剤、 <1,000 t 1.68 mmHg 169.4 ℃ 0.043 % 2.56 1.E-04 atm-m3/mol 0.5 ACGIH なし D E D C E E C E E C

108-87-2 メチルシクロヘキサン C7H14 98.19

光化学反応性の少ない溶剤として、
キシレンの代替えとして使用、接着
剤、塗料、インキ、ワックス、防水剤の
溶剤、溶剤形接着剤溶剤

4,000 -
<5,000

t 46 mmHg 0.9-101.5 ℃ 0.00151 % 3.88 4.E-01 atm-m3/mol 5.3 ACGIH,産業衛生なし E E E A D D C C E B

108-88-3 トルエン C7H8 92.14
ラッカーの希釈剤、合成樹脂塗料、接
着剤、塗料、インキ、ワックス、防水材
の溶剤、

932,058 t 3.79 kPa 110.6 ℃ 0.519 g/L 2.73 7.E-01 kPa-m3/mol 0.26 室内指針値 0.6 環境要 D C C C C A E D C C E B

108-90-7 クロロベンゼン C6H5Cl 112.6
塗料、インキ、ワックスの溶剤ワックス
の溶剤

データなし 8.78 mmHg 131.72 ℃ 0.0495 % 2.84 4.E+02 Pa-m3/mol 0.15 ACGIH,産業衛生 0.1 米国安 C C B B A E D C C E B

108-90-7 ギ酸 CH2O2 46.03
溶剤型塗料の溶剤、ホルムアルデヒ
ドの酸化生成物、接着剤の触媒

4,731 t 33.55 mmHg 100.8 ℃ 1000000 mg/L -0.54 2.E-07 atm-m3/mol 0.031 ACGIH,産業衛生なし C D C B C A C D E C

108-93-0 シクロヘキサノール C6H12O 100.2 塗料などの溶剤
100,000 -
<200,000

t 0.755 mmHg 161 ℃ 3.6 %(w/w) 1.23 4.E-06 atm-m3/mol 0.34 産業衛生学会 なし D E D D E D D E E C

108-94-1 シクロヘキサノン C6H10O 98.14
高沸点溶剤、剥離剤、接着剤や塗料
などの溶剤、

51,625 t 5 mmHg 155.6 ℃ 8.8 % 0.81 9.E-06 atm-m3/mol 0.27 ACGIH 25 IRIS R D D D D B D C C D E B

108-95-2 フェノール C6H6O 94.11

フェノール類とホルマリンとを混合して
加熱すれば、付加縮合反応によって
フェノール樹脂が生成される。フェノー
ル樹脂はワニス、エナメルなどの塗

747,048 t 0.055 kPa 182 ℃ 76.04 g/L 1.48 5.E-02 Pa-m3/mol 0.063 ACGIH,産業衛生 21 水質ク D C C C C D E C C E E C

109-43-3 デカンジオン酸ジブチル C18H34O4 314.5
可塑剤、ビニルチューブなどの可塑
剤として用いる、合成樹脂の可塑剤

3,000 -
<4,000

t 4.29E-06 mmHg 344.5 ℃ 0.004 % 6.3 5.E-08 atm-m3/mol なし なし D × D B A A A E E E
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109-59-1 エチレングリコールモノイソプロピルエーテル C5H12O2 104.2
樹脂溶解剤、ラッカー用溶剤、水性塗
料の可溶化剤、シンナー、接着剤や
塗料などの溶剤、

514 t 100.703 mmHg 145 ℃ データなし 0.05 9.E-07 atm-m3/mol 0.37 ACGIH なし D E D A C A B C E C

109-60-4 プロパン－１－イル＝アセタート C5H10O2 102.1
ラッカーなどの溶剤、接着剤や塗料な
どの溶剤、

20,000 -
<30,000

t 33.3 mmHg 101.6 ℃ 1.6p/100p 1.24 2.E-04 atm-m3/mol 2.8 産業衛生学会 なし E E E A E C C C E B

109-64-8 １，３－ジブロモプロパン C3H6Br2 201.9 殺菌剤原料、高分子化合物の架橋剤 <1,000 t 1.36 mmHg 167 ℃ 1.68 g/L 2.37 9.E-04 atm-m3/mol なし なし C C C C D E E E E E ×

109-65-9 １－ブロモブタン C4H9Br 137 樹脂やゴムの酸化・老化防止剤など <1,000 t 42 mmHg 101.3 ℃ 0.087 % 2.75 9.E-03 atm-m3/mol なし なし C C C C C E E E E E E

109-66-0 ｎ－ペンタン C5H12 72.15 接着剤や塗料などの溶剤
100,000 -
<200,000

t 514 mmHg 36.1 ℃ 0.36 g/L 3.45 1.E+00 atm-m3/mol 2.9 産業衛生学会 なし E E E A E E E C E C

109-69-3 １－クロロブタン C4H9Cl 92.57 塩化ビニル安定剤 <1,000 t 102 mmHg 78.5 ℃ 0.066 % 2.64 2.E+00 Pa-m3/mol なし なし D D D D B #VALUE! C A D E C

109-86-4 ２－メトキシエタノール C3H8O2 76.09

樹脂溶解剤、ラッカー、水性塗料の可
溶化剤、粘土調整剤、シンナー、塗
料、インキ、ワックスの溶剤、溶剤形・
エマルション形接着剤

16,460 t 1.31 kPa 124.43 ℃ 1000000 mg/L -0.77 3.E-07 atm-m3/mol 0.001 ACGIH なし B C A B A B D A C D E C

109-89-7 ジエチルアミン C4H11N 73.14
防錆剤、電着塗料、ｐH調整剤、水溶
化剤、分子量調整剤、合成樹脂中間
体、ゴム薬品、塗料、

5,000 -
<6,000

t 237 mmHg 55.5 ℃ 1000000 mg/L 0.58 3.E-05 atm-m3/mol 0.05 ACGIH なし D C D C A D B C C E C

109-99-9 テトラヒドロフラン C4H8O 72.11
ペイントリムバー用溶剤、塩化ビニル
樹脂塗料溶剤、接着剤や塗料などの
溶剤、

32,590 t 21.6 kPa 66 ℃ データなし 0.46 2.E-05 atm-m3/mol 2 ACGIH,産業衛生なし E E E A C A B B E B

110-00-9 フラン C4H4O 68.07
溶剤、プラスティック安定剤などの製
造原料

<1,000 t 600 mmHg 31.36 ℃ 1 % 1.34 0.54 Pa-m3/mol なし 0.00025 IRIS R B C A A A B #VALUE! B B D E C

110-05-4 ジ－ｔｅｒｔ－ブチルペルオキシド C8H18O2 146.2
アクリル樹脂重合開始剤、不飽和ポ
リエステル樹脂硬化剤など

<1,000 t 25.1 mmHg 80 ℃ 0.01 % 3.45 5.E-02 atm-m3/mol なし なし E × E C E E E E E ×

110-17-8 フマル酸 C4H4O4 116.1
不飽和ポリエステル樹脂の二塩基酸
として使用され共重合性が高い。

データなし 0.000154 mmHg データなし℃ 0.63 g/100g 0.46 9.E-14 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C E E C

110-19-0 酢酸イソブチル C6H12O2 116.2
ラッカーの溶剤、合成樹脂塗料の溶
剤、接着剤や塗料などの溶剤、

40,000 -
<50,000

t 17.8 mmHg 118 ℃ 1p/18p 1.6 5.E-04 atm-m3/mol 2.4 ACGIH なし E E E A E C C C E B

110-27-0 iPMs 270.5
室内検出物質、非フタル酸エステル系可
塑剤非フタル酸エステル系可塑剤

9.4E-05 mmHg データなし 0.013 mg/L 7.72 0.0025 atm-m3/mol なし なし E × E D C E A E E #VALUE!

110-33-8 ジヘキサン－１－イル＝アジパート C18H34O4 314.5 塩ビ壁紙など合成樹脂の可塑性
10,000 -
<20,000

t 2.86E-06 mmHg 348 ℃ 0.0422 mg/L 6.3 2.E-05 atm-m3/mol なし なし E × E B B C A E E E

110-43-0 ２－ヘプタノン C7H14O 114.1
ハイブリッド塗料に最適である。木工・
建材塗料用の溶剤としても有効であ
る。、塗料などの溶剤、

1,000 -
<2,000

t 3.8 mmHg 151.5 ℃ 0.43 % 1.98 2.E-04 atm-m3/mol 0.77 ACGIH なし D E D C E E D E E C

110-49-6 ２－メトキシエチル＝アセタート C5H10O3 118.1
溶剤形・エマルション形接着剤、塗料
溶剤、

<1,000 t 0.67 kPa 145 ℃ 84000 mg/L 0.1 3.E-06 atm-m3/mol 0.0017 ACGIH なし B B B B C E C D E E C

110-52-1 １，４－ジブロモブタン C4H8Br2 215.9 殺虫剤・樹脂原料 <1,000 t 0.616 mmHg 197 ℃ 0.035 % 2.99 2.E-03 atm-m3/mol なし なし C C C C C E E D E E C

110-54-3 ノルマルヘキサン C6H14 86.18
トラフィックペイント、速乾性塗料など
の溶剤、塗料、インキ、ワックスの溶
剤、溶剤形接着剤溶剤

102,356 t 153 mmHg 69 ℃ 0.0011 % 4 2.E+02 Pa-m3/mol 0.47 産業衛生学会 なし C C C C A #VALUE! C A C E C

110-62-3 吉草酸アルデヒド C4H10O2 90.12
意図した用途は不明、何らかの製品
の不純物として検出されると考えられ
る

20,000 -
<30,000

t 34.3 mmHg 102-103 ℃ 1.4 g/100ml 1.31 1.E-04 atm-m3/mol 0.6 ACGIH なし D E D D #VALUE! E E E E ×

110-63-4 ブタン－１，４－ジオール C4H10O2 90.12 接着剤樹脂の架橋剤
50,000 -
<60,000

0.0104 mmHg 235 ℃ 100 g/L -0.83 1.E-09 atm-m3/mol なし なし B B B B D D C C E E E

110-71-4 １，２－ジメトキシエタン C4H10O2 90.12 反応溶媒、テフロン等の樹脂溶解剤 <1,000 t 76.4 mmHg 82-83 ℃ 1000000 mg/L -0.21 1.E-06 atm-m3/mol なし なし B B B B A C A B C E C

110-80-5 ２－エトキシエタノール C4H10O2 90.12
主として電着塗料（カチオン、アニオ
ン）、缶用塗料、塗料、インキ、ワック
スの溶剤、

1,000 -
<2,000

t 0.71 kPa 135 ℃ 1000000 mg/L -0.32 6.E-02 Pa-m3/mol 0.06 ACGIH,産業衛生なし B B B B C E B D E E C

110-82-7 シクロヘキサン C6H12 84.16
ペイント及びワニスの剥離剤、接着
剤、塗料、インキ、ワックス、防水剤の
溶剤、

330,916 t 98.4 mmHg 80.7 ℃ 0.0052 % 3.44 2.E+01 Pa-m3/mol 1.1 ACGIH なし E E E A #VALUE! C A C E C

110-85-0 ピペラジン C4H10N2 86.14 常温硬化型防食塗料原料
1,000 -
<2,000

t 0.16 mmHg 146 ℃ 15 g/100ml -1.17 2.E-09 atm-m3/mol なし なし ○ A × A B B A A D E C
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110-86-1 ピリジン C5H5N 79.1
ゴム・塗料などの溶剤、ゴム加硫促進
剤など

4,000 -
<5,000

t 2.76 kPa 5.2-115.3 ℃ 1000000 mg/L 0.65 1.E-05 atm-m3/mol 0.011 ACGIH 0.0025 IRIS R C C A A B D C C D E C

110-93-0 6-Methyl-5-hepten-2-one 126 室内検出物質、精油成分 1.12 hPa データなし 3020 mg/L 2.07 5E-05 atm-m3/mol なし なし D × D D E E D E E #VALUE!

111-15-9 ２－エトキシエチル＝アセタート C6H12O3 132.2
溶剤型塗料の溶剤、接着剤や塗料の
溶剤、

<1,000 t 0.24 kPa 156 ℃ 165 g/L 0.59 2.E-01 Pa.m3/mol(cite 0.09 ACGIH,産業衛生なし B B B B C E C C E E C

111-20-6 １，８－オクタン－ジ－カルボン酸［別名：セバシン酸］ C10H18O4 202.3

アルキド樹脂及び不飽和ポリエステ
ル樹脂、ウレタン用ポリエステル樹脂
の多塩基酸として使用することによ
り、内部可塑性、耐水性を向上させ

8,000 -
<9,000

t 5.55E-08 mmHg 294.5 ℃ 0.1 % 2.19 3.E-11 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C E E C

111-27-3 １－ヘキサノール C6H14O 102.2
塗料原料、特殊印刷インキ、天然樹
脂の溶剤、塗料などの溶剤、

300,000 -
<400,000

t 0.9272 mmHg 157 ℃ 7.9 g/L 2.03 2.E-05 atm-m3/mol なし なし E × E C E D C E E C

111-29-5 ペンタン－１，５－ジオール C5H12O2 104.2 ポリウレタン・ポリエステルの原料
50,000 -
<60,000

t 0.0039 mmHg 239 ℃ 66300 mg/L 0.27 3.E-07 atm-m3/mol なし なし E × E D E C D E E C

111-30-8 グルタルアルデヒド C5H8O2 100.1 皮革のなめし剤など <1,000 t 17 mmHg 187-189 ℃ 167000 mg/L -0.18 1.E-07 atm-m3/mol なし なし D C ○ A C A C D B C E E ×

111-40-0 N-(2-アミノエチル)-1,2-エタンジアミン C4H13N3 103.2
常温硬化型防食塗料原料、エポキシ
樹脂の硬化剤、接着剤の溶剤、殺
菌・防かび剤、

20,000 -
<30,000

t 0.03 kPa 207 ℃ 1000000 mg/L -2.13 3.E-07 atm-m3/mol 0.014 ACGIH なし ○ B C A C E B E E E B

111-42-2 ２，２’－イミノジエタノール C4H11NO2 105.1 軟化剤・乳化剤、洗浄剤、ワックス 16,232 t <0.0075 mmHg 268.8 ℃ 95.4 % -1.43 4.E-11 atm-m3/mol 0.0067 ACGIH なし D ○ B C B D C C C E E D

111-46-6 ジエチレングリコール C4H10O3 106.1
アルキド樹脂、ポリエステル樹脂の多
価アルコールとして用いられる。、溶
剤、インキ、接着剤、可塑剤、

70,000 -
<80,000

t 0.001 kPa 244-245 ℃ 1000000 mg/L -1.47 2.E-09 atm-m3/mol なし なし E × E D E C D E E E

111-65-9 オクタン C8H18 114.2
溶剤（接着剤や塗料などの樹脂の溶
解）

5,000 -
<6,000

t 14.1 mmHg 125.6 ℃ 0.66 mg/L 5.15 3.E+02 Pa-m3/mol 4.7 ACGIH,産業衛生なし E E E A #VALUE! D A D E C

111-66-0 オクタ－１－エン C8H16 112.2 接着剤や塗料などの溶剤
100,000 -
<200,000

t 17.4 mmHg 121 ℃ 0.00027 % 4.57 1.E+02 Pa-m3/mol なし なし E × E A #VALUE! D A D E C

111-70-6 １－ヘプタノール C7H16O 116.2 塗料などの溶剤
300,000 -
<400,000

t 28.8 Pa 176 ℃ 難溶 2.72 2.E-05 atm-m3/mol なし なし E × E D #VALUE! E C E E C

111-76-2 ２－ブトキシエタノール C6H14O2 118.2

溶剤型エポキシ・アクリル・アルキド
樹脂塗料用溶剤、水系アクリル樹脂
エマルション用造膜助剤、塗料、イン
キ、ワックスの溶剤、溶剤形・エマル

27,163 t 0.15 kPa 171-172 ℃ 1000 g/L 0.83 2.E-06 atm-m3/mol 0.32 ACGIH 2.5 IRIS R C C C C C E C C E E C

111-77-3 ２－（２－メトキシエトキシ）エタノール C5H12O3 120.2
樹脂溶解剤、ラッカー用溶剤、水性塗
料の可溶化剤、粘土調整剤、塗料や
インキなどの溶剤、

20,000 -
<30,000

t 0.225 mmHg 193 ℃ 1000000 mg/L -1.14 2.E-11 atm-m3/mol なし なし C C C C D B C C E E C

111-84-2 ｎ－ノナン C9H20 128.3 溶剤 <1,000 t 16.6 mmHg 150.82 ℃ 1.7E-05 % 5.65 3.E+00 atm-m3/mol 3.3 ACGIH なし E E E B D D B C E C

111-87-5 オクタン－１－オール C8H18O 130.2 塗料などの溶剤 3,548 t 0.01 kPa 194-195 ℃ 0.54 g/L 3.07 3.E+00 Pa-m3/mol なし なし E × E D E E C E E C

111-90-0 ２－（２－エトキシエトキシ）エタノール C6H14O3 134.2
ラッカー、ウッドステイン、塗料やイン
キなどの溶剤、

8,562 t 0.126 mmHg 218.5 ℃ 1000000 mg/L -0.15 2.E-08 atm-m3/mol なし なし E × E D E C C E E C

111-92-2 ジ－ｎ－ブチルアミン C8H19N 129.2 ゴム薬品・加硫促進剤、塗料など <1,000 t 2.59 mmHg 159-160 ℃ 0.47 % 2.83 9.E-05 atm-m3/mol なし なし D × D C E E C E E C

111-96-6 １－メトキシ－２－（２－メトキシエトキシ）エタン C6H14O3 134.2
反応溶媒、分離・抽出剤、樹脂溶解
剤、電子材料用溶剤

<1,000 t 2.97 mmHg 162 ℃ 1000000 mg/L -0.36 5.E-07 atm-m3/mol なし なし B B B B C E B D E E C

112-03-8 トリメチル（オクタデカン－１－イル）アンモニウム＝クロリド C21H46ClN ?
繊維、合成樹脂の柔軟剤、帯電防止
剤、撥水剤など

データなし 5.35E-11 mmHg データなし 1.579 mg/L 4.17 5.E-10 atm-m3/mol なし なし D × D E #VALUE! C C E E #VALUE!

112-07-2 ブチルグリコールアセテート C8H16O3 160.2 塗料溶剤、溶剤等、 1175 t 0.233 mmHg 192 ℃ 8.92 g/L 1.51 7.E-06 atm-m3/mol 0.43 ACGIH なし C C C C C #VALUE! C C E E C

112-15-2 ジエチレングリコールモノエチルエーテルアセテート C8H16O4 176.2
合成樹脂塗料などの高沸点溶剤、塗
料の溶剤、接着剤、

3,000 -
<4,000

t 0.148 mmHg 218.5 ℃ 1000000 mg/L 0.32 2.E-08 atm-m3/mol なし なし E × E D E C C E E C

112-24-3 トリエチレンテトラミン C6H18N4 146.2
常温硬化防食塗料原料、エポキシ樹
脂硬化剤、

7,000 -
<8,000

<0.01 mmHg 266-267 ℃ 4770000 mg/L -1.5 1.7E-11 atm-m3/mol なし なし ○ B B A C B B B E E B

112-25-4 ２－（ヘキサン－１－イルオキシ）エタノール C8H18O2 146.2
電着塗料用溶剤、樹脂溶解剤、ラッ
カー、粘土調整剤、溶剤、

8,000 -
<9,000

t 0.051 mmHg 208 ℃ 6580 mg/L 1.86 3.E-06 atm-m3/mol なし なし E × E D E D D E E C
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112-27-6 トリエチレングリコール C6H14O4 150.2
ポリエステル樹脂の多価アルコール
として用いられる。、溶剤、

10,000 -
<20,000

t 0.00132 mmHg 285 ℃ 1000000 mg/L -1.75 3.E-10 atm-m3/mol なし なし E × E D D C C E E C

112-30-1 デカン－１－オール C10H22O 158.3 塗料などの溶剤 データなし 0.00851 mmHg 232.9 ℃ 0.0037 % 4.57 3.E-05 atm-m3/mol なし なし E × E B D D B E E C

112-34-5 ２－（２－ブトキシエトキシ）エタノール C8H18O3 162.2

樹脂溶解剤、ラッカーの白化防止剤、
水性塗料の可溶化剤、ゴムなどの耐
寒性可塑剤、接着剤や塗料などの溶
剤

20,000 -
<30,000

t 0.022 mmHg 230.4 ℃ 1000000 mg/L 0.56 7.E-09 atm-m3/mol なし なし E × E D D C C E E C

112-35-6 トリエチレングリコールモノメチルエーテル C7H16O4 164.2
樹脂溶解剤、ラッカー、水性塗料の可
溶化剤、粘土調整剤

7,000 -
<8,000

t 0.075 mmHg 246 ℃ 1000000 mg/L 1.46 4.E-14 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C E E C

112-36-7 ３，６，９－トリオキサウンデカン C8H18O3 162.2 塗料溶剤 <1,000 t 0.000427 mmHg 188 ℃ 1000000 mg/L 0.39 9.E-11 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C E E C

112-40-3 ｎ－ドデカン C12H26 170.3 接着剤や塗料などの溶剤
100,000 -
<200,000

t 18 Pa 216.3 ℃ 溶けない 5.9 8.E+00 atm-m3/mol なし なし E × E D #VALUE! E D E E C

112-49-2 ２，５，８，１１－テトラオキサドデカン C8H18O4 178.2 溶剤
10,000 -
<20,000

t 0.0403 mmHg 216 ℃ 249000 mg/L -0.76 3.E-09 atm-m3/mol なし なし B B B B D E C C E E C

112-50-5 トリエチレングリコールモノエチルエーテル C8H18O4 178.2 溶剤
5,000 -
<6,000

t 0.051 mmHg 256 ℃ 1000000 mg/L -2.79 5.E-14 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C E E C

112-55-0 n－ドデシルメルカプタン C12H26S 202.4 エポキシ樹脂硬化剤
4,000 -
<5,000

0.33 kPa 266-285 ℃ データなし データなし データなし 0.0028 ACGIH なし ○ A C A C #VALUE! #VALUE! #VALUE! D E #VALUE!

112-57-2 ３，６，９－トリアザウンデカン－１，１１－ジイルジアミン C8H23N5 189.3 エポキシ樹脂の硬化剤
3,000 -
<4,000

t 7.96E-07 mmHg 333 ℃ 6540000 mg/L -3.16 3.E-20 atmcum/mol なし なし ○ B × A D B C C E E B

112-73-2 １－［２－（２－ブトキシエトキシ）エトキシ］ブタン C12H26O3 218.3 塗料溶剤
10,000 -
<20,000

t <0.01 hPa 256 ℃ 3.00E+03deriveddata） 1.92 3.E-06 atm-m3/mol なし なし E × E D E D C E E C

112-85-6 ドコサン酸 C22H44O2 340.6 高級油脂製品原料など 00 - <90,000 t 7.15E-08 mmHg 306 ℃ 6.1E-05 mg/L 9.91 2.E-04 atm-m3/mol なし なし E × E C B E B E E ×

113-48-4
４－（２－エチルヘキサン－１－イル）－４－アザトリシクロ［５．２．１．０
（２，６）］デカ－８－エン－３，５－ジオン

C17H25NO2 275.4 共力剤 データなし 1.84E-05 mmHg データなし 15 mg/L 3.7 4.E-07 atm-m3/mol なし なし D × D C E C A E E C

114-26-1 Ｎ－メチルカルバミン酸２－イソプロポキシフェニル C11H15NO3 209.2 シロアリ駆除剤、防除剤、 データなし 7.50E-06 mmHg データなし 約0.2 % 1.52 2.E-04 Pa-m3/mol 0.0017 ACGIH 0.05 ADI(J) C B B B C D D B E E D

115-10-6 ジメチルエーテル C2H6O 46.07
塗料などのエアロゾル噴射剤、接着
剤の噴射剤、

データなし 4430 mmHg -24.82 ℃ 35.3 % 0.1 8.E-02 Pa-m3/mol なし なし E × E A #VALUE! A A B E B

115-11-7 イソブテン C4H8 56.11 ブチルゴムの原料
900,000 -

<1,000,000
t 2310 mmHg -6.9 ℃ 0.0263 % 2.35 2.E-01 atm-m3/mol なし なし E × E A E E E C E C

115-32-2 ジコホル C14H9Cl5O 370.5 シロアリ駆逐剤、ダニ殺虫剤 データなし 1.21E-08 mmHg 180 ℃ 1.32 mg/L 3.54 2.E-07 atm-m3/mol なし 0.0005 ADI(J) D ○ A A A A E A A D E D

115-77-5 ペンタエリトリトール C5H12O4 136.2
アルキド樹脂、ロジンエステル等、樹
脂の原料、

10,000 -
<20,000

t 15.1 mmHg 276 ℃ 1 g/18ml -1.69 4.E-10 atm-m3/mol 0.033 ACGIH なし C D C B B A A D E C

115-84-4 ２－ｎ－ブチル－２－エチル－１，３－プロパンジオール C9H20O2 160.3

オイルフリーアルキド樹脂、不飽和ポ
リエステル樹脂、ポリエステル系可塑
剤、ポリウレタン樹脂、メラミンアルキ
ド樹脂潤滑油

50,000 -
<60,000

t 0.00065 mmHg 262 ℃ 1042 mg/L 2.13 1.E-06 atm-m3/mol なし なし D × D D E D C E E C

115-86-6 トリフェニル＝ホスファート C18H15O4P 326.3
、可塑剤、難燃性可塑剤など、可塑
剤、難燃剤

6,000 -
<7,000

t 0.0075 mmHg 245 ℃ 0.001 g/100ml 4.59 3.E-06 atm-m3/mol 0.01 ACGIH なし D B C B A C B A E E B

115-96-8 トリス（２－クロロエチル）＝ホスファート C6H12Cl3O4P 285.5
ポリエステル用難燃剤、壁紙などの
樹脂用難燃剤、

6,000 -
<7,000

t 0.06125 mmHg 330 ℃ 7000 ppm 1.43 3.E-01 Pa-m3/mol なし なし C C C C C E E E E E E D

117-81-7 フタル酸ビス(2-エチルヘキシル) C24H38O4 390.6

可塑剤、シート、レザー、電線被覆
材、ペーストなど、壁紙、床材などに
使用される軟質塩化ビニル樹脂系の
可塑剤、接着剤・塗料・インキの可塑

159,599 t 0.003 mmHg 231 ℃ 0.00027 g/L 4.89 2.E-05 atm-m3/mol 0.12 室内指針値 0.06 環境要 B B B B B A D C A C E B

118-79-6 ２，４，６－トリブロモフェノール C6H3Br3O 331 難燃剤、殺菌剤、木材防腐剤
2,000 -
<3,000

t 5.72E-05 mmHg 244 ℃ 0.007 g/L 4.1 4.E-08 atm-m3/mol なし なし B × B C D C C E E D

119-06-2 ジトリデシル＝フタラート C34H58O4 530.8 耐熱電線、耐熱レザー
90,000 -
<100,000

t 2.51E-11 mmHg 285 ℃ 1.48E-09 mg/L 13.45 2.E-04 atm-m3/mol なし なし D × D B A D A A B ×

119-12-0
チオリン酸Ｏ，Ｏ－ジエチル－Ｏ－（６－オキソ－１－フェニル－１，６－
ジヒドロ－３－ピリダジニル）

C14H17N2O4P340.3 シロアリ防除剤、防除剤、 データなし 5.54E-08 mmHg データなし 13.1 mg/L 3.2 5.E-06 Pa-m3/mol 0.00067 産業衛生学会 0.002 水道目標 A A A C #VALUE! B B E E D

62
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CAS_RN 物質名 分子式 分子量 用途　文献情報
取扱量
(2012)

単位 蒸気圧 単位 沸点 単位 溶解度 単位
分配係数
logPow

ヘンリー
定数
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発が
ん
性
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吸入
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有害性
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経路
①
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②
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③
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⑥

経路
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曝露情報 物理化学性状 吸入長期 有害性ランク 曝露性ランク確度情報経口長期

119-47-1 ２，２’－メチレンビス（４－メチル－６－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール） C23H32O2 340.5
プラスチック酸化防止剤、有機ゴム薬
品（老化防止剤）、接着剤の劣化・酸
化防止剤

1,000 -
<2,000

t 2.50E-09 mmHg 187 ℃ 0.02 mg/L 6.25 8.E-12 atm-m3/mol なし なし D × D B A A A D D B

119-64-2 テトラヒドロナフタリン C10H12 132.2
焼付用塗料などに使用、塗料等の溶
剤、防水剤、

データなし 0.368 mmHg 207.2 ℃ 47 mg/L 3.49 2.E-03 atm-m3/mol なし なし D × D D E E E E E C

120-40-1 Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシエチル）ドデカンアミド C16H33NO3 287.4
シャンプー、液体洗剤、クリームなど
の増粘剤など

データなし 6.70E-09 mmHg データなし 226 mg/L 2.89 2.E-12 atm-m3/mol なし なし D × D E C D D E E D

120-47-8 ethyl paraben 166 室内検出物質、化粧品防腐剤 9.3E-05 mmHg データなし 885 mg/L 2.45 2E-08 atm-m3/mol なし なし E × E E D D D E E #VALUE!

120-55-8 ジエチレングリコールジベンゾエート C18H18O5 314.3 可塑剤 <1,000 t 12.8 Pa 225 ℃ 溶ける 3.04 3.E-12 atm-m3/mol なし なし E × E D #VALUE! C C E E E

120-61-6 ジメチル＝テレフタラート C10H10O4 194.2
アルキド樹脂の多塩基酸用。不飽和・
飽和ポリエステル樹脂の多塩基酸用

106,851 t 0.0106 mmHg 288 ℃ 0.0328 g/L 2.25 1.E+01 Pa-m3/mol なし 0.025 IRIS RfD C B B B D E E E E E C

120-78-5 ジ（ベンゾチアゾリル－２）ジスルフィド C14H8N2S4 332.5 有機ゴム薬品（加硫促進剤）
1,000 -
<2,000

t 2.54E-10 mmHg データなし 10 mg/L 4.5 2.E-13 atm-m3/mol なし なし ○ B × A C B C C E E E

120-80-9 ピロカテコール C6H6O2 110.1
酸化・老化防止剤、加硫酸、加硫促
進剤

3,251 t 0.03 mmHg 245.5 ℃ 461 g/L 0.88 3.E-09 atm-m3/mol 0.077 ACGIH なし B B B B E D D D E E ×

120-82-1 １，２，４－トリクロロベンゼン C6H3Cl3 181.5
染料、顔料、塗料、溶剤、洗浄剤、潤
滑剤、合成中間体、熱媒、トランス油

データなし 0.43 mmHg 213 ℃ 0.00379 % 3.98 1.E-03 atm-m3/mol なし 0.07 米国安 D C B B B E E C E E C

120-83-2 2,4-dichlorophenol 163 室内検出物質、染料原料・農薬原料 12 Pa データなし 4870 mg/L 3.17 4E-06 atm-m3/mol なし 0.077 水質クB B B B E E E D E E ×

121-44-8 トリエチルアミン C6H15N 101.2
防錆剤、電着塗料、ｐH調整剤、水溶
化剤、分子量調整剤、エポキシ樹脂
硬化剤、

4,000 -
<5,000

t 68.5 mmHg 89-90 ℃ 5.5 % 1.45 1.E-04 atm-m3/mol 0.007 IRIS RfC なし D B C B B E D D D E C

121-69-7 Ｎ，Ｎ－ジメチルアニリン C8H11N 121.2
エポキシ樹脂硬化剤、有機ゴム薬品
の加硫促進剤、合成樹脂の硬化促進
剤・触媒

0.503 mmHg 192-194 ℃ 1450 mg/L 2.3 6.E-05 atm-m3/mol 0.083 ACGIH,産業衛生 0.005 IRIS R C C A A D E E D E E B

121-75-5 malathion 330 室内検出物質、園芸用殺虫剤 3.4E-06 mmHg データなし 143 mg/L 2.89 1E-08 atm-m3/mol 0.0033 ACGIH 0.05 水道 D B B A D D C C E E E

121-91-5 イソフタル酸 C8H6O4 166.1

耐候性、耐化学薬品性、耐水性、接
着性、光沢、耐衝撃性等に優れた樹
脂が得られ、PCM塗料、粉体塗料等
に広く使用されている。

100,000 -
<200,000

t 0.068 mmHg 119-121 ℃ 1p/8000p 1.66 4.E-13 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C E E C

122-14-5
Ｏ，Ｏ－ジメチル＝Ｏ－（３－メチル－４－ニトロフェニル）＝ホスホロチオ
アート

C9H12NO5PS 277.2 シロアリ防除剤、防除剤、 データなし 0.000006 mmHg 118 ℃ 30 mg/L 3.27 9.E-07 atm-m3/mol 0.0033 産業衛生学会 0.003 環境要監視 B A A C E C B E E D

122-39-4 ジフェニルアミン C12H11N 296.5 ゴム薬品・酸化・老化防止剤
1,000 -
<2,000

t 1 mmHg 302 ℃ 0.055 g/L 3.44 3.E-06 atm-m3/mol 0.033 ACGIH 0.06 ADI(J) D C C B B E E E D E E E

122-60-1 ２－（フェノキシメチル）オキシラン C9H10O2 150.2 接着剤の希釈剤 <1,000 0.01 mmHg 243 ℃ 2.4 g/L 1.61 8.E-02 Pa-m3/mol 0.002 ACGIH なし B C ○ A B A D E D C E E E

122-62-3 セバシン酸ビス（２－エチルヘキシル） C26H50O4 426.7
耐寒性可塑剤、合成潤滑剤、グリス、
精密機械油溶剤、合成ゴム軟化剤、
合成樹脂の可塑剤、

3,000 -
<4,000

t 1.80E-07 mmHg 256 ℃ 10.08 2.E-04 atm-m3/mol なし なし E × E D A D A C D E

122-99-6 エチレングリコールモノフェニルエーテル C8H10O2 138.2
樹脂溶解剤、造膜助剤、エマルジョン
塗料の安定化剤、殺菌剤、防かび剤
など、衣類の害虫用

6,000 -
<7,000

t 0.00975 mmHg 245.2 ℃ 2.67 g/100ml 1.2 5.E-08 atm-m3/mol なし なし E × E D D C C E E C

123-19-3 ４－ヘプタノン C7H14O 114.2 溶剤 <1,000 t 5.25 mmHg 144 ℃ 3200 mg/L 1.7 5.E-05 atm-m3/mol 0.77 ACGIH なし D E D C E D D E E C

123-28-4 ジラウリルチオジプロピオン酸エステル C30H58O4S 514.8

プラスチック酸化防止剤、有機ゴム薬
品（老化防止剤）、ポリオレフィン、ス
チレン系樹脂の酸化防止剤、接着剤
の劣化・酸化防止剤

3,000 -
<4,000

t 6.51E-09 mmHg データなし 4.9E-08 mg/L 11.79 4.E-06 atm-m3/mol なし なし E × E D A B A B C D

123-31-9 ヒドロキノン C6H6O2 110.1 合成樹脂の重合禁止剤
10,000 -
<20,000

t 0.00067 mmHg 285-287 ℃ 80.1 g/L 0.59 4.E-11 atm-m3/mol 0.0067 ACGIH なし C C ○ B C A E C D D E E C

123-42-2 ４－ヒドロキシ－４－メチル－２－ペンタノン C6H12O2 116.2
アクリル系・アルキド系・エポキシ系・
水溶性塗料、ラッカー、ラッカー、塗料
などの溶剤、溶剤形接着剤溶剤

2,000 -
<3,000

t 1.71 mmHg 167.9 ℃ 1000000 mg/L -0.14 3.E-07 atm-m3/mol 0.8 ACGIH なし D E D C E B C E E C

123-51-3 イソペンチルアルコール C5H12O 104.2
塗料用溶剤、塗料用イソアミル誘導
体の製造中間体、接着剤や塗料など
の溶剤、

300,000 -
<400,000

t 3.18 mmHg 130.5 ℃ 2 g/100ml 1.28 1.E-05 atm-m3/mol 1.2 ACGIH,産業衛生なし E E E C #VALUE! D D E E C

123-72-8 ｎ－ブチルアルデヒド C4H8O 72.11

有機溶剤として使用されるブチルアル
コールやアクリル樹脂の原料の1つで
ある2-エチルへキシルアルコールの
原料

20,000 -
<30,000

t 111 mmHg 74.8 ℃ 7.1 wt-% 0.88 1.E-04 atm-m3/mol なし なし C C C C B E D D D E ×
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123-75-1 ピロリジン C4H9N 71.12
エポキシ樹脂硬化剤、ポリウレタン用
触媒

データなし 8.36 kPa 89 ℃ 混和する 0.46 2.E-06 atm-m3/mol なし なし D × D B #VALUE! B C D E E

123-77-3 Ｃ，Ｃ’－ジアゼンジイルジメタンアミド C2H4N4O2 116.1
塗料の見かけ膜厚を厚くしたり、塗料
に断熱性や遮音性を付与する、有機
発泡剤、

1,000 -
<2,000

t 2.19E-09 mmHg データなし <0.05 g/L -1.7 8.E-13 atm-m3/mol なし なし ○ A × A D B C C E E C

123-86-4 酢酸ブチル C6H12O2 116.2
各種塗料溶剤、シンナー、接着剤、塗
料、インキ、ワックス、防水剤の溶剤、

40,000 -
<50,000

t 11.5 mmHg 125-126 ℃ 1p/120p 1.82 3.E-04 atm-m3/mol 1.6 産業衛生学会 なし E E E A D C C C E B

123-91-1 １，４－ジオキサン C4H8O2 88.11

塗料用（ラッカー、ワニス）溶剤、リ
ムーバーの溶剤、油脂・ロウ・樹脂・
ペンキ・ワニス・ラッカー・グリースなど
の溶剤・洗浄剤、

2,261 t 4.95 kPa 101.1 ℃ 1000000 mg/L -0.27 5.E-06 atm-m3/mol 0.12 産業衛生学会 0.05 環境要 B C B B B B E B D D E C

123-92-2 酢酸イソペンチル C7H14O2 130.2
溶剤型塗料の溶剤、接着剤や塗料な
どの溶剤、

5.6 mmHg 142 ℃ 1p/400p 2.13 6.E-04 atm-m3/mol 0.9 ACGIH なし D E D B E D D D E C

123-95-5 ブタン－１－イル＝ステアラート C22H44O2 340.6 塗料添加剤
30,000 -
<40,000

t 5.80E-06 mmHg 343 ℃ 0.2 % 9.7 4.E-02 atm-m3/mol なし なし E × E B C E A C D C

124-04-9 アジピン酸 C6H10O4 146.1
多塩基酸として不飽和ポリエステル、
アルキド樹脂の原料

80,000 -
<90,000

t 0.0728 mmHg 337.5 ℃ 15 g/L 0.08 5.E-12 atm-m3/mol 0.017 ACGIH なし C D C D B C C E E C

124-09-4 ヘキサン－１，６－ジイルジアミン C6H16N2 116.2
ヘキサメチレンジイソシアネート
（HDI）、ポリアミド系ワックスの原料、
エポキシ樹脂硬化剤、

50,000 -
<60,000

t 200 Pa 205 ℃ 800 g/L 0.35 3.E-09 atm-m3/mol 0.0077 ACGIH なし B C B B B A A D E A

124-17-4 ジエチレングリコールモノブチルエーテルアセテート C10H20O4 204.3 塗料溶剤、塗料やインキなどの溶剤、
3,000 -
<4,000

t 0.0398 mmHg 245 ℃ 6.5 g/100ml 2.9 2.E-07 atm-m3/mol なし なし D × D D D C C E E C

124-18-5 ｎ－デカン C10H22 142.3 接着剤や塗料などの溶剤
100,000 -
<200,000

t 100 Pa 174.15 ℃ 0.009 mg/L 5.01 5.E+00 atm-m3/mol なし なし E × E D #VALUE! E E E E C

124-19-6 ノナナール C9H18O 142.2
塗料の溶剤に使用されるノナノール
が酸化、あるいは微生物に代謝され
ることにより生成される可能性がある

20,000 -
<30,000

t 0.371 mmHg 191 ℃ 96 mg/L 3.27 7.E-04 atm-m3/mol なし なし E × E D E E D E E C

124-38-9 二酸化炭素 CO2 44.01
石油やガスの燃焼で生じる。人の呼
気に含まれる。

データなし 644 kPa データなし 反応する 0.83 2.E-02 atm-m3/mol 30 ACGIH,産業衛生なし E E E B #VALUE! E E D E ×

124-40-3 ジメチルアミン C2H7N 45.08 殺虫・殺菌剤、ゴムの加硫促進剤 7,375 t 1520 mmHg 7 ℃ 354 g/100ml -0.2 2.E-05 atm-m3/mol 0.031 ACGIH なし D C D C B E C D D E ×

124-48-1 ジブロモクロロメタン CHBr2Cl 208.3
塩素処理した水道水から放散される
可能性がある

データなし 5.54 mmHg 1.3-121.8 ℃ 2.51 g/L 2.16 8.E-04 atm-m3/mol なし 0.1 水道基 C C B B D E E E E E ×

126-30-7 ２，２－ジメチル－１，３－プロパンジオール C5H12O2 104.2

ポリエステル樹脂の多価アルコール
として用いられ、焼付塗料では、耐衝
撃性、耐薬品性が向上する。また水
溶性アルキド樹脂に用いられる多価

50,000 -
<60,000

t 0.225 mmHg 208 ℃ 約65 w/w％ -0.84 3.E-07 atm-m3/mol なし なし E × E D E C E E E C

126-71-6 リン酸トリイソブチル C12H27O4P 266.3 難燃剤 <1,000 0.002 hPa データなし 265 mg/L 3.6 2.E-06 atm-m3/mol なし なし E × E E E D C E E D

126-73-8 リン酸トリ－ｎ－ブチル C12H27O4P 266.3
耐光性白色ラッカー、レザー用消泡
剤など、接着剤・塗料・インキ・ワック
スの添加剤、

<1,000 t 0.8 mmHg 289 ℃ 0.39 g/L 4 1.E-06 atm-m3/mol 0.0073 ACGIH なし C B C B A C B A E E B

126-99-8 クロロプレン C4H5Cl 88.54
クロロプレンゴム、ゴム系接着剤の原
料

データなし 219 mmHg 59.4 ℃ 0.026 g/100ml 2.1 6.E-02 atm-m3/mol 0.12 ACGIH なし B B B B A E E E C E E

127-18-4 ペルクロロエテン C2Cl4 165.8 溶剤、溶剤等、 データなし 2.42 kPa 121 ℃ 0.24 g/L 2.88 2.E-02 atm-m3/mol 0.2 環境基準 0.01 環境基 B B A A B E E D D E C

127-90-2 ２，３，３，３，２’，３’，３’，３’－オクタクロロジプロピルエーテル C6H6Cl8O 377.7 シロアリ防除剤、共力剤、 データなし 0.00175 mmHg 144-150 ℃ 1.53 mg/L 5.1 6.E-07 atm-m3/mol なし なし D × D A D A A E E D

127-91-3 ピネン C10H16 136.2 針葉樹の発揮成分
1,000 -
<2,000

t 2.93 mmHg 164-166 ℃ 4.89 mg/L 4.16 2.E-01 atm-m3/mol 0.37 ACGIH なし D ○ A D A C E E D E E E

128-04-1 ナトリウム＝ジメチルジチオカルバマート C3H6NNaS2 ? 有機ゴム薬品（加硫促進剤）
4,000 -
<5,000

t 4.17E-09 mmHg データなし 1000000 mg/L -0.71 8.E-15 atm-m3/mol なし なし D × D E #VALUE! D D E E #VALUE!

128-37-0 ２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メチルフェノール C15H24O 220.4

皮張り防止剤、プラスチック酸化防止
剤、アルキルフェノール系防止剤で、
天然ゴム、ジエン系合成ゴム、CR用。
一般製品、テラックス用として用いら

5,433 t 1.3 kPa 265 ℃ 0.4 mg/L 5.1 4.E-06 atm-m3/mol 0.0067 ACGIH なし D B C B A B B A D E C

129-00-0 ピレン C16H10 202.3
石油、石炭、樹脂、紙、木材など、炭
素化合物の不完全燃焼により生じる

データなし 0.0119 Pa 404 ℃ 溶けない 4.88 1.E-05 atm-m3/mol 1.1E-07 WHO UR 0.83 水質ク C A C A D #VALUE! E D E E ×

131-11-3 フタル酸ジメチル C10H10O4 194.2

可塑剤、アセチルセルロース、二トロ
セルロース樹脂用可塑剤および有機
過酸化物の希釈剤、壁紙、床材など
に使用される軟質塩化ビニル樹脂系

2,000 -
<3,000

t <0.01 mmHg 283.7 ℃ 0.43 g/100ml 1.6 2.E-07 atm-m3/mol 0.017 ACGIH 270 水質ク D C D C C D B B E E B
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131-17-9 ジアリル＝フタラート C14H14O4 246.3 アクリルエマルションの架橋剤 データなし 2.33 mmHg 161 ℃ 182 mg/L 3.23 4.E-07 atm-m3/mol なし なし C × C D E C C E E C

131-56-6 ２，４－ジハイドロキシベンゾフェノン C13H10O3 214.2
紫外線吸収剤　工業塗料用、紫外線
吸収剤、

データなし 194 ℃ 2.96 3.E-11 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C E E C

131-57-7 ２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン C14H12O3 228.2 紫外線吸収剤 データなし 1.42E-06 mmHg 150-160 ℃ 68.6 mg/L 3.79 2.E-08 atm-m3/mol なし なし E × E B B B B E E C

133-06-2
Ｎ－トリクロロメチルチオ－４－シクロヘキセン－１，２－ジカルボキシイミ
ド

C9H8Cl3NO2S 300.6 塗料・壁紙・プラスティック類の殺菌剤 データなし 0.00006 mmHg データなし 3.3 mg/L 2.35 7.E-09 atm-m3/mol 0.017 ACGIH 0.3 水道目 C ○ A C A D D C C E E C

134-62-3 ディート C12H17NO 191.3 蚊等の忌避 データなし 0.00254 mmHg 160 ℃ 912 mg/L 2.35 2.E-08 atm-m3/mol なし なし E × E B D A A D E B

135-19-3 ２－ナフトール C10H8O 144.2 酸化防止剤、防腐剤、防かび剤 000 - <4,000 t 0.00032 mmHg 285-286 ℃ 1 g/1000ml 2.7 3.E-08 atm-m3/mol なし なし A × A D C C C E E E

135-57-9 二硫化ビス（２－ベンゾイルアミノフェニル） C26H20N2O2S456.6 有機ゴム薬品（素練促進剤） <1,000 t 2.42E-17 mmHg データなし 0.162 mg/L 4.59 4.E-15 atm-m3/mol なし なし E × E C B C C E E E

135-98-8 sec-ブチルベンゼン C10H14 134.2 塗料、インキ、ワックスの溶剤 <1,000 t 1.75 mmHg 173.5 ℃ 17.6 mg/L 4.57 2.E-02 atm-m3/mol なし なし D × D C E E C E E C

136-23-2 ジブチル・ジチオカルバミン酸亜鉛 C18H36N2S4Z ? 有機ゴム薬品（加硫促進剤） <1,000 t 5.8E-11 mmHg データなし 0.0104 mg/L 7.04 5.E-08 atm-m3/mol なし 7.4 水質ク D ○ B D A C #VALUE! B B D E #VALUE!

136-30-1 ナトリウム＝Ｎ，Ｎ－ジブタン－１－イルジチオカルバマート C9H18NNaS2 ? 有機ゴム薬品（加硫促進剤）
4,000 -
<5,000

t 3E-11 mmHg データなし 112200 mg/L -0.2 8.E-16 atm-m3/mol なし なし D × D E #VALUE! D D E E #VALUE!

137-26-8 Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチル－２，３－ジチアジチオスクシンアミド C6H12N2S4 240.4

チウラム系加硫促進剤の代表は天然
ゴム、ジエン系合成ゴム、ⅡR、EPDM
の超促進剤としての利用度が高い。
白色あるいは色ゴムに適する。硫黄

1,000 -
<2,000

t 1.73E-05 mmHg 129 ℃ 16.5 mg/L 1.82 3.E-07 atm-m3/mol 0.0033 ACGIH 0.006 環境基 D C ○ B A A E E D D E E E

137-30-4 ビス（ジメチルジチオカルバマト－κ（２）Ｓ，Ｓ’）亜鉛 C6H12N2S4Zn305.8 有機ゴム薬品（加硫促進剤） 1.00E-07 mmHg データなし 65 mg/L 1.09 6.E-10 atm-m3/mol なし 0.0075 ADI(J) D C ○ A A A E E D D E E E

137-32-6 ２－メチルブタン－１－オール C5H12O 88.15
塗料用溶剤、塗料用イソアミル誘導
体の製造中間体

300,000 -
<400,000

t 3.13 mmHg 128 ℃ 3.6 g/100g 1.3 1.E-05 atm-m3/mol なし なし E × E C #VALUE! D D E E C

138-86-3 ４－イソプロペニル－１－メチルシクロヘキサ－１－エン C10H16 136.2 皮張り防止剤 <1,000 t 1.55 mmHg 5.5-176.5 ℃ 13.8 mg/L 4.5732（estimatatm-m3/mol なし なし ○ B × A C #VALUE! E C E E C

140-11-4 ベンジル＝アセタート C9H10O2 150.2 塗料やインキなどの溶剤 <1,000 t 0.177 mmHg 213 ℃ 3100 mg/L 1.96 1.E-05 atm-m3/mol 0.2 ACGIH なし D D D D D E E D E E C

140-31-8 ２－（ピペラジン－１－イル）エチルアミン C6H15N3 129.2 常温硬化型防食塗料原料
1,000 -
<2,000

t 0.0587 mmHg 220 ℃ >1000 g/L -1.48 7.E-13 atm-m3/mol なし なし ○ B × A D B C C E E C

140-66-9 ４－（２，４，４－トリメチルペンタン－２－イル）フェノール C14H22O 206.3 酸化防止剤、防錆剤 データなし 0.000478 mmHg 279 ℃ 5 mg/L 5.28 7.E-06 atm-m3/mol なし なし C C C C C D D C E E C

140-88-5 エチル＝アクリラート C5H8O2 100.1

アクリル酸エステル、メタクリル酸エス
テル、酢酸ビニル、スチレンなど他の
モノマーとの共重合物はアクリル樹脂
として、光沢、硬度、密着性、耐候性、

21,045 t 5.14 kPa 99.4 ℃ 2 g/100ml 1.32 2.E+01 Pa-m3/mol 0.067 ACGIH なし B C ○ B B A B E D D D E C

141-04-8 ジイソブチル＝ヘキサンジオアート C14H26O4 258.4 塩ビ壁紙など合成樹脂の可塑性
10,000 -
<20,000

t 0.75 Pa 293 ℃ 難溶 4.19 5.E-06 atm-m3/mol なし なし E × E A C B A E E D

141-18-4 アジピン酸ブトキシエチル C18H34O6 346.5 ポリビニルブチラール用の可塑剤 データなし 3.58E-05 mmHg データなし 101 mg/L 3.78 2.E-07 atm-m3/mol なし なし E × E D D B B E E E

141-32-2 アクリル酸n-ブチル C7H12O2 128.2

アクリル酸エステル、メタクリル酸エス
テル、酢酸ビニル、スチレンなど他の
モノマーとの共重合物はアクリル樹脂
として、光沢、硬度、密着性、耐候性、

118,595 t 3.23 mmHg 145 ℃ 0.14 g/100ml 2.38 7.E-04 atm-m3/mol 0.033 ACGIH なし D ○ A D A B E D C D E C

141-43-5 ２－アミノエタノール C2H7NO 61.08
防錆剤、電着塗料、ｐH調整剤、水溶
化剤、分子量調整剤

17,685 t 0.05 kPa 170.8 ℃ 1000000 mg/L -1.31 3.E-08 atm-m3/mol 0.025 ACGIH,産業衛生なし C D C C D B D E E C

141-78-6 酢酸エチル C4H8O2 88.11
各種塗料溶剤、シンナー、接着剤、塗
料、インキ、ワックス、防水剤の溶剤、

200,000 -
<300,000

t 93.4 mmHg 77 ℃ 1 ml/10ml 0.73 1.E-04 atm-m3/mol 2.4 産業衛生学会 0.23 IRIS RfD E C C A D B B B E B

141-79-7 ４－メチル－３－ペンテン－２－オン C6H10O 98.14 溶剤 データなし 11 mmHg 130 ℃ 約1 p/30p 1.7 4.E-05 atm-m3/mol 0.2 ACGIH なし D E D B D C C D E C

142-82-5 ｎ－ヘプタン C7H16 100.2
ラッカー、塗料、ワニス溶剤、溶剤（接
着剤や塗料などの溶解）、洗浄剤、燃
料、分析試薬、

20,000 -
<30,000

t 45.6 mmHg 98.4 ℃ 0.00024 % 4.5 2.E+02 Pa-m3/mol 2.7 産業衛生学会 なし D D D D A #VALUE! D A D E C
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142-90-5 ドデカン－１－イル＝メタクリラート C16H30O2 254.4

アクリルアミド、アクリル酸エステル、
メタクリル酸エステル、酢酸ビニル、ス
チレンなど他のモノマーとの共重合物
は、黄変性の少ない、光沢、耐候性、

20,000 -
<30,000

t 0.00118 mmHg 142 ℃ 0.0444 mg/L 6.68 3.E-03 atm-m3/mol なし なし D × D B D E A E E C

143-07-7 ドデカン酸 C12H24O2 200.3
エステル原料、界面活性剤、金属石
鹸など

00 - <90,000 t 1 mmHg 225 ℃ 5.5 mg/100g 4.6 9.E-06 atm-m3/mol なし なし E × E C E E C E E D

143-08-8 ノナン－１－オール C9H20O 144.3 塗料などの溶剤
300,000 -
<400,000

t 2.28E-02 mmHg 215 ℃ 0.14 g/L 3.8 3.E-05 atm-m3/mol なし なし E × E B D D B E E C

147-14-8 ピグメントブルー－１５ C32H16CuN8 ?
エマルション塗料、塗料、印刷イン
キ、プラスチック、ゴム、皮革、繊維、
文具、タイル、顔料、なっ染など、

7,000 -
<8,000

t 4.55E-21 mmHg データなし 0.006 mg/L 4.95 6.E-19 atm-m3/mol なし なし D × D D #VALUE! B B B C #VALUE!

148-18-5 ナトリウム＝ジエチルカルバモジチオアート C5H10NNaS2 ? 有機ゴム薬品（加硫促進剤）
4,000 -
<5,000

t 8.15E-10 mmHg データなし 364000 mg/L -1.43 データなし なし 0.38 IRIS R D D C C E #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

148-79-8 ２－（１，３－チアゾール－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール C10H7N3S 201.3
、塗料の防カビ、防腐・防カビ剤、接
着剤の防腐・防カビ

<1,000 t 4.60E-04 mPa 305 ℃ 3.84 % 2.39 2.E-11 atm-m3/mol なし 0.25 ADI(J) C C C D B C C E E C

149-30-4 １，３－ベンゾチアゾール－２（３Ｈ）－チオン C7H5NS2 167.3 有機ゴム薬品（加硫促進剤） <1,000 t 0.000464 mmHg データなし 2.41 4.E-08 atm-m3/mol なし なし ○ B × A E E D D E E ×

149-57-5 ２－エチルヘキサン酸 C8H16O2 144.2 塩化ビニルの安定剤
80,000 -
<90,000

t 0.03 mmHg 228 ℃ 2000 mg/L 2.64 3.E-06 atm-m3/mol 0.017 ACGIH なし C C C C E E E D E E C

151-21-3 ナトリウム＝ドデカン－１－イル＝スルファート C12H25NaO4S ?
繊維の精錬洗浄剤、家庭用合成洗剤
基剤など

000 - <4,000 t 4.70E-13 mmHg データなし 1 g/10ml 1.6 2.E-07 atm-m3/mol なし なし E × E E #VALUE! D D E E #VALUE!

191-24-2 ベンゾ［ｇ，ｈ，ｉ］ペリレン C22H12 276.3
石油、石炭、樹脂、紙、木材など、炭
素化合物の不完全燃焼により生じる

データなし 1.33E-08 Pa 550 ℃ 溶けない 6.58 3.E-07 atm-m3/mol 1.1E-07 WHO UR なし C A A A D #VALUE! C C E E ×

203-12-3 ベンゾ（g,h,i)フルオランテン C18H10 226.3
石油、石炭、樹脂、紙、木材など、炭
素化合物の不完全燃焼により生じる

データなし <10 Pa データなし 不溶 7.23 データなし 1.1E-07 WHO UR なし C A A A E #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E ×

205-99-2
ベンゾフルオランテン類（ベンゾ［ｂ］フルオランテン、ベンゾ［ｊ］フルオラン
テン及びベンゾ［ｋ］フルオランテンの合計）

C20H12 252.3
石油、石炭、樹脂、紙、木材など、炭
素化合物の不完全燃焼により生じる

データなし 5.00E-07 mmHg 481 ℃ 1.2 μg/L 6.12 7.E-07 atm-m3/mol 9.7E-07 WHO UR 3.8E-06 水質ク B A A A D C C C E E ×

206-44-0 fluoranthene 202 室内検出物質、PAH 9.2E-06 mmHg データなし 0.26 mg/L 5.16 9E-06 atm-m3/mol 2.1E-05 WHO UR 0.13 水質クC A C A E #VALUE! E D #VALUE! E #VALUE!

207-08-9
ベンゾフルオランテン類（ベンゾ［ｂ］フルオランテン、ベンゾ［ｊ］フルオラン
テン及びベンゾ［ｋ］フルオランテンの合計）

C20H12 252.3
石油、石炭、樹脂、紙、木材など、炭
素化合物の不完全燃焼により生じる

データなし 1.3E-07 Pa 480 ℃ 溶けない 6.84 6.E-07 atm-m3/mol 2.1E-06 WHO UR 3.8E-06 水質ク B A A A D #VALUE! C C E E ×

208-96-8 acenaphthylene 152
室内検出物質、PAHコールタールに含ま
れる

0.00668 mmHg データなし 16.1 mg/L 3.94 8E-05 atm-m3/mol 1.1E-07 WHO UR なし C A A A E #VALUE! E D #VALUE! E #VALUE!

218-01-9 chrysene 228 室内検出物質、PAH 6.2E-09 mmHg データなし 0.003 mg/L 5.81 6E-09 atm-m3/mol 2.3E-06 WHO UR 4E-06 水質クB● C● A A A E #VALUE! C C #VALUE! E #VALUE!

238-84-6 １１Ｈ－ベンゾ［ａ］フルオレン C17H12 216.3
石油、石炭、樹脂、紙、木材など、炭
素化合物の不完全燃焼により生じる

データなし 4.68E-06 mmHg 405 ℃ 4.5E-06 % 5.4 3.E-05 atm-m3/mol なし なし D D D D D E E C E E ×

288-32-4 イミダゾール C3H4N2 68.08 エポキシ樹脂の硬化剤 <1,000 t 0.0462 mmHg 257 ℃ 159000 mg/L -0.08 4.E-06 atm-m3/mol なし なし D × D D E D E E E E

298-00-0 methyl parathion 263 室内検出物質、殺虫剤・販売禁止農薬 3.5E-06 mmHg データなし 37.7 mg/L 2.86 3E-08 atm-m3/mol 0.00067 ACGIH 0.0075 ADI(JD A A A D D C C E E E

330-54-1 ３－（３，４－ジクロロフェニル）－１，１－ジメチル尿素 C9H10Cl2N2O 233.1 外壁塗料用の防藻剤など <1,000 t 3.10E-06 mmHg 180-190 ℃ 42 ppm 2.68 7.E-06 Pa-m3/mol 0.033 ACGIH 0.02 水道目 C C B B D #VALUE! C C E E C

333-41-5 ダイアジノン C12H21N2O3P304.4
シロアリ防除剤（ダイアジノン）、防除
剤、

データなし 0.00014 mmHg 83-84 ℃ 0.004 % 3.81 6.E-02 Pa-m3/mol 0.00029 室内指針値 0.005 環境要 D A A A A E A A E E D

461-58-5 シアノグアニジン C2H4N4 84.08 エポキシ樹脂硬化剤
1,000 -
<2,000

0.152 mmHg データなし 2.26 % -1.5 2.E-10 atm-m3/mol なし 0.05
環境
基準

B B B D C C C E E B

502-44-3 ε－カプロラクトン C6H10O2 114.1

低温柔軟性、可とう性付与の目的で
塗料原料であるポリエステルポリオー
ルやアクリルポリオールの変性に用
いられる。またエキポシ樹脂の変性に

10,000 -
<20,000

t 0.189 mmHg 215 ℃ 112 mg/L 0.68 2.E-04 atm-m3/mol なし なし D × D D E E E E E C

512-56-1 リン酸トリメチル C3H9O4P 140
溶剤、洗浄剤、触媒、着色防止剤、難
燃剤

<1,000 t 0.909 mmHg 197.2 ℃ 500000 mg/L -0.65 7.E-09 atm-m3/mol なし なし D × D D E C C E E D

513-08-6 リン酸トリプロピル C9H21O4P 224.2 難燃剤 <1,000 0.0231 mmHg データなし 6450 mg/L 1.87 1.1E-06 atm-m3/mol なし なし E × E E E E D E E D
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513-77-9 炭酸バリウム CBaO3 ? エマルション塗料、粉体塗料に使用
10,000 -
<20,000

t データなし 1300 ℃ 2.2 mg/L -1.32 データなし なし 0.7 WHO飲 D D C C C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

526-73-8 １，２，３－トリメチルベンゼン C9H12 120.2
溶剤（接着剤や塗料などの樹脂の溶
解）、洗浄剤、合成中間体

<1,000 t 1.35 mmHg 176.12 ℃ 0.007 % 3.6 3.E-01 Pa-m3/mol 0.4 産業衛生学会 なし D E D A #VALUE! B A E E C

532-32-1 安息香酸ナトリウム C7H5NaO2 ? 接着剤の防腐・防カビ
1,000 -
<2,000

3.67E-09 mmHg データなし 1 g/1.8ml -2.13 1.E-07 atm-m3/mol なし なし E × E D #VALUE! C E E E #VALUE!

538-93-2 イソブチルベンゼン C10H14 134.2 塗料、インキ、ワックスの溶剤 <1,000 t 1.35 mmHg 170.5 ℃ 109.82 mg/L 4.68 3.E+00 kPa-m3/mol なし なし E × E C #VALUE! E C E E C

540-84-1 ２，２，４－トリメチルペンタン C8H18 114.2 接着材や塗料、防蟻剤などの溶剤
5,000 -
<6,000

t 49.3 mmHg 99.3 ℃ 2.44 mg/L 4.09 3.E+02 Pa-m3/mol なし なし E × E A #VALUE! D A D E C

540-88-5 酢酸ｔｅｒｔ－ブチル C6H12O2 116.2 接着剤や塗料などの溶剤
40,000 -
<50,000

t 6.3 kPa 97.8 ℃ 難溶 1.76 9.E-04 atm-m3/mol 3.2 ACGIH なし E E E A #VALUE! D C C E B

541-73-1 1,3-ジクロロベンゼン 147 室内検出物質、農薬・医薬中間体 2.2 mmHg データなし 125 mg/L 3.53 0.0035 atm-m3/mol なし 0.32 水質クD D C C C E E C E E #VALUE!

543-49-7 ヘプタン－２－オール C7H16O 116.2 塗料などの溶剤
300,000 -
<400,000

t 0.133 kPa 150-160 難溶 2.31 6.E-05 atm-m3/mol なし なし E × E C #VALUE! D C E E C

544-76-3 ｎ－ヘキサデカン C16H34 226.4 接着剤や塗料などの溶剤
100,000 -
<200,000

t 0.001433 mmHg 286.86 ℃ 0.0009 mg/L 8.25 2.E-01 atm-m3/mol なし なし E × E B #VALUE! E A C D C

552-30-7 １，３－ジオキソ－１，３－ジヒドロイソベンゾフラン－５－カルボン酸 C9H4O5 192.1

アルキド樹脂製造の多塩基酸として
用いられ、樹脂は接着性、耐薬品性、
耐熱性が優れ、色調及び保色性にも
優れている。、エポキシ樹脂硬化剤、

5,817 t 1.16E-09 mmHg 240-245 ℃ 1.04 g/L 1.95 1.E-10 atm-m3/mol 0.00013 産業衛生学会 なし ○ A A A D B C C E E E

557-05-1 ステアリン酸亜鉛（ＩＩ） C36H70O4Zn ?

塩素含有有機樹脂系及びハロゲン系
難燃剤含有塗料の熱安定剤、脂肪酸
金属石鹸：ゲル化、増粘、撥水、塩素
含有機樹脂塗料の熱安定剤、塩ビ安

10,000 -
<20,000

t 2.71E-15 mmHg 140-160 ℃ 0.9 mg/L 1.2 5.E-05 atm-m3/mol なし なし E × E D #VALUE! E E E E #VALUE!

565-80-0 ２，４－ジメチルペンタン－３－オン C7H14O 114.2 塗料などの溶剤 <1,000 t 13.41 mmHg 125.4 ℃ 5.9 g/L 1.86 4.E-04 atm-m3/mol なし なし E × E B E D D D E C

574-93-6 ピグメントブルー－１６ C32H18N8 514.5 無金属を必要とする高級塗料 データなし 9.89E-21 mmHg データなし 5.2E-07 mg/L 9.85 4.E-14 atm-m3/mol なし なし E × E D A A A A A E

577-11-7 スルホコハク酸ジ－２－エチルヘキシルＮａ塩 C20H37NaO7S ?

浸透剤、湿潤剤、分散剤、乳化重合
剤、主に浸透剤、湿潤剤として医薬
品、繊維、写真などの各種工業に広く
使用される、

2.17E-11 mmHg データなし 15 g/L 6.1 4.E-08 atm-m3/mol なし なし E × E B #VALUE! A A E E #VALUE!

583-59-5 ２－メチルシクロヘキサノール C7H14O 114.2 塗料などの溶剤 <1,000 t 0.291 mmHg 165-166 ℃ 9140 mg/L 1.84 8.E-06 atm-m3/mol 0.77 ACGIH,産業衛生なし D E D D E D D E E C

584-79-2

ＤＬ－３－アリル－２－メチルシクロペンタ－２－エン－４－オン－１－イ
ル－ＤＬ－シス，トランス－クリサンテメート［別名：２－メチル－４－オキ
ソ－３－（２－プロペニル）－２－シクロペンテン－１－イル＝２，２－ジメ
チル－３－（２－メチル－１－プロペニル）シクロプロパンカルボキシラー

C19H26O3 302.4 防虫剤、防除剤、 データなし 0.075 mmHg 140 ℃ 0.984 mg/L 4.78 3.E+00 Pa-m3/mol なし なし D × D C #VALUE! E C E E E

584-84-9 ４－メチル－１，３－フェニレン＝ジイソシアナート C9H6N2O2 174.2

油変性ポリウレタン、湿気硬化ポリウ
レタン、ブロック型ポリウレタン、ウレタ
ンプレポリマーなどの変性用原料およ
びポリイソシアネート硬化剤の原料に

219,059 t 0.00975 mmHg 251 ℃ 37.6 mg/L 0.21 1.E-05 atm-m3/mol 0.00012 ACGIH なし B C ○ A A A D E E E E E C

585-07-9 メタクリル酸ｔｅｒｔ－ブチル C8H14O2 142.2

アクリルアミド、アクリル酸エステル、
メタクリル酸エステル、酢酸ビニル、ス
チレンなど他のモノマーとの共重合物
は、黄変性の少ない、光沢、耐候性、

20,000 -
<30,000

t 6.17 mmHg 135.2 ℃ 50 mg/L 2.54 3.E-04 atm-m3/mol なし なし E × E C E E D E E C

589-82-2 ヘプタン－３－オール C7H16O 116.2 塗料などの溶剤
300,000 -
<400,000

t 67 Pa 156 ℃ 難溶 2.24 3.E-05 atm-m3/mol なし なし E × E D #VALUE! E D E E C

590-19-2 1,2-ブタジエン C4H6 54.09 ゴム製品など データなし 1258 mmHg 10.9 ℃ 688 mg/L 2.06 1.E-01 atm-m3/mol なし なし E × E B E E E D E ×

591-78-6 ２－ヘキサノン C6H12O 100.2 溶剤
1,000 -
<2,000

t 10.65 mmHg 127 ℃ 1.75 % 1.38 9.E-05 atm-m3/mol 0.067 ACGIH,産業衛生なし C C C C B E D C D E C

611-14-3 oエチルトルエン C9H12 120.2 塗料やインキなどの溶剤 データなし 2.61 mmHg 165.2 ℃ 74.6 mg/L 3.53 5.E-01 kPa-m3/mol なし なし D × D C #VALUE! E C E E C

614-45-9 ｔｅｒｔ－ブチル＝ペルオキシ安息香酸 C11H14O3 194.2
アクリル樹脂重合開始剤、不飽和ポ
リエステル樹脂硬化剤など

<1,000 t 3.36 mmHg 75 ℃ データなし 2.89 2.E-04 atm-m3/mol なし なし D × D D E E D E E C

616-45-5 ２－ピロリドン C4H7NO 85.1 溶剤 <1,000 t 0.0203 mmHg 245 ℃ 1000000 mg/L -0.85 1.E-09 atm-m3/mol なし なし E × E D D C C E E D

620-11-1 酢酸アミル C7H14O2 130.2 接着剤や塗料などの溶剤 データなし データなし データなし データなし データなし 0.9 ACGIH なし D E D D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!
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620-14-4 mエチルメチルベンゼン C9H12 120.2 塗料やインキなどの溶剤 データなし 3.036 mmHg 161.3 ℃ 40 mg/L 3.98 9.E-03 atm-m3/mol なし なし D × D C E E C E E C

624-41-9 酢酸２－メチルブチル C7H14O2 130.2 溶剤型塗料の溶剤 6.36 mmHg 138 ℃ 1070 mg/L 2.26 データなし 0.9 ACGIH なし D E D C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E C

625-16-1 酢酸tert-ペンチル C7H14O2 130.2 接着剤や塗料などの溶剤 データなし データなし データなし データなし データなし データなし 0.9 ACGIH なし D E D C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

627-83-8 エチレングリコールジステアラート C38H74O4 595
シャンプー、リンスなどのパール化
剤、油性基剤など

<1,000 t データなし 241 ℃ 16.12 5.E-03 atm-m3/mol なし なし E × E E A E B E E ×

627-93-0 ジメチル＝アジパート C8H14O4 174.2
樹脂溶剤、造膜助剤、塗料などの溶
剤、塗料剥離剤、可塑剤、

10,000 -
<20,000

t 0.0604 mmHg 115 ℃ 6000 mg/L 1.03 2.E-06 atm-m3/mol なし なし C × C D E D D E E C

628-63-7 酢酸ｎ－ペンチル C7H14O2 130.2

ニトロセルロース、エチルセルロー
ス、樹脂、セルロイド、ラッカーの溶剤
に使われる、接着剤や塗料などの溶
剤、

0.466 kPa 149 ℃ 微溶 2.18 4.E-04 atm-m3/mol 0.9 ACGIH なし D E D B #VALUE! D C D E B

629-11-8 １，６－ヘキサンジオール C6H14O2 118.2

加獟性、耐加水分解性付与の目的
で、各種有機酸と反応させて塗料原
料であるポリエステルとなる。またポリ
エステル系ポリウレタン塗料にも使用

50,000 -
<60,000

t 5.25E-05 mmHg 208 ℃ 22700 mg/L -0.11 2.E-10 atm-m3/mol なし なし E × E D C C C E E C

629-50-5 ｎ－トリデカン C13H28 184.4 接着剤や塗料などの溶剤
100,000 -
<200,000

t 7.47 Pa 235.4 ℃ 溶けない 6.73 3.E+00 atm-m3/mol なし なし E × E D #VALUE! E C D E C

629-59-4 テトラデカン C14H30 198.4 塗料、インキ、ワックスの溶剤
100,000 -
<200,000

t 0.133 kPa 253 ℃ 溶けない 7.2 9.E+00 atm-m3/mol 0.33 室内指針値 なし D E D D E E C D E C

629-62-9 ｎ－ペンタデカン C15H32 212.4 接着剤や塗料などの溶剤
100,000 -
<200,000

t 0.003429 mmHg 270.6 ℃ 0.00287 mg/L 7.71 1.E+01 atm-m3/mol なし なし E × E B E E B D D C

630-08-0 一酸化炭素 CO 28.01
石油やガスの不完全燃焼で生じる。
たばこの煙にも含まれる

20,000,000
-

<30,000,00
0

t データなし -191 ℃ 微溶 1.78 データなし 0.097 ACGIH なし A A A A C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E ×

632-79-1 テトラブロモベンゼンジカルボン酸無水物 C8Br4O3 464 エポキシ樹脂硬化剤 <1,000 2E-08 mmHg データなし 241 mg/L 1.98 5.E-11 atm-m3/mol なし なし E × E D C C C E E E

670-96-2 ２－フェニルイミダゾール C9H8N2 144.2 エキポシ粉体塗料　硬化剤 データなし 26 hPa 340 ℃ 1990 mg/L 1.88 3.E-07 atm-m3/mol なし なし ○ B B × D E C C E E C

681-84-5 テトラメトキシシラン C4H12O4Si 152.2 シリコーン樹脂原料、接着剤の触媒、
4,000 -
<5,000

16.5 mmHg 121 ℃ -1.93 6.4E-06 atm-m3/mol 0.02 ACGIH,産業衛生なし C D C B E B E D E E

686-31-7 t－アミルパーオキン、２－エチルヘキサノエート C13H26O3 230.3
アクリル樹脂重合開始剤、不飽和ポ
リエステル樹脂硬化剤など

2,000 -
<3,000

t 1050 Pa 68 ℃ 17.6 mg/L 4.56 1.E-01 atm-m3/mol なし なし E × E B E E B D E C

688-84-6 メタクリル酸２－エチルヘキシル C12H22O2 198.3

アクリルアミド、アクリル酸エステル、
メタクリル酸エステル、酢酸ビニル、ス
チレンなど他のモノマーとの共重合物
は、黄変性の少ない、光沢、耐候性、

20,000 -
<30,000

t <1 mmHg 113 ℃ 5.92 mg/L 4.54 1.E-03 atm-m3/mol なし なし D × D B E E B E E C

693-23-2 ドデカン二酸 C12H22O4 230.3 アクリル系粉体塗料硬化剤
8,000 -
<9,000

t <0.0075 mmHg 222 ℃ 30 mg/L 3.07 5.E-11 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C E E C

693-36-7 ３，３’－チオジプロピオン酸ジステアリル C42H82O4S 683.2

プラスチック酸化防止剤、ゴム、油
脂、石鹸、潤滑油、グリース、ポリオレ
フィンなどの酸化防止剤としてDLTDP
とほぼ同様の効果がみられる。、

3,000 -
<4,000

t 4.95E-06 mmHg データなし <0.001 g/L 17.68 1.E-04 atm-m3/mol なし なし E × E E A E B A A E

693-98-1 ２－メチル－１Ｈ－イミダゾール C4H6N2 82.1 エポキシ樹脂硬化剤 <1,000 0.00145 mmHg 267 ℃ 80900 mg/L 0.24 4.E-06 atm-m3/mol なし なし C × C D E D E E E E

763-69-9 エチル＝３－エトキシプロパノアート C7H14O3 146.2

工業用溶剤としてPCM塗料・重防食
塗料など種々の塗料に使用される。
ラッカー塗料、静電塗料に適してい
る。エチレングリコール　モノエチル

4,000 -
<5,000

t 1.5 mmHg 166 ℃ 1-10 vol% 1.35 5.E-06 atm-m3/mol なし なし E × E C E C C E E C

770-35-4 1-フェノキシ-2-プロパノール C9H12O2 152.2
水系アクリル・エポキシ樹脂用造膜液
剤

0.0052 mmHg 243 ℃ 11000 mg/L 1.61 9.E-08 atm-m3/mol なし なし E × E D D C C E E C

791-28-6 トリフェニルホスフィンオキシド C18H15OP 278.3 難燃剤原料、有機合成反応触媒 <1,000 ＜1 hPa ＞360 ℃ 369 mg/L 2.83 5.3E-10 atm-m3/mol なし なし D × D E C D D E E D

793-24-8
Ｎ－（１，３－ジメチルブチル）－Ｎ’－フェニル－１，４－フェニレンジアミ
ン

C18H24N2 268.4 有機ゴム薬品（老化防止剤）
10,000 -
<20,000

t 6.525 mmHg 164 ℃ 1.1 ppm 5.4 3.E-09 atm-m3/mol なし なし ○ B B C C A B B E E E

818-08-6 ジブチルスズオキシド C8H18OSn 248.9 ウレタン樹脂・シリコン樹脂硬化剤 データなし データなし 0.00067 g/L 5.33 データなし 0.00033 ACGIH なし D A B A E #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E E

818-61-1 ２－ヒドロキシエチル＝アクリラート C5H8O3 116.1

アクリル酸エステル、メタクリル酸エス
テル、酢酸ビニル、スチレンなど他の
モノマーとの共重合物はアクリル樹脂
として、光沢、硬度、密着性、耐候性、

8,000 -
<9,000

t 0.05234 mmHg 191 ℃ 507000 mg/L -0.21 4.E-09 atm-m3/mol なし なし C ○ B C A D D C C E E E
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CAS_RN 物質名 分子式 分子量 用途　文献情報
取扱量
(2012)

単位 蒸気圧 単位 沸点 単位 溶解度 単位
分配係数
logPow

ヘンリー
定数

単位 [mg/m3] 出典 [mg/L] 出典
発が
ん
性
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毒性

変異
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感作性
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吸入
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ランク

経口
有害性
ランク

経皮
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経路
①
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②
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822-06-0 １，６－ジイソシアナトヘキサン C8H12N2O2 168.2

無黄変タイプの湿気硬化型ポリウレタ
ン、油変性ポリウレタン、湿気硬化ポ
リウレタン、ブロック型ポリウレタン、
ウレタンプレポリマーなどの変性用原

37,617 t 0.05 mmHg 82-85 ℃ 117 mg/L 3.2 5.E-05 atm-m3/mol 0.00001 IRIS RfC なし ○ A A A D E E C E E C

868-77-9 ２－ヒドロキシエチル＝メタクリラート C6H10O3 130.1

アクリルアミド、アクリル酸エステル、
メタクリル酸エステル、酢酸ビニル、ス
チレンなど他のモノマーとの共重合物
は、黄変性の少ない、光沢、耐候性、

20,000 -
<30,000

t 0.0791 mmHg 103 ℃ 118000 mg/L 0.47 2.E-07 atm-m3/mol なし なし ○ B × A D E C D E E C

872-05-9 デカ－１－エン C10H20 140.3 接着剤や塗料などの溶剤
50,000 -
<60,000

t 1.67 mmHg 170.5 ℃ 0.00057 % 5.12 5.E-01 atm-m3/mol なし なし D D E C E E C D E C

872-50-4 １－メチル－２－ピロリドン C5H9NO 99.13
塗料用溶剤、塗膜剥離材用溶剤、塗
料やインキなどの溶剤、洗浄剤、溶剤
形接着剤

13,554 t 0.33 mmHg 202 ℃ 1000000 mg/L -0.38 3.E-09 atm-m3/mol 0.013 産業衛生学会 なし C C C C C B B E E B

919-30-2 ３－アミノプロピルトリエトキシシラン C9H23NO3Si 221.4
ウレタン系およびその他の塗料の密
着改良

1,000 -
<2,000

t 2 Pa 119 ℃ データなし 0.31 4.E-08 atm-m3/mol なし なし E × E D E C C E E C

924-42-5
Ｎ－メチロールアクリルアマイド［別名：Ｎ－（ヒドロキシメチル）アクリルア
ミド］

C4H7NO2 101.1

熱硬化性アクリル樹脂塗料でアクリ
レート等二重結合含有モノマーとの共
重合性分として使用される。水性アク
リルエマルションにも利用される。

<1,000 t 0.000205 mmHg 277 ℃ 653000 mg/L -1.81 9.E-12 atm-m3/mol なし なし C × C D B C C E E C

931-36-2 ２－エチル－４－メチルイミダゾール C6H10N2 110.2 エポキシ樹脂硬化剤 0.001 hPa データなし 11780 mg/L 1.13 9.E-09 atm-m3/mol なし なし E × E D C C C E E E

936-49-2 ２－フェニルイミダゾリン C9H10N2 146.2 エキポシ粉体塗料 <1,000 t 0.000034 mmHg 175 ℃ 636.9 mg/L 2.45 1.E-08 atm-m3/mol なし なし E × E D C C C E E C

980-26-7
２，９－ジメチル－５，１２－ジヒドロキノ［２，３－ｂ］アクリジン－７，１４－
ジオン

C22H16N2O2 340.4

各種塗料、建築材料、顔料なっ染、庭
園用品、床材料、室内装飾、玩具な
どの塗料、インキ、プラスチックなどの
着色、

<1,000 t データなし データなし データなし 2.47 7.E-16 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C E E B

1047-16-1 ピグメントバイオレット－１９ C20H12N2O2 312.3

各種塗料、自動車塗料、、建築材料、
顔料なっ染、庭園用品、床材料、室内
装飾、玩具などの塗料、インキ、プラ
スチックなどの着色

<1,000 t データなし データなし 1.38 5.E-16 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C E E B

1072-35-1 鉛（ＩＩ）＝ジステアラート C36H70O4Pb 777.1

塩素含有有機樹脂系及びハロゲン系
難燃剤含有塗料の熱安定剤、脂肪酸
金属石鹸：ゲル化、増粘、撥水、塩素
含有機樹脂塗料の熱安定剤、塩ビ安

10,000 -
<20,000

t 7.16E-14 mmHg データなし 0.5 g/L 15.64 データなし 0.0005 WHOガイドライン 0.01 環境基 B A A A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! A A C

1076-97-7 シクロヘキサン－１，４－ジカルボン酸 C8H12O4 172.2
1,000 -
<2,000

t 1.46E-07 mmHg 300 ℃ 23000 mg/L 0.95 7.E-12 atm-m3/mol なし なし E × E D #VALUE! C C E E #VALUE!

1085-98-9
Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－Ｎ’－フェニル－Ｎ’－（フルオロジクロロメチルチ
オ）スルホン

C9H11Cl2FN2 333.2 塗料の防カビ データなし 1.57E-07 mmHg データなし 66.7 mg/L 2.72 4.E-03 Pa-m3/mol なし 0.75 ADI(J, ○ B C A D #VALUE! C C E E C

1111-67-7 チオシアン酸銅（Ｉ） CCuNS ? 船底塗料 データなし 0.37 mmHg データなし -0.62 データなし なし 2 WHO飲料水 ○ B D B D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

1115-20-4
３－ヒドロキシ－２，２－ジメチルプロピル＝３－ヒドロキシ－２，２－ジメ
チルプロピオナート

C10H20O4 204.3

ポリエステル系塗料原料として利用さ
れ、硬度、流動性、可獟性、耐熱性、
耐候性、耐衝撃性などの諸物性のバ
ランスに優れた塗膜が得られる。

データなし 9.80E-03 mmHg ca.292 ℃ 270 g/L 0.858 1.E-08 atm-m3/mol なし なし E × E D D C C E E C

1119-40-0 グルタル酸ジメチル C7H12O4 160.2 樹脂溶剤、造膜助剤
2,000 -
<3,000

t 1.89 mmHg 214 ℃ 20200 mg/L 0.62 6.E-07 atm-m3/mol なし なし C × C C E B C E E C

1120-21-4 ｎ－ウンデカン C11H24 156.3 接着剤や塗料などの溶剤
100,000 -
<200,000

t 0.412 mmHg 195.9 ℃ 69 mg/L 5.74 2.E+00 atm-m3/mol なし なし E × E D E E C E E C

1163-19-5 デカブロモ－１，１’－オキシビス（ベンゼン） C12Br10O 959.2

ポリエチレン・ポリプロピレン・ポリスチ
レン・ポリエステル・ABS・塩化ビニ
ル・エポキシ樹脂など合成樹脂の難
燃剤、エポキシ接着剤の難燃剤、

1,000 -
<2,000

t 5 mmHg 425 ℃ データなし 5.24 4.E-08 atm-m3/mol なし 0.13 IRIS R C C C C B #VALUE! B B C D E

1185-55-3 トリメトキシメチルシラン C4H12O3Si 136.2 シリコーン樹脂原料
2,000 -
<3,000

33.6 mmHg 102.5 ℃ 325000 mg/L -0.67 8.7E-05 atm-m3/mol なし なし D × D B E D E D E C

1241-94-7 リン酸2-エチルヘキシルジフェニル C20H27O4P 362.4 難燃剤 <1,000 6.29E-05 mmHg 232 ℃ 1.9 mg/L 5.73 1.6E-05 atm-m3/mol なし なし D × D C D D B E E D

1300-71-6 キシレノール C8H10O ? 可塑剤、防カビ剤
10,000 -
<20,000

t ～2.8E-01 mmHg 203-225 ℃ 38085 g/100ml 2.3 7.E-07 atm-m3/mol なし なし E × E D #VALUE! C C E E #VALUE!

1303-96-4 ほう砂 B4Na2O7・10H2 381.4 接着剤の粘度調整 データなし approx. 0 mmHg 320 ℃ 59.3 g/L データなし データなし 0.0024 ACGIH 1
環境
基準

B C B D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

1305-62-0 水酸化カルシウム CaH2O2 74.09 接着剤樹脂の架橋剤 データなし データなし データなし データなし データなし データなし 0.017 ACGIH なし C D C D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

1306-23-6 硫化カドミウム CdS 144.5 高級絵具、合成樹脂・ガラス着色用 データなし データなし データなし 1.3 mg/L データなし データなし 0.000005 WHOガイドライン 0.01 環境基 A C C A A A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

1308-38-9 酸化クロム（ＩＩＩ） Cr2O3 152
耐熱性、耐光性、耐久性が要求され
る塗料に適する

10,000 -
<20,000

t データなし 4000 ℃ データなし データなし 0.0017 ACGIH,産業衛生 0.05 WHO飲 D ○ A B A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

69



付録　構築したデータベースとスクリーニング結果（抜粋）（有害性もしくは曝露性に関する情報のあるもののみ）(21)

CAS_RN 物質名 分子式 分子量 用途　文献情報
取扱量
(2012)

単位 蒸気圧 単位 沸点 単位 溶解度 単位
分配係数
logPow

ヘンリー
定数

単位 [mg/m3] 出典 [mg/L] 出典
発が
ん
性

生殖
毒性

変異
原性

感作性
有無

吸入
有害性
ランク

経口
有害性
ランク

経皮
有害性
ランク

経路
①

経路
②

経路
③

経路
④

経路
⑤

経路
⑥

経路
⑦

曝露情報 物理化学性状 吸入長期 有害性ランク 曝露性ランク確度情報経口長期

1309-37-1 三酸化二鉄（ＩＩＩ） Fe2O3 159.7

各種着色塗料、赤系メタリック塗料、
さび止め塗料、環境遮断効果、塗装
系全体の耐久性、耐食性を長期に維
持でき、金属素材保護作用を有する。

データなし データなし ca.500-60 g/L データなし データなし 0.017 ACGIH なし D C D C D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

1309-48-4 酸化マグネシウム MgO 40.3 接着剤の充填剤 データなし 0 mmHg 3600 ℃ 0.086 g/L データなし データなし 0.033 ACGIH なし D C D C C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

1309-64-4 三酸化二アンチモン O3Sb2 291.5
難燃塗料の用途の一部にハロゲン系
と併用して使用、エポキシ接着剤の
難燃剤、

10,000 -
<20,000

t 1 mmHg 1425 ℃ 5.2-5.67 データなし 0.0002 IRIS RfC 0.02 環境要 B A B A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E C

1314-13-2 酸化亜鉛 OZn 81.4

白顔料の原料として用いられる、各種
の溶剤型塗料、油性塗料、水性用塗
料、エマルジョン塗料、建材などの工
業用塗料、一般鉄鋼構造物などの汎

90,000 -
<100,000

t データなし 昇華性 1.6 mg/L データなし データなし 0.0053 ACGIH 7.4 水質ク D B D B D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

1314-41-6 四酸化三鉛 O4Pb3 685.6

防錆、塗料（堅練ペイント、さび止めペ
イント用）、管球ガラス（蛍光灯、真空
管、TVブラウン管などの放射性防止
剤）、光学ガラス、一般ガラス、陶磁

30,000 -
<40,000

t 10 mmHg データなし データなし データなし データなし 0.0005 WHOガイドライン 0.01 環境基 B A A A B #VALUE! #VALUE! #VALUE! D E #VALUE!

1317-36-8 酸化鉛 OPb 223.2

鉛系塩化ビニル安定剤の原料、管球
ガラス（蛍光灯、真空管、TVブラウン
管などの放射性防止剤）、一般ガラ
ス、光学ガラス、顔料、塗料（ドライヤ

30,000 -
<40,000

t 1 mmHg 1470 ℃ 17 mg/L データなし データなし 0.0005 WHOガイドライン 0.01 環境基 B A A A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

1317-39-1 酸化銅（Ｉ） Cu2O 79.54 船底防汚顔料など 00 - <20,000 t データなし 1800 ℃ データなし データなし なし 2 WHO飲料水 ○ B D B D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

1317-60-8 雲母状酸化鉄 Fe2O3 ?

環境遮断効果、塗装系全体の耐久
性、耐食性を長期に維持でき、金属
素材保護作用を有する。また紫外線
遮断効果もある。、さび止顔料、

データなし データなし データなし データなし データなし データなし なし なし D D D D D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

1319-77-3 クレゾール（異性体混合物） C7H8O 108.1
異性体混合剤として殺菌剤、防カビ
剤、防汚剤、燻蒸剤、木材防腐剤、ウ
ジ用、溶剤形接着剤溶剤

データなし 8.25 mmHg 180-230 ℃ 1p/50p 1.956E-7-1.2E atm-m3/mol 0.073 ACGIH,産業衛生 0.25 IRIS R C C C C A #VALUE! #VALUE! #VALUE! C E D

1330-20-7 キシレン C8H10 106.2

混合キシレンは、油性ワニス、合成樹
脂塗料、さび止めペイントなどの溶
剤、ビニル樹脂・アクリル樹脂塗料、
ラッカーなどの希釈剤として、トルエン

5,844,896 t 5.25 mmHg 138-144 ℃ 130 mg/L 2.77-3.15 9.E+02 Pa-m3/mol 0.87 WHOガイドライン 0.4 環境要 D D C C B #VALUE! E A D E B

1330-43-4 七酸化二ナトリウム四ホウ素 B4Na2O7 201.2 シロアリ駆除剤
30,000 -
<40,000

t approx.0 mmHg 1573 ℃ 25.6 g/L データなし データなし 0.0007 ACGIH 1 環境基準 A C A C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

1330-78-5 トリトリル＝ホスファート C21H21O4P 368

可塑剤、電線コンパウンド、建築関係
の塩化ビニル樹脂の可塑剤、合成ゴ
ムコンパウンドの軟化剤・可塑剤、そ
の他の難燃剤、不燃性作動液、潤滑

6,000 -
<7,000

t 0.0001 mmHg 241-255 ℃ 0.36 mg/L 5.12 8.E-07 atm-m3/mol なし なし C × C A B B A D E B

1332-58-7 カオリン・クレー・チャイナクレー H2Al2Si2O8 H 258.2

水系・溶剤系の塗料で体質顔料とし
て使用され、塗膜の艶出し、つや消
し、塗膜の補強性付与、顔料の沈降
防止などの目的で使用される 接着

データなし データなし データなし データなし データなし データなし 0.0067 ACGIH なし D B C B C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

防止などの目的で使用される、接着

1333-86-4 カーボンブラック C 12.01

黒色着色剤その他着色剤として使用
される、樹脂、塗料、電線・電らん、乾
電池、紙・パルプ、擬革、絵具、鉛筆、
レコード、顔料、靴墨、カーボン紙、ク

データなし データなし 4200 ℃ データなし データなし 0.012 ACGIH なし B B B B D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

1336-36-3 ポリクロロビフェニル - ?
電気製品のコンデンサーやトランスの
熱触体・潤滑油として使用。コンク
リートのも目地材にも含まれる

データなし <1 mmHg 275-420 ℃ 0.7 mg/L 7.1 4.E-04 atm-m3/mol 0.000033 産衛会 0.0005 環境基 B A A A C #VALUE! E B E E #VALUE!

1338-02-9 ナフテン酸の銅塩 2(C11H7O2)C ? 防腐・防かび剤 <1,000 t データなし データなし データなし データなし データなし なし なし ○ B × B C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

1338-24-5 ナフテン酸(混合物） C7H10O2 ?
塗料乾燥剤、防腐剤、接着剤の希釈
剤、

<1,000 データなし 233 ℃ 88.1 mg/L 5-6 0.00046 atm-m3/mol なし なし D × D A #VALUE! A A E E #VALUE!

1338-41-6 ソルビタンモノオクタデカノアート C24H46O6 ? 殺虫くん煙剤 000 - <6,000 t データなし データなし 0.012 mg/L 6.1 2.E-12 atm-m3/mol なし なし E × E C #VALUE! B A E E #VALUE!

1344-37-2 Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー３４ - ?

顔料として常乾塗料、焼付塗料など
汎用塗料に使用される。ホットメルトタ
イプのトラフィックペイントにも利用さ
れる、油性、合成樹脂塗料の原料、

<1,000 t データなし データなし <0.01 mg/L データなし データなし 1.4E-07 WHO UR 0.01 環境基 A A C ○ A A A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

1344-48-5 硫化水銀（ＩＩ） HgS 232.7 陶器の着色、絵具、朱肉朱墨 データなし データなし データなし データなし データなし データなし 0.001 WHOガイドライン 0.0005 環境基 D ○ A A A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

1344-95-2 ケイ酸カルシウム - 116.2

各種ゴム製品、合成樹脂配合剤、塗
料の増粘・揺変性賦与剤、顔料沈降
防止剤、接着剤の増粘剤・接着強度
向上剤、練歯磨き配合剤、塗艶消し

データなし データなし データなし データなし データなし データなし 0.033 ACGIH なし D C D C D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

1345-16-0 コバルトブルー CoO·Al2O3 ?

耐久性を要求される外装用塗料、耐
熱性塗料、無機質塗料など、塗料（耐
候性、耐熱）、プラスチック・ポリエス
テルトナー、絵具、ガラスカラー、

データなし データなし >1000 ℃ <0.5 μg/L データなし データなし なし なし ○ A A × D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

1406-66-2 トコフェロール C28H48O2 ? プラスチック酸化防止剤 <1,000 t 2.87E-08 mmHg データなし 0.0013 mg/L 11.63 1.E-05 atm-m3/mol なし なし E × E E #VALUE! D B C C #VALUE!

1477-55-0 メタキシリレンジアミン C8H12N2 136.2
エポキシ硬化剤、エポキシ樹脂硬化
剤、

10,000 -
<20,000

t 0.03 mmHg 247 ℃ 0.18 7.E-11 atm-m3/mol なし なし ○ B B D D B C C E E E

1569-01-3 1-プロポキシ-2-プロパノール C6H14O2 118.2
水系エキポシ及びアクリル樹脂塗料
用溶剤

8,000 -
<9,000

t 1.7 mmHg 150 ℃ 1000000 mg/L 0.621 3.E-08 atm-m3/mol なし なし E × E C #VALUE! B B E E C
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CAS_RN 物質名 分子式 分子量 用途　文献情報
取扱量
(2012)

単位 蒸気圧 単位 沸点 単位 溶解度 単位
分配係数
logPow

ヘンリー
定数

単位 [mg/m3] 出典 [mg/L] 出典
発が
ん
性

生殖
毒性

変異
原性

感作性
有無

吸入
有害性
ランク

経口
有害性
ランク

経皮
有害性
ランク

経路
①

経路
②

経路
③

経路
④

経路
⑤

経路
⑥

経路
⑦

曝露情報 物理化学性状 吸入長期 有害性ランク 曝露性ランク確度情報経口長期

1569-02-4 １－エトキシプロパン－２－オール C5H12O2 104.2 塗料の溶剤
8,000 -
<9,000

t 10 hPa 133 ℃ 36.6 g/100ml 0.3 7.E-08 atm-m3/mol なし なし E × E B C A A D E C

1576-35-8 ｐ－トルエンスルホノヒドラジド C7H10N2O2S 186.2 有機発泡剤 データなし 4.45E-05 mmHg データなし データなし 0.55 データなし なし なし C C C C E #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E ×

1582-09-8 トリフルラリン 335 室内検出物質、除草剤 4.6E-05 mmHg データなし 24 mg/L 5.34 8E-07 atm-m3/mol なし 0.06 水道 C● B B A D B B A E E #VALUE!

1610-18-0 prometon 225
室内検出物質、除草剤（日本では農薬登
録なし）

1.1E-05 mmHg データなし 750 mg/L 2.99 4E-09 atm-m3/mol なし 0.19 IRIS R C C C D C C C E E #VALUE!

1634-04-4 Methyl tert-butyl ether 88.2 室内検出物質、溶剤、ガソリン添加剤 250 mmHg データなし 48000 mg/L 0.94 0.0006 atm-m3/mol 0.6 ACGIH なし C C C C B E D E D E #VALUE!

1643-20-5 Ｎ，Ｎ－ジメチルドデシルアミン＝Ｎ－オキシド C14H31NO 229.4 洗剤、シャンプーなど データなし 6.23E-08 mmHg データなし 190 g/L 4.67 7.E-11 atm-m3/mol なし なし D × D C B C C E E D

1746-01-6 ２，３，７，８－テトラクロロジベンゾ－１，４－ジオキシン C12H4Cl4O2 322
塩素を含む化合物が燃焼すると生成
する

データなし 1.50E-09 mmHg データなし 1.3E-05 mg/L データなし データなし 6E-10 環境基準 1E-09 環境基 A A A A E #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

1760-24-3
Ｎ１－［３－（トリメトキシシリル）プロパ－１－イル］エタン－１，２－ジアミ
ン

C8H22N2O3S 222.4
ウレタン系およびその他の塗料の密
着改良、カップリング剤、

<1,000 t 0.00351 mmHg 140.5 ℃ 1000000 mg/L -1.67 5.E-12 atm-m3/mol なし なし E × E D C C C E E C

1762-95-4 チオシアン酸アンモニウム CH4N2S ? 接着剤の粘度調整 <1,000 4.67E-06 mmHg データなし 630000 mg/L -2.29 7.E-13 atm-m3/mol なし なし D × D D #VALUE! C C E E #VALUE!

1843-03-4
１，１，３－トリス（２－メチル－４－ヒドロキシ－５－ｔ－ブチルフェニル）ブ
タン

C37H52O3 544.8 プラスチック酸化防止剤 <1,000 t データなし データなし データなし 12.7 2.E-15 atm-m3/mol なし なし D × D E A B B C B E

1843-05-6 ２－ヒドロキシ－４－ｎ－オクチルオキシベンゾフェノン C21H26O3 326.4 紫外線吸収剤 <1,000 t 3.45 mmHg >400 ℃ <1 mg/L 6.96 1.E-07 atm-m3/mol なし なし E × E C A A A C E C

1897-45-6 ２，４，５，６－テトラクロロイソフタロニトリル C8Cl4N2 265.9

水系塗料の製品保管中におけるカビ
の発生を防止する目的などに使用、
塗料の防カビ、木材防腐剤、接着剤・
塗料の殺菌剤

<1,000 t <0.01 mmHg 350 ℃ 0.6 ppm 4.38 3.E-07 atm-m3/mol なし 0.05 環境要 B ○ B B A B C B B E E C

2082-79-3
３－（４’－ヒドロキシ－３’，５’－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）プロピオン
酸－ｎ－オクタデシル

C35H62O3 530.9 プラスチック酸化防止剤
2,000 -
<3,000

t 3.38E-13 mmHg データなし 6.09E-09 mg/L 14.26 2.E-06 atm-m3/mol なし なし D × D C #VALUE! C B B B E

2186-25-6 トリルグリシジルエーテル C10H12O2 164.2 接着剤の希釈剤 <1,000 データなし データなし データなし データなし データなし なし なし C ○ B C A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

2386-87-0
３，４－エポキシシクロヘキシルメチル（３，４－エポキシ）シクロヘキサン
カルボキシレート

C14H20O4 252.3 電気材料、安定剤、塗料 000 - <4,000 t 9.14E-07 mmHg データなし 216.7 mg/L 2.37 5.E-10 atm-m3/mol なし なし ○ B B C D B C C E E C

2421-28-5 ３，３’，４，４’－ベンゾフェノンテトラカルボン酸二無水物 C17H6O7 322.2 エポキシ樹脂硬化剤 <1,000 2.35E-09 mmHg データなし 13.8 mg/L 3.3 7.E-11 atm-m3/mol なし なし C × C D B C C E E E

2425-77-6 ２－ヘキシルデカン－１－オール C16H34O 242.4 化粧品、医薬品など 0 - <400,000 t 1.77E-05 mmHg データなし 0.172 mg/L 6.66 3.E-05 atm-m3/mol なし なし E × E E C D B E E D

2425-85-6 ピグメントレッド－３ C17H13N3O3 307.3

常乾アルキド、ラッカー、エマルション
塗料、塗料、印刷インキ、プラスチッ
ク、ゴム、皮革、繊維、文具、タイル、
顔料、なっ染など、

<1,000 t データなし データなし データなし データなし データなし なし なし D D D D D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

2426-08-6 ２－（ブトキシメチル）オキシラン C7H14O2 130.2 接着剤の希釈剤 <1,000 3.23 mmHg 169 ℃ 2 g/100ml 0.63 3.E-05 atm-m3/mol 0.43 ACGIH なし C C ○ B C A C E D E E E E

2451-62-9
１，３，５－トリス（オキシラン－２－イルメチル）－１，３，５－トリアジナン
－２，４，６－トリオン

C12H15N3O6 297.3 塗料、電気 000 - <5,000 t 5.4E-08 mmHg 95.3 ℃ 0.9 g/100ml -0.8 9.E-21 atm-m3/mol 0.00017 ACGIH なし C ○ A B A D B C C E E C

2457-01-4 バリウム＝ビス（２－エチルヘキサノアート） C16H30BaO4 ?
塗料の乾燥剤、塗料性能向上剤、増
粘剤

40,000 -
<50,000

t 3.6E-07 mmHg データなし 172000 mg/L 5.17 2.E-06 atm-m3/mol なし なし D × D D #VALUE! C B E E #VALUE!

2495-37-6 メタクリル酸ベンジル C11H12O2 176.2

アクリルアミド、アクリル酸エステル、
メタクリル酸エステル、酢酸ビニル、ス
チレンなど他のモノマーとの共重合物
は、黄変性の少ない、光沢、耐候性、

<1,000 t 0.0336 mmHg 144 ℃ 397 mg/L 2.53 1.E-05 atm-m3/mol なし なし E × E D E E C E E C

2512-29-0 ピグメントエロー－１ C17H16N4O4 340.3
記載なし、塗料、印刷インキ、プラス
チック、ゴム、皮革、繊維、文具、タイ
ル、顔料、なっ染など、

データなし 4.26E-11 mmHg データなし 0.013 mg/L 3.1 1.E-09 atm-m3/mol なし なし E × E D C C C E E B

2530-83-8 ２－｛［３－（トリメトキシシリル）プロポキシ］メチル｝オキシラン C9H20O5Si 236.3
エポキシ系およびその他の塗料の密
着改良

2,000 -
<3,000

t 0.0142 mmHg 120 ℃ 170000 mg/L -0.92 3.E-08 atm-m3/mol なし なし E × E D E C D E E C

2530-85-0 ［３－（メタクリロイルオキシ）プロピル］トリメトキシシラン C10H20O5Si 248.4
アクリル系およびその他の塗料の密
着改良、アクリルシリコーン原料

1,000 -
<2,000

t 2.3 Pa 107 ℃ データなし -0.9 3.E-07 atm-m3/mol なし なし D × D D E C E E E C
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2579-20-6 1,3-ビス（アミノメチル）シクロヘキサン C8H18N2 142.2
エポキシ樹脂硬化剤、エポキシ硬化
剤、

0.131 mmHg 220 ℃ 163000 mg/L 1.07 3.E-09 atm-m3/mol なし なし D × D D C C C E E E

2634-33-5 １，２－ベンゾチアゾリン－３－オン C7H5NOS 151.2
水系塗料全般、防腐防黴剤、塗料の
防腐、

<1,000 t 2.57E-05 mmHg データなし 21400 mg/L 0.64 7.E-09 atm-m3/mol なし なし ○ B × A D D C C E E C

2807-30-9 ２－プロポキシエタノール C5H12O2 104.2
工業用グリコールエーテル溶剤とし
て、種々の塗料に使用される。
、接着剤や塗料などの溶剤、

8,000 -
<9,000

t 3.12 mmHg 149.8 ℃ 317000 mg/L 0.08 2.E-08 atm-m3/mol なし なし D × D C C B B E E C

2855-13-2
３－アミノメチル－３，５，５－トリメチルシクロヘキシルアミン

C10H22N2 170.3
エポキシ樹脂樹脂用硬化剤成分、ポ
リウレタン系樹脂用鎖延長剤、エポキ
シ樹脂硬化剤、

<1,000 t 0.015 mmHg 247 ℃ 1.556 4.E-09 atm-m3/mol なし なし ○ B × A D C C C E E B

2867-47-2 ２－（ジメチルアミノ）エチル＝メタクリラート C8H15NO2 157.2

アクリルアミド、アクリル酸エステル、
メタクリル酸エステル、酢酸ビニル、ス
チレンなど他のモノマーとの共重合物
は、黄変性の少ない、光沢、耐候性、

3,000 -
<4,000

t <1 mmHg 186-188 ℃ 106000 mg/L 0.97 3.E+02 Pa-m3/mol なし なし ○ B × A C E E E E E C

2921-88-2 クロルピリホス C9H11Cl3NO3 350.6 シロアリ防除剤（クロルピリホス） データなし 0.000018 mmHg 160 ℃ 0.4 mg/L 4.96 2.9E-06 atm-m3/mol 0.0001 室内指針値 0.03 水道目 D A B A A E B A D E D

3006-82-4 ｔｅｒｔ－ブチル＝２－エチルペルオキシヘキサノアート C12H24O3 216.3
アクリル樹脂重合開始剤、不飽和ポ
リエステル樹脂硬化剤など

2,000 -
<3,000

t 3 Pa データなし 46.3 mg/L 4.79 1.E-04 atm-m3/mol なし なし E × E E E E C E E ×

3049-71-6 ピグメントレッド－１７８ C48H26N6O4 750.8
自動車用塗料などの高級塗料、印刷
インキ、塗料、ゴム、クレヨン・絵具、
合成樹脂、

データなし 7.36E-31 mmHg データなし 4.2E-09 mg/L 9.49 2.E-22 atm-m3/mol なし なし E × E D A A A A A E

3089-16-5 ジクロロキナクリドン C20H10Cl2N2 381.2 自動車塗料 4.47E-15 mmHg データなし 0.133 mg/L 1.52 2.E-14 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C D E C

3089-17-6 ジクロロキナクリドン C20H10Cl2N2 381.2

各種塗料、建築材料、顔料なっ染、庭
園用品、床材料、室内装飾、玩具な
どの塗料、インキ、プラスチックなどの
着色、

4.47E-15 mmHg データなし 0.0145 mg/L 4.97 2.E-13 atm-m3/mol なし なし E × E D A B B D E B

3173-72-6 １，５－ジイソシアナトナフタレン C12H6N2O2 210.2
ウレタンプレポリマーなどの変性用原
料に使用される。

<1,000 t 7.50E-06 mmHg 183 ℃ データなし 1.E-06 atm-m3/mol なし なし D ○ A D A D #VALUE! D #VALUE! E E #VALUE!

3194-55-6 1,2,5,6,9,10ヘキサブロモシクロドデカン C12H18Br6 641.7 難燃剤 4.7E-07 mmHg ＞200 ℃ 0.0086 mg/L 7.74 4.6E-05 atm-m3/mol なし なし C × C C E D B D E ×

3194-57-8 1,2,5,6-テトラブロモシクロオクタン C8H12Br4 427.8 難燃剤 0.000105 mmHg データなし 0.0692 mg/L 5.24 0.00085 atm-m3/mol なし なし D × D C E E C E E D

3319-31-1 トリス（２－エチルヘキシル）＝１，２，４－ベンゼントリカルボキシラート C33H54O6 546.8 耐熱電線、耐熱レザーなど
6,000 -
<7,000

t 3.94E-11 mmHg 414 ℃ 100 mg/L 11.59 4.E-07 atm-m3/mol なし なし D × D B A A A B B ×

3380-34-5 ２，４，４’－トリクロロ－２’－ヒドロキシジフェニルエーテル C12H7Cl3O2 289.5 抗菌・防臭加工剤 データなし 0.000004 mmHg データなし 10 mg/L 4.76 5.E-09 atm-m3/mol なし なし A × A C B C C E E ×

3520-72-7 ピクメントオレンジ－１３ C32H24Cl2N8 623.5

ラッカー、エマルション塗料、塗料、印
刷インキ、プラスチック、ゴム、皮革、
繊維、文具、タイル、顔料、なっ染な
ど、

<1,000 t 7.62E-21 mmHg データなし 2.91E-07 mg/L 9.55 3.E-14 atm-m3/mol なし なし E × E B A A A B B D

3524-68-3 トリアクリル酸ペンタエリスリトール C14H18O7 298.3 接着剤の希釈剤
2,000 -
<3,000

<0.01 mmHg データなし 6830 mg/L 0.91 2.E-14 atm-m3/mol なし なし ○ B × A D B C C E E E

3634-83-1 キシリレンジイソシアネート C10H8N2O2 188.2 接着剤樹脂の架橋剤 データなし 0.000876 mmHg 159-162 ℃ 138.9 mg/L 3 1.E-06 atm-m3/mol なし なし D × D D E D C E E E

3648-18-8 ジオクチルビス［（１－オキソドデシル）オキシ］スズ C40H80O4Sn 743.8 塩ビ安定剤 <1,000 t データなし データなし データなし 14.56 2.E+00 atm-m3/mol なし なし C × C E E E B C B ×

3648-21-3 フタル酸ジ－ｎ－ヘプチル C22H34O4 362.5
壁紙、床材などに使用される軟質塩
化ビニル樹脂系の可塑剤、接着剤・
塗料・インキの可塑剤

90,000 -
<100,000

t 0.0002 kPa 360 ℃ 0.01 % 7.56 4.E-06 atm-m3/mol なし なし D × D A A A A C D B

3766-81-2 Ｎ－メチルカルバミン酸２－ｓｅｃ－ブチルフェニル C12H17NO2 207.3
シロアリ防除剤（フェノブカルブ）、防
除剤、

データなし 0.000143 mmHg 60-65 ℃ 660 mg/L 2.78 6.E-03 Pa-m3/mol 0.033 室内指針値 0.03 環境要監視 C B B C E B B E E D

3905-19-9 ピグメントレッド－１６６ C40H24Cl4N6 794.5 塗料顔料 データなし 4.75E-34 mmHg データなし 0.0065 mg/L 13.28 1.E-19 atm-m3/mol なし なし E × E D A A A A A E

3965-55-7 イソフタル酸ジメチル－５－スルホン酸ナトリウム C10H9NaO7S ?
ポリエステル繊維用カチオン可汚剤
など

データなし 1.58E-13 mmHg データなし 32000 mg/L -2.86 2.E-18 atm-m3/mol なし なし E × E E #VALUE! D D E E #VALUE!

4051-63-2 アントラキノンレッド C28H16N2O4 444.4
自動車用塗料などの高級塗料、有機
赤・橙色顔料、

<1,000 t 1.94E-17 mmHg データなし 0.025 mg/L 6.83 5.E-16 atm-m3/mol なし なし E × E D A A A C C C

4067-16-7 ３，６，９，１２－テトラアザテトラデカン－１，１４－ジイルジアミン C10H28N6 232.4 常温硬化型防食塗料原料 データなし 3.5E-06 mmHg 188-193 ℃ 1000000 mg/L -3.67 8.E-24 atm-m3/mol なし なし ○ B × A D B C C E E C
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付録　構築したデータベースとスクリーニング結果（抜粋）（有害性もしくは曝露性に関する情報のあるもののみ）(24)

CAS_RN 物質名 分子式 分子量 用途　文献情報
取扱量
(2012)

単位 蒸気圧 単位 沸点 単位 溶解度 単位
分配係数
logPow

ヘンリー
定数

単位 [mg/m3] 出典 [mg/L] 出典
発が
ん
性

生殖
毒性

変異
原性

感作性
有無

吸入
有害性
ランク

経口
有害性
ランク

経皮
有害性
ランク

経路
①

経路
②

経路
③

経路
④

経路
⑤

経路
⑥

経路
⑦

曝露情報 物理化学性状 吸入長期 有害性ランク 曝露性ランク確度情報経口長期

4098-71-9
３－イソシアナトメチル－３，５，５－トリメチルシクロヘキシル＝イソシア
ナート

C12H18N2O2 222.3

無黄変タイプの湿気硬化型ポリウレタ
ン、ブロック型ポリウレタン、ウレタン
プレポリマーなどの変性用原料およ
び無黄変ポリイソシアーネート硬化剤

3,000 -
<4,000

t 0.0003 mmHg 158 ℃ 4.75 7.E-05 atm-m3/mol 0.00015 ACGIH なし ○ A A A B E D B E E E

4170-30-3 クロトンアルデヒド C4H6O 70.1
室内検出物質、アルデヒド化学品原料、
ゴム酸化防止剤

37 mmHg 102.2 ℃ 181 g/L 0.2 2E-05 atm-m3/mol なし なし C B C B C E D E E E #VALUE!

4299-07-4 ２－ブチル－１，２－ベンゾチアゾール－３（２Ｈ）－オン C11H13NOS 207.3 塗料の防腐 データなし データなし 144-147 ℃ データなし データなし データなし なし なし ○ B B A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

4378-61-4 ピグメントレッド－１６８ C22H8Br2O2 464.1
自動車用塗料などの高い耐久性を要
求される塗料

データなし 7E-13 mmHg データなし 0.01 mg/L 1.06 4.E-11 atm-m3/mol なし なし E × E D D C C D E C

4439-24-1 ２－イソブトキシエタノール C6H14O2 118.2
溶剤型各種の樹脂溶解剤、水性樹脂
塗料の可溶化剤・造膜助剤

データなし 1.3 hPa 160.5 ℃ 75500 mg/L 0.75 2.E-06 atm-m3/mol なし なし C × C C E C C E E C

4531-49-1
２，２’－［（３’－ジクロロ［１，１－ビフェニル］－４，４’－ジイル）ビス（２，
１－ジアゼンジイル）］－Ｎ，Ｎ’－ビス（２－メトキシフェニル）－３，３’－
ジオキソジブタンアミド

C34H30Cl2N6 689.5
塗料、印刷インキ、プラスチック、ゴ
ム、皮革、繊維、文具、タイル、顔料、
なっ染など

<1,000 t 7E-13 mmHg データなし 0.0026 mg/L 2.6 2.E-10 atm-m3/mol なし なし E × E D D C C D E B

4719-04-4
ヘキサヒドロ－１，３，５－トリス（２－ヒドロキシエチル）－１，３，５－トリ
アジン

C9H21N3O3 219.3 塗料の防腐 <1,000 t 4.13E-09 mmHg 113-115 ℃ 3000 mg/L -2 1.E-11 atm-m3/mol なし なし ○ B × A D D C C E E C

4767-03-7 ジメチロールプロピオン酸 C5H10O4 134.1
水性ポリウレタン、アルキド、ポリエス
テル

データなし 1.24E-06 mmHg データなし 101000 mg/L -1.1 2.E-12 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C E E C

4813-57-4 オクタデカン－１－イル＝アクリラート C21H40O2 324.5

アクリル酸エステル、メタクリル酸エス
テル、酢酸ビニル、スチレンなど他の
モノマーとの共重合物はアクリル樹脂
として、光沢、硬度、密着性、耐候性、

50,000 -
<60,000

t 7.9E-06 mmHg データなし 0.00016 mg/L 7.1 2.E-02 atm-m3/mol なし なし E × E D E E A D D C

4948-15-6 ピグメントレッド－１４９ C40H26N2O4 598.7
自動車用塗料などの高級塗料、印刷
インキ、塗料、ゴム、クレヨン・絵具、
合成樹脂、

データなし 1.23E-25 mmHg データなし 0.0014 mg/L 7.36 7.E-23 atm-m3/mol なし なし E × E D A A A C C E

4979-32-2
Ｎ，Ｎ－ジシクロヘキサン－１－イル（１，３－ベンゾチアゾール－２－イ
ルスルファニル）アミン

C19H26N2S2 346.6 有機ゴム薬品（加硫促進剤） 1,432 t 4.54E-08 mmHg 200 ℃ 0.0564 mg/L 4.8 3.E-09 atm-m3/mol なし なし D × D C B C C E E ×

5102-83-0
Ｎ，Ｎ’－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－３，３’－ジオキソ－２，２’－
［（３，３’－ジクロロビフェニル－４，４’－ジイル）ビス（ジアゼンジイル）］
ジブタンアミド

C36H34Cl2N6 685.6
塗料、印刷インキ、プラスチック、ゴ
ム、皮革、繊維、文具、タイル、顔料、
なっ染など

<1,000 t 4.6E-23 mmHg >320 ℃ 0.00035 mg/L 1.8 1.E-19 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C C E B

5103-71-9 cis-Chlordane 410 室内検出物質、殺虫剤・販売禁止農薬 1E-05 mmHg データなし 0.056 mg/L 6.2 1E-04 atm-m3/mol なし 0.0002 WHO飲B A A A D D D A D E E

5103-74-2 γ-chlordane 410 室内検出物質、殺虫剤・販売禁止農薬 1E-05 mmHg データなし 0.056 mg/L 6.2 1E-04 atm-m3/mol なし 0.0002 WHO飲B A A A D D D A D E E

5124-30-1 ビス（４－イソシアナトシクロヘキサン－１－イル）メタン C15H22N2O2 262.4

無黄変タイプの湿気硬化型ポリウレタ
ン、ブロック型ポリウレタン、ウレタン
プレポリマー、ウレタンラッカーなどの
変性用原料に使用される。、接着剤

1,000 -
<2,000

t 0.001 mmHg 245 ℃ 0.00012 g/L 6.11 6.8E-05 atm-m3/mol 0.00018 ACGIH なし ○ A B A D #VALUE! C A D D E

5131-66-8 １－ブトキシ－２－プロパノール C7H16O2 132.2
水系アクリル樹脂エマルジョン用造膜
液剤

8,000 -
<9,000

t 0.187 kPa 171.5 ℃ 6 g/100ml 1.15 1.E-07 atm-m3/mol なし なし E × E C D B B E E C

5160-02-1 ピグメントレッド５３ C34H24BaCl2 ?
塗料、印刷インキ、ゴム、樹脂着色、
文具など

<1,000 t データなし データなし 3.4 mg/L -0.49 データなし 0.0017 ACGIH 0.7 WHO飲 D B C B D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

5232-99-5 エチルジフェニールメチレンシアノアセタート C18H15NO2 277.3 紫外線吸収剤 3.56E-07 mmHg 195 ℃ 3.403 mg/L 4.01 5.E-10 atm-m3/mol なし なし E × E D A B B E E C

5280-68-2
Ｎ－（４－クロロ－２，５－ジメトキシフェニル）－３－ヒドロキシ－４－（｛２
－メトキシ－５－［（フェニルアミノ）カルボニル］フェニル｝ジアゼニル）ナ
フタレン－２－カルボキサミド

C33H27ClN4O 611
塗料、印刷インキ、プラスチック、ゴ
ム、皮革、繊維、文具、タイル、顔料、
なっ染など

<1,000 t 7.10E-24 mmHg データなし 0.0087 mg/L 1.06 7.E-22 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C D E B

5280-80-8 ピグメントエロー－９５ C44H38Cl4N8 916.6 塗料全般、塗料顔料、 データなし 1E-30 mmHg データなし 0.02 mg/L 7.93 6.E-29 atm-m3/mol なし なし E × E D A A A C C E

5281-04-9 ピグメントレッド－５７－１ C18H12CaN2O ?
塗料、印刷インキ、ゴム、樹脂着色、
文具など

5,000 -
<6,000

t 1.32E-18 mmHg データなし 1.3 mg/L 0.65 6.E-19 atm-m3/mol なし なし D × D D #VALUE! C C E E #VALUE!

5392-40-5 シトラール C10H16O 152.2 塗料
2,000 -
<3,000

t 0.0913 mmHg 92-93 ℃ 1340 mg/L 3.45 4.E-05 atm-m3/mol なし なし ○ B × A D E E C E E C

5431-33-4 オレイン酸グリシジルエステル、リノール酸グリシジルエステルの混合物 C21H38O3 338.5 エキポシ樹脂モノマー
1,000 -
<2,000

t データなし 185 ℃ データなし 3.E-05 atm-m3/mol なし なし D D D D D #VALUE! E #VALUE! E E #VALUE!

5468-75-7 ピグメントイエロー－１４ C34H30Cl2N6 657.6
塗料、印刷インキ、プラスチック、ゴ
ム、皮革、繊維、文具、タイル、顔料、
なっ染など

1,000 -
<2,000

t 2.05E-22 mmHg データなし 2.51E-05 mg/L 7.02 7.E-23 atm-m3/mol なし なし E × E B A A A C D D

5493-45-8 1,2-シクロヘキサンジカルボン酸ジグリシジル C14H20O6 284.3 エキポシ樹脂モノマー データなし データなし データなし データなし データなし データなし なし なし ○ B B × D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!
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付録　構築したデータベースとスクリーニング結果（抜粋）（有害性もしくは曝露性に関する情報のあるもののみ）(25)

CAS_RN 物質名 分子式 分子量 用途　文献情報
取扱量
(2012)

単位 蒸気圧 単位 沸点 単位 溶解度 単位
分配係数
logPow

ヘンリー
定数

単位 [mg/m3] 出典 [mg/L] 出典
発が
ん
性

生殖
毒性

変異
原性

感作性
有無

吸入
有害性
ランク

経口
有害性
ランク

経皮
有害性
ランク

経路
①

経路
②

経路
③

経路
④

経路
⑤

経路
⑥

経路
⑦

曝露情報 物理化学性状 吸入長期 有害性ランク 曝露性ランク確度情報経口長期

5521-31-3 ピグメントレッド－１７９ C26H14N2O4 418.4
自動車用塗料などの高級塗料、印刷
インキ、塗料、ゴム、クレヨン・絵具、
合成樹脂、

<1,000 t 3E-18 mmHg データなし 0.005 mg/L 0.033 3.E-18 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C E E C

5567-15-7 ピグメントエロー－８３ C36H32Cl4N6 818.5
各種塗料、塗料、印刷インキ、プラス
チック、ゴム、皮革、繊維、文具、タイ
ル、顔料、なっ染など、

<1,000 t 1.8E-25 mmHg データなし 0.008 mg/L 0.02 2.E-23 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C D E B

5580-57-4 ピグメントエロー－９３ C43H35Cl5N8 937.1 塗料全般、塗料顔料、 データなし 1.62E-32 mmHg データなし 0.01 mg/L 8.02 1.E-28 atm-m3/mol なし なし E × E D A A A C C E

5580-58-5 ピグメントエロー－９４ C42H32Cl6N8 957.5 塗料顔料 データなし 2.60E-26 mmHg データなし 0.01 mg/L 6.79 3.E-24 atm-m3/mol なし なし E × E D A A A D D E

5989-27-5 D-リモネン C10H16 136.2 塗料・ワックスなどの溶剤 14613 t 1.979 mmHg 178 ℃ 0.00138 % 4.2 3.E-02 atm-m3/mol なし なし D ○ B D A C E E C E E C

6197-30-4 2-エチルへキシル-2-シアノ-3,3-ジフェニルアクリレート C24H27NO2 361.5
紫外線吸収剤　工業塗料用、紫外線
吸収剤、

3.15E-09 mmHg データなし 0.004 mg/L 6.1 4.E-07 atm-m3/mol なし なし E × E D A A A D D C

6317-18-6 メチレンビスチオシアネート C3H2N2S2 130.2 防腐・防かび剤 <1,000 t 0.263 Pa データなし 溶けない 0.62 3.E-08 atm-m3/mol なし なし ○ B × A E E D D E E ×

6358-30-1 ジオキサジンバイオレット C34H22Cl2N4 589.5
焼付塗料、一般工業用塗料、塗料、
プラスチック、印刷インキ、顔料なっ
染、

データなし 7.71E-18 mmHg データなし 0.025 mg/L 9.44 2.E-15 atm-m3/mol なし なし E × E D A A A B B D

6358-31-2
２－アセチル－２－［（２－メトキシ－４－ニトロフェニル）ジアゼニル］－Ｎ
－（２－メトキシフェニル）アセトアミド

C18H18N4O6 386.4

常乾塗料、エマルション塗料、塗料、
印刷インキ、プラスチック、ゴム、皮
革、繊維、文具、タイル、顔料、なっ染
など、

<1,000 t 3.25E-12 mmHg データなし 0.0076 mg/L 2.99 2.E-10 atm-m3/mol なし なし E × E D C C C E E B

6358-37-8 ピグメントエロー－５５ C34H30Cl2N6 657.6
塗料、印刷インキ、プラスチック、ゴ
ム、皮革、繊維、文具、タイル、顔料、
なっ染など

データなし 2E-22 mmHg データなし 0.0052 mg/L 8.15 3.E-20 atm-m3/mol なし なし E × E D A A A C D D

6358-85-6 ピグメントエロー－１２ C32H26Cl2N6 629.5
塗料、印刷インキ、プラスチック、ゴ
ム、皮革、繊維、文具、タイル、顔料、
なっ染など

3,000 -
<4,000

t データなし データなし 7.05 5.E-23 atm-m3/mol なし なし E × E B A A A E D D

6358-87-8 ピグメントレッド－３８ C36H28Cl2N8 739.6

ラッカー、エマルション塗料、塗料、印
刷インキ、プラスチック、ゴム、皮革、
繊維、文具、タイル、顔料、なっ染な
ど、

データなし 4E-23 mmHg データなし 0.002 mg/L 9.24 2.E-20 atm-m3/mol なし なし E × E D A A A B C D

6410-41-9
Ｎ－（５－クロロ－２，４－ジメトキシフェニル）－４－｛［５－（ジエチルス
ルファモイル）－２－メトキシフェニル］ジアゼニル｝－３－ヒドロキシ－２
－ナフトアミド

C30H31ClN4O 627.1

常乾アルキド、ラッカー、アミノアル
キッドなどの焼付塗料、エマルション
塗料や屋外塗料などに使用されてい
る 塗料 印刷インキ プラスチ ク

<1,000 t 2.59E-22 mmHg データなし 0.0078 mg/L 1.22 3.E-20 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C D E B
ナフトアミド

る、塗料、印刷インキ、プラスチック、

6422-86-2 ビス（２－エチルヘキサン－１－イル）＝テレフタラート C24H38O4 390.6 軟質ポリ塩化ビニルの可塑剤 2.14E-05 mmHg 383 ℃ 4 mg/L 8.39 1.E-05 atm-m3/mol なし なし E × E B A C A D D E

6448-95-9 Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２２ C24H18N4O4 426.4
塗料、印刷インキ、プラスチック、ゴ
ム、皮革、繊維、文具、タイル、顔料、
なっ染など

<1,000 t 8.79E-17 mmHg データなし 0.0118 mg/L 2.18 4.2E-15 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C D E B

6485-40-1 ｌ－カルボン C10H14O 150.2 衣類の害虫用 <1,000 t 0.103 mmHg 230 ℃ 1310 mg/L 2.71 2.E-05 atm-m3/mol なし なし E × E C E D B E E C

6486-23-3 ピグメントエロー－３ C16H12Cl2N4 395.2 記載なし <1,000 t 6.66E-12 mmHg データなし 0.0075 mg/L 2.9 5.E-10 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C E E C

6535-46-2 ピグメントレッド－１１２ C24H16Cl3N3 484.8
塗料、印刷インキ、プラスチック、ゴ
ム、皮革、繊維、文具、タイル、顔料、
なっ染など

8.51E-17 mmHg データなし 0.0098 mg/L 2.5 6.E-15 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C C E B

6683-19-8
ペンタエリトリトール＝テトラキス［３－（３’，５’－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４’
－ヒドロキシフェニル）プロピオナート］

C73H108O12 1178
プラスチック酸化防止剤、接着剤の劣
化・酸化防止剤、

4,000 -
<5,000

t 9.75E-13 mmHg データなし 0.3 g/L 23 2.E-28 atm-m3/mol なし なし E × E B A A A A A D

6846-50-0 ２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオールジイソブチレート C16H30O4 286.4
溶剤、塩化ビニル樹脂用可塑剤、成
型助剤

1,000 -
<2,000

t 0.0085 mmHg 280 ℃ 13.2 mg/L 4.91 2.E-04 atm-m3/mol なし なし E × E C D D A E E D

6864-37-5
２，２’－ジメチル－４，４’－メチレンビス（シクロヘキサン－１－イルアミ
ン）

C15H30N2 238.4 一般硬化防食塗料原料 データなし 0.0006 mmHg 342 ℃ 0.4 g/100ml 2.5 8E-09 atm-m3/mol なし なし C × C D C C C E E C

6992-11-6 ピグメントブラウン－２５ C24H15Cl2N5 492.3
塗料、印刷インキ、プラスチック、ゴ
ム、皮革、繊維、文具、タイル、顔料、
なっ染など

データなし 6E-20 mmHg データなし 0.00025 mg/L 7.79 2.E-16 atm-m3/mol なし なし E × E D A A A D E B

7023-61-2 ピグメントレッド－４８：２ C18H11CaClN ?
アルキド、ラッカー、焼付塗料、塗料、
印刷インキ、ゴム、樹脂着色、文具な
ど、

<1,000 t 2.9E-13 mmHg データなし 0.27 mg/L -0.75 7.E-19 atm-m3/mol なし なし D × D D #VALUE! C C E E #VALUE!

7085-85-0 ２－シアノアクリル酸エチル C6H7NO2 125.1 反応型アクリル系接着剤原料 <1,000 <2.02 mmHg 55 ℃ データなし データなし 3.E-07 atm-m3/mol 0.0033 ACGIH なし B C B C #VALUE! B #VALUE! E E #VALUE!

7173-51-5 ジデシルジメチルアンモニウムクロリド C22H48ClN ? 防腐・防かび剤 データなし 2.33E-11 mmHg データなし 0.551 mg/L 4.66 7.E-10 atm-m3/mol なし なし D × D A #VALUE! A A D E #VALUE!
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付録　構築したデータベースとスクリーニング結果（抜粋）（有害性もしくは曝露性に関する情報のあるもののみ）(26)

CAS_RN 物質名 分子式 分子量 用途　文献情報
取扱量
(2012)

単位 蒸気圧 単位 沸点 単位 溶解度 単位
分配係数
logPow

ヘンリー
定数

単位 [mg/m3] 出典 [mg/L] 出典
発が
ん
性

生殖
毒性

変異
原性

感作性
有無

吸入
有害性
ランク

経口
有害性
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経皮
有害性
ランク

経路
①

経路
②

経路
③

経路
④

経路
⑤

経路
⑥

経路
⑦

曝露情報 物理化学性状 吸入長期 有害性ランク 曝露性ランク確度情報経口長期

7429-90-5 アルミニウム粉 Al 26.98

プラスティック用塗料、防錆、耐熱塗
料、ハンマートーン塗料、ルーフィング
塗料、電着塗料、水性塗料、ハイソ
リッド塗料、粉体塗料、特に金色装飾

データなし データなし 2327 ℃ データなし データなし データなし 0.017 ACGIH なし C D C C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

7439-92-1 鉛 Pb 207.2
塗料の着色剤の顔料に鉛あるいは鉛
化合物として使用される

データなし 10 mmHg 1740 ℃ データなし 2.E-02 atm-m3/mol 0.0005 WHOガイドライン 0.01 環境基 (B) (A) A A A D #VALUE! E #VALUE! E E #VALUE!

7439-97-6 水銀 Hg 200.6
蛍光灯、化合物として顔料に使用さ
れる

データなし 2.00E-03 mmHg 356.72 ℃ 0.28micromoles/l 5.95 データなし 0.00004 大気指針値 0.0005 環境基 D ○ A A A E #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E ×

7440-36-0 アンチモン Sb 121.8
触媒・化合物として合成樹脂や繊維
製品の難焼剤・添加剤に使われる

データなし 1 Pa 1440 ℃ データなし データなし 0.00033 産業衛生学会 0.02 環境要 C A B A E #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

7440-38-2 ヒ素 As 77.95
電子工業材料（半導体）、合金、ガラ
スの脱色、顔料、触媒

データなし approx.0 mmHg データなし データなし データなし 6.7E-06 WHO UR 0.01 環境基 A A A A E #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

7440-39-3 バリウム Ba ? 塗料顔料の成分・ゴム等の充填剤 データなし 5.65E-07 Pa 1640 ℃ 激しく反応する 0.23 データなし 1.7E-03 ACGIH 7.0E-01
WHO
飲料
水

D B C B C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

7440-43-9 カドミウム Cd 112.4
化合物として顔料・塗料（赤、黄）、合
成樹脂の安定剤に使用される

データなし 1 Pa 765 ℃ データなし データなし 0.000005 WHOガイドライン 0.01 環境基 A C C A A A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

7440-47-3 クロム Cr 52
CCA(クロム・銅・ヒ素化合物）系木材
防腐剤処理木材を燃焼させた際に生
成する

データなし 1 Pa 2642 ℃ 0 データなし 0.0017 ACGIH,産業衛生 0.05 WHO飲 D ○ A B A E #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E ×

7440-50-8 銅 Cu 63.55
特に金色装飾を目的とするプラス
ティック成型品、木工製品、金属加工
品、植物向け塗料

データなし データなし データなし データなし データなし データなし 0.00067 ACGIH 2 WHO飲 D ○ A D A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

7440-66-6 亜鉛 Zn 65.38

橋梁、大型鉄鋼構造物などの錆止め
の顔料として使用、特に金色装飾を
目的とするプラスティック成型品、木
工製品、金属加工品、植物向け塗

データなし 5.16E-07 Pa 907 ℃ 反応する -0.47 2.E-02 atm-m3/mol なし 7.4 水質ク D D D D D #VALUE! E E E E C

7446-14-2 硫酸鉛（ＩＩ） O4PbS 303.3 塩ビ安定剤
30,000 -
<40,000

t 6.13E-16 mmHg データなし 42.5 mg/L 1.13 データなし 0.0005 WHOガイドライン 0.01 環境基 B A A A E #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E C

7473-98-5 ２－ヒドロキシ－２－メチル－プロピオフエノン C10H12O2 164.2
光重合開発剤、各種UVクリアコーティ
ングに使用

<1,000 t 7.37E-04 mmHg 102-103 ℃ 25300 mg/L 1.08 3.E-06 atm-m3/mol なし なし D × D E E E E E E ×

7534-94-3
（１Ｒ，２Ｒ，４Ｒ）－ｒｅｌ－１，７，７－トリメチルビシクロ［２．２．１］ヘプタン
－２－イル＝メタクリラート

C14H22O2 222.3

アクリルアミド、アクリル酸エステル、
メタクリル酸エステル、酢酸ビニル、ス
チレンなど他のモノマーとの共重合物
は 黄変性の少ない 光沢 耐候性

<1,000 t データなし 127-129 ℃ データなし 4.76 2.E-04 atm-m3/mol なし なし D × D D E E B E E C

は、黄変性の少ない、光沢、耐候性、

7580-85-0 ２－ｔｅｒｔ－ブトキシエタノール C6H14O2 118.2
合成樹脂エナメルの溶剤、ラッカーの
白化防止、水溶性塗料の分散安定に
使用する

8,000 -
<9,000

t 0.77 mmHg 153 ℃ 153000 mg/L 0.39 1.E-07 atm-m3/mol なし なし C × C C #VALUE! B B E E C

7631-86-9 二酸化ケイ素 O2Si 60.08

建築、橋梁等大型鉄鋼構造物などの
防錆顔料として使用、つや消し剤、ま
たは塗料中の顔料沈降防止剤として
使用される、つや消し剤、または除幕

データなしapproximatelyzero 2503 ℃ データなし データなし なし なし C C C C D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

7647-01-0 塩酸 HCl 36.46 接着剤の触媒
1,000,000 -
<2,000,000

t 8059999 Pa -85.05 ℃ 670 g/L 0.25 データなし 0.02 IRIS RfC なし D C D C A #VALUE! #VALUE! #VALUE! C E E

7664-38-2 リン酸 H3O4P 98

金属表面処理の添加剤として用い、
鉄鋼表面にリン酸塩被膜を形成され
るのに利用される。さび取り不要、塗
料下地全処理剤として使用、接着剤

データなし 4 Pa データなし 非常によく溶ける -0.77 データなし 0.0033 ACGIH,産業衛生なし B C B D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E C

7664-41-7 アンモニア H3N 17 腐敗物や糞尿から放散 - <2,000,000 t 1001 kPa -33 ℃ 溶ける 0.23 2.E-05 atm-m3/mol 0.057 ACGIH,産業衛生なし C D C B #VALUE! C D D E ×

7664-93-9 硫酸 H2O4S 98.08 接着剤の触媒 - <5,000,000 t 5.93E-05 mmHg ～290 ℃ 1000 g/L -2.2 データなし 0.00067 ACGIH なし A B A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E E

7696-12-0
（１，３－ジオキソ－４，５，６，７－テトラヒドロイソインドリン－２－イル）メ
チル＝２，２－ジメチル－３－（２－メチルプロパ－１－エン－１－イル）シ
クロプロパン－１－カルボキシラート

C19H25NO4 331.4 防除剤 データなし 0.075 mmHg 185-190 ℃ 4.6 mg/L 4.73 2.E-06 atm-m3/mol なし なし D × D A E D A E E C

7704-34-9 硫黄 S 32.07 ゴムの硬化剤など データなし 0.000527 Pa 445 ℃ 溶けない 0.23 9.E-03 atm-m3/mol なし なし E × E E #VALUE! E E E E E

7705-14-8 DL-p-メンタ-1,8-ジエン C10H16 136.2 塗料の溶剤・皮張り防止 <1,000 t データなし データなし データなし データなし データなし なし なし ○ B × B D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

7722-84-1 過酸化水素 H2O2 34.01
木材漂白剤、殺菌剤、防カビ剤、防汚
剤

174,361 t 263 Pa 152 ℃ 混和する -1.57 7.E-09 atm-m3/mol 0.0047 ACGIH なし C B C B D #VALUE! C D E E E

7727-43-7 硫酸バリウム BaO4S 233.4

屋内外の鉄構造物のさび止め塗料に
利用される、各種の油性・水性塗料、
耐酸・耐アルカリ塗料の体質顔料、塗
料、ゴム着色増量剤、顔料体質用、

30,000 -
<40,000

t データなし 1600 ℃ 2.46 g/L データなし データなし 0.02 ACGIH 0.7 WHO飲 D C C C D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

7758-97-6 テトラオキシドクロム酸鉛（ＩＩ） CrO4Pb 323.2
油性、合成樹脂塗料の原料、印刷イ
ンキ、合成樹脂の着色、油絵、建材、
鉛筆、紙染、ゴム

データなし approx.0 mmHg データなし 0.2 mg/L データなし データなし 1.4E-07 WHO UR 0.01 環境基 A A C ○ A A A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!
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7778-18-9 硫酸カルシウム CaO4S 136.1 接着剤の充填剤 データなし 6 Pa データなし データなし データなし データなし 0.033 ACGIH なし C D C C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

7782-41-4 フッ素 38 室内検出物質、 データなし データなし データなし データなし データなし 0.0053 ACGIH 0.8 環境基D B C B E #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

7782-42-5 グラファイト C 12.01 金属製の銀黒色顔料 データなし データなし データなし データなし データなし データなし 0.0067 ACGIH なし B C B C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

7782-49-2 セレン Se 78.96 家電製品などの半導体材料 データなし 1 Pa 685 ℃ データなし データなし 0.00033 産業衛生学会 0.01 環境基 D A A A E #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

7782-50-5 塩素 Cl2 70.91
殺菌剤、防かび剤、防汚剤、漂白剤、
農薬などの合成中間体

データなし 780 kPa -34 ℃ 微溶 0.85 1.E-02 atm-m3/mol 0.005 ACGIH 5 WHO飲 D B D B B #VALUE! E E D E ×

7789-06-2 テトラオキシドクロム酸ストロンチウム CrO4Sr 203.6

家電、建材用のコイルコーティングの
エポキシ及びポリエステル系プライ
マー、防錆塗料などに使用される、さ
び止顔料、

<1,000 t データなし データなし 12 g/L データなし データなし 1.4E-07 WHO UR 0.05 環境基 A C ○ A A A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

8001-58-9 石炭クレオソート - ?
木材防腐剤、殺菌剤、防かび剤、防
汚剤、殺虫剤、防虫剤、合成中間体

データなし 45 mmHg 194-400 ℃ データなし 1 データなし なし なし A A A A B #VALUE! #VALUE! #VALUE! D E #VALUE!

8002-74-2 固形パラフィン - ?
天然ゴムをはじめ各種合成ゴムなど
に使用、防水材、

データなし データなし 322 ℃ >6 データなし 0.0067 ACGIH なし B C B E #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

8003-34-7 ピレスリンおよびピレスロイド C43H56O8 700 防虫剤、防除剤、 データなし 0.00002 mmHg 170 ℃ 0.2 ppm 5.9 7.E-07 atm-m3/mol 0.017 ACGIH 0.01 ADI(J, D ○ B A A A E B A D D E

8006-64-2 テレビン油 - およそ13
溶剤、塗料、インキ、ワックスなどの
溶剤、

2,000 -
<3,000

t 0.67 kPa 149-180 ℃ 溶けない データなし データなし 0.37 ACGIH なし ○ A E A C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

8008-20-6 灯油 - ?
塗料、インキ、ワックスなどの溶剤、
溶剤形接着剤溶剤、

データなし 2.12-26.4 mmHg 175-325 ℃ about5 g/L 3.3-65.9E-05-7. atm-m3/mol 0.67 ACGIH なし C C C C C #VALUE! E E E E #VALUE!

8013-07-8 エポキシ化脂肪酸グリセライド - ?
塗料やインキの可塑剤、塩化ビニル
樹脂の可塑性

データなし 1.20E-22 mmHg >250 ℃ 9.8E-07 mg/L 14.84 2.E-09 atm-m3/mol なし なし E × E C #VALUE! A A E E #VALUE!

8030-30-6 ナフサ - ?
顔料や塗料の添加剤、溶剤、溶剤、
溶剤形接着剤溶剤

データなし データなし データなし データなし データなし データなし 5.3 ACGIH なし B B B B C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

8050-09-7 ロジン - ? 接着剤、塗料 データなし <0.075 mmHg 280 ℃ 130 mg/L データなし データなし なし なし ○ A × A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

8052-42-4 アスファルト - ?
道路資材・舗装材、シーリング材、防
水材、地表屋根材接着剤原料、

データなし データなし >300 ℃ >6 データなし 0.0017 ACGIH なし B B B B C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

9002-84-0 １，１，２，２－テトラフルオロエテン重合物 (C2F4)x ?

チューブ、電線被膜、通信機、電算機
の配線、塗料やインクに添加し、耐摩
耗性を改良する、ピストンリング、パッ
キン類など、

10,000 -
<20,000

t データなし データなし データなし データなし データなし なし なし D D D D C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

9002-86-2 塩化ビニル樹脂 (C2H3Cl)x ?
壁装材、電線被膜、ガス管、ガーデン
ホース、上下水道管および継手類、
電線配線用管、窓枠

90,000 -
<100,000

t データなし データなし データなし データなし なし なし D ○ B D B D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

9002-88-4 エテン重合物 (C2H4)x ?

塗料、ブロッキング防止剤、滑材、顔
料沈降防止剤、ルーフィングなどの土
木工事用、電力通信ケーブルの絶縁
およびシース用など、吹付け建材、

300,000 -
<400,000

t データなし データなし データなし データなし データなし なし なし D D D D C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

9002-89-5 ポリビニルアルコール（完全けん化品） (C2H4O)x ? 接着剤、モルタル作業添加剤
100,000 -
<200,000

t データなし データなし データなし データなし なし なし D D D D C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

9002-92-0 ポリ（オキシエチレン）＝ドデシル＝エーテル (C2H4O)nC12 ? 乳化重合界面活性剤
200,000 -
<300,000

t 7.5E-11 mmHg データなし 8000 mg/L 1.97 5E-15 atm-m3/mol なし なし E × E E #VALUE! D D E E #VALUE!

9003-01-4 アクリル酸重合物 (C3H4O2)x ?
エマルジョン、有機溶媒などの増粘安
定剤など、ホース、チューブなど、

4,000 -
<5,000

t データなし データなし データなし データなし データなし なし なし D D D D D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

9003-07-0 プロパ－１－エン重合物 (C3H6)x ?
家電、繊維など、可塑剤、電気絶縁
油、潤滑油、接着性付与剤、

300,000 -
<400,000

t データなし データなし データなし データなし データなし なし なし D D D D D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

9003-20-7 ビニルアセタート重合物 (C4H6O2)x ?
電線ワニス、エマルジョン、塗料、接
着剤など、木材、家具など、工作用・
建築用・紙包装用接着剤

20,000 -
<30,000

t データなし データなし データなし データなし データなし なし なし D D D D C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

9003-31-0 イソプレン重合物 (C5H8)x 68.12

粘接着性（ホットメルト、溶剤型、テ
ラック型、反応型）、潤滑剤、大部分
がゴム製品として使用される。粘接着
剤など、

40,000 -
<50,000

t データなし データなし データなし データなし データなし なし なし ○ A A × C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

9003-39-8 ポリビニルピロリドン (C6H9NO)x ? 紙用接着剤原料・接着剤増粘剤 <1,000 t データなし データなし データなし データなし データなし なし なし D D D D C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!
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9003-53-6 ポリスチレン (C8H8)x ?

テレビ（キャビネット、フロントパネ
ル）、冷蔵庫（内張、仕切り板）、エア
コン（フロントパネル）、PC（ハウジン
グ）など、粘着付与剤、

100,000 -
<200,000

t データなし 67-68 ℃ データなし データなし データなし なし なし D D D D A #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

9003-54-7 アクリロニトリル・スチレン重合物 (C8H8.C3H3N) ? 電気器具、家庭日用品など
10,000 -
<20,000

t データなし データなし データなし データなし データなし なし なし D D D D D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

9003-55-8 ブタ－１，３－ジエン・スチレン重合物 (C8H8.C4H6)x ?

ゴム製品など、工業用品、接着剤な
ど、ホットメタルタイプ（接着剤・粘着
剤）、コーティング材、防音材、プラス
チックの改質剤、電線・ケーブルの被

40,000 -
<50,000

t データなし データなし データなし データなし データなし なし なし D D D D C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

9004-34-6 セルロース (C6H10O5)x 数万以上
テープ、装飾用、プラスチック用充填
剤、繊維壁用素材、塗料など

データなし データなし データなし データなし データなし データなし 0.033 ACGIH なし C D C C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

9005-25-8 グルカン (C6H10O5)x 数万以上
接着剤、糊、紙加工用接着剤・紙サイ
ズ剤、

データなし データなし データなし データなし データなし データなし 0.033 ACGIH なし D C D C C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

9009-54-5 ウレタンフォーム C3H8N2O 88.11 ソファー、マットレス、座布団など データなし データなし データなし データなし データなし データなし なし なし D D D D D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

9010-98-4 ２－クロロブタ－１，３－ジエン重合物 (C4H5Cl)x ? ホース、接着剤、電線被覆など
1,000 -
<2,000

t データなし データなし データなし データなし データなし なし なし D D D D C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

9011-06-7 塩化ビニル・塩化ビニリデン共重合物 (C2H3Cl.C2H2 ? コーティング用ラテックス・レジンなど データなし データなし データなし データなし データなし データなし なし なし D D D D D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

9011-14-7 メチル＝メタクリラート重合物 (C5H8O2)x ?
ディスプレー、照明器具、建築・家電
及び部品（板、棒、管）、接着剤の増
粘剤、

200,000 -
<300,000

t データなし データなし データなし データなし データなし なし なし D D D D D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

9016-87-9 ポリメチレンポリフェニレン＝イソシアナート (C8NO)x ?

油変性ポリウレタン、湿気硬化ポリウ
レタン、ブロック型ポリウレタン、ウレタ
ンプレポリマーなどの変性用原料およ
びポリイソシアネート硬化剤の原料に

200,000 -
<300,000

t 0.0004 Pa データなし データなし データなし データなし なし なし D ○ D D D D #VALUE! #VALUE! #VALUE! A B #VALUE!

10028-15-6 オゾン 48 室内検出物質、 データなし データなし データなし データなし 0.00033 ACGIH なし D A B A A #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

10043-92-2 ラドン Rn ? 土壌やコンクリートから放散される データなし 5.65E-07 Pa -62 微溶 1.51 データなし なし なし A A A A E #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

10081-67-1 ４，４’－ビス（α，α－ジメチルベンジル）ジフェニルアミン C30H31N 405.6 有機ゴム薬品（老化防止剤） <1,000 t 667 Pa データなし 0.00015 mg/L 7.9 2.E+04 atm-m3/mol なし なし E × E D E E E C D E

10102-44-0 二酸化窒素 NO2 46.01 石油やガスの燃焼で生じる。
1,000 -
<2,000

t 121 kPa 21.2 ℃ 反応する -0.58 2.E-02 atm-m3/mol 0.04 WHOガイドラインなし D C D C C #VALUE! E E E E ×

10453-86-8
（５－ベンジル－３－フリル）メチル＝２，２－ジメチル－３－（２－メチル
プロパ－１－エン－１－イル）シクロプロパンカルボキシラート

C22H26O3 338.4 防除剤 データなし 0.075 mmHg 75 ℃ 0.3 mg/L 6.14 1.E-01 Pa-m3/mol なし 0.15 IRIS R C C C C #VALUE! C A C D C

10591-85-2 テトラベンジルチウラム＝ジスルフィド C30H28N2S4 544.8 有機ゴム薬品（加硫促進剤） データなし 0.85 Pa データなし 0.00019 mg/L 3.7 2.E+01 atm-m3/mol なし なし E × E E E E E B C E

10605-21-7 メチル＝１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルカルバマート C9H9N3O2 191.2

外装・内装用塗料の防カビ剤（水系、
溶剤系）、塗料の防カビ、塗料、木材
などの防かび剤、接着剤の防腐・防カ
ビ

<1,000 t <7.5E-10 mmHg データなし 8 mg/L 1.49 4.E-03 Pa-m3/mol なし 0.075 ADI(J) B C B B B D #VALUE! C C E E C

11103-86-9 ビス（クロム酸）水酸化二亜鉛（ＩＩ）カリウム Cr2HKO9Zn2 418.9 さび止下塗り塗料用 データなし データなし データなし データなし データなし データなし 1.4E-07 WHO UR 0.05 環境基 A C ○ A A A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

12001-26-2 雲母、マイカ - ?

建材などの体質顔料として防食、防
水、クラック防止、防振などの物性向
上目的で使用される。、塗料、プラス
チック、印刷インキ、接着剤の充填剤

データなし データなし データなし データなし データなし データなし 0.01 ACGIH なし B C B C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

12001-28-4 クロシドライト（青石綿1995まで使用） - ? 耐火材、アスベスト建材 データなし データなし データなし データなし データなし なし なし A A A A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

12001-29-5 クリソタイル（白石綿2004まで生産） H2Mg3O8Si2.H ? 耐火材、アスベスト建材 データなし 0 mmHg データなし データなし データなし なし なし A A A A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

12001-85-3 亜鉛＝ナフテナート - ? 防腐・防かび剤 <1,000 t 9.3E-08 mmHg データなし 15.4 mg/L 3.26 3.E-09 atm-m3/mol なし なし D × D C #VALUE! B B E E #VALUE!

12002-03-8 Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン２１ Cu(C2H3O2)2 1014 油絵具など データなし データなし データなし データなし データなし 6.7E-06 WHO UR 0.01 環境基 A ○ A A A E #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

12013-69-3 鉛酸二カルシウム Ca2O4Pb 351.4 亜鉛溶射鋼材などのさび止め塗料 データなし データなし データなし データなし データなし 0.0005 WHOガイドライン 0.01 環境基 B A A A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

12122-67-7 Ｎ，Ｎ’－エチレンビス（ジチオカルバミン酸）亜鉛 C4H6N2S4Zn ? 防汚剤 データなし 7.5E-08 mmHg データなし 0.922 mg/L 1.3 3.E-04 Pa-m3/mol なし 0.013 ADI(環 D ○ B B A D #VALUE! C C E E #VALUE!
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12125-02-9 塩化アンモニウム ClH4N 53.49 接着剤の触媒
9,000 -
<10,000

t データなし データなし 28.3 g/100ml -4.37 データなし 0.033 ACGIH なし C D C D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E E

12172-73-5 アモサイト（茶石綿1995まで使用） - ? 耐火材、アスベスト建材 データなし データなし データなし データなし データなし データなし なし なし A A A A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

12202-17-4 三酸化硫酸四鉛 O7Pb4S 972.9

塩素含有有機樹脂系及びハロゲン系
難燃剤含有塗料の熱安定剤、脂肪酸
金属石鹸：ゲル化、増粘、撥水、塩素
含有機樹脂塗料の熱安定剤

2,000 -
<3,000

t データなし データなし 0.0262 g/L データなし データなし 0.0005 WHOガイドライン 0.01 環境基 B A A A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

12225-18-2 ピグメントエロー－９７ C26H27ClN4O 591
各種塗料、塗料、印刷インキ、プラス
チック、ゴム、皮革、繊維、文具、タイ
ル、顔料、なっ染など、

データなし 1.23E-18 mmHg データなし 0.0064 mg/L 1.3 2.E-16 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C E E B

12236-62-3 ピグメントオレンジ－３６ C17H13ClN6O 416.8
アルキド、ラッカー、塗料、印刷イン
キ、プラスチック、ゴム、皮革、繊維、
文具、タイル、顔料、なっ染など、

<1,000 t 3.91E-15 mmHg データなし 0.014 mg/L 0.79 2.E-13 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C E E B

12239-87-1
クロロ［２９Ｈ，３１Ｈ－フタロシアニナト（２－）－Ｎ２９，Ｎ３０，Ｎ３１，Ｎ３
２］銅（ＩＩ）

C32H15ClCuN ?
常乾塗料、ラッカー、塗料、印刷イン
キ、プラスチック、ゴム、皮革、繊維、
文具、タイル、顔料、なっ染など、

<1,000 t 1.39E-18 mmHg データなし 6.1E-07 mg/L 9.35 8.E-13 atm-m3/mol なし なし E × E D #VALUE! A A E E #VALUE!

12656-85-8 Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１０４ PbCrO4, PbMo ?

顔料として常乾塗料、焼付塗料など
汎用塗料に使用される。ホットメルトタ
イプのトラフィックペイントにも利用さ
れる、印刷インキ、塗料、合成樹脂、

データなし データなし <0.01 mg/L データなし データなし 1.4E-07 WHO UR 0.01 環境基 A A C ○ A A A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

13048-33-4 1,6－ヘキサンジオールジアクリレート C12H18O4 226.3 接着剤の希釈剤
2,000 -
<3,000

t 0.0166 mmHg データなし 74.9 mg/L 2.81 4.E-08 atm-m3/mol なし なし ○ B × A D D C C E E E

13108-52-6 ２，３，５，６－テトラクロロ－４－（メチルスルホニル）ピリジン C6H3Cl4NO2S 295 塗料の防カビ データなし データなし データなし データなし データなし データなし なし なし ○ B × A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

13122-18-4 ｔ－ブチルパーオキシ C13H26O3 230.3
アクリル樹脂重合開始剤、不飽和ポ
リエステル樹脂硬化剤など

2,000 -
<3,000

t 0.03 mBar データなし 14.2 mg/L 4.4 5.E-04 atm-m3/mol なし なし B × B E E E C E E ×

13397-24-5 石膏 CaO4S.2H2O 154.2 石膏ボード、壁 データなし データなし データなし データなし データなし データなし 0.033 ACGIH なし C D C D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

13463-41-7 ビス（２－メルカプトピリジン－Ｎ－オキシド）亜鉛（ＩＩ） C10H8N2O2S ?
建築系塗料内装、外装用、防カビ、防
菌剤

882 t 1.87E-10 mmHg データなし 15 mg/L 0.97 4.E-12 atm-m3/mol なし なし C × C D #VALUE! C C E E #VALUE!

13463-67-7 二酸化チタン O2Ti 79.87

各種塗料の白色顔料あるいは淡彩
色、中間色のベース顔料・光触媒塗
料の原料として用いる。一般には、屋
内向け用途に用いられる 塗料で

データなし 2500-3000 ℃ データなし データなし データなし 0.033 ACGIH なし Ｂ B B B C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

内向け用途に用いられる。、塗料で

13466-78-9 3-カレン C10H16 136.2
σ-3カレンはマツ科、もくれん科、シソ
科などの精油成分の一つ

データなし 0.496 kPa 165 ℃ 微溶 4.38 1.E-01 atm-m3/mol 0.37 ACGIH なし D ○ A D A C #VALUE! E D E E E

13530-65-9 クロム酸亜鉛（ＩＩ） CrO4Zn 181.3 さび止下塗り塗料用 データなし データなし データなし データなし データなし 1.4E-07 WHO UR 0.05 環境基 A C ○ A A A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

13674-84-5 トリス（１－クロロ－２－プロピル）＝ホスファート C9H18Cl3O4P 328 難燃剤など、難燃剤、
6,000 -
<7,000

t <2 mmHg 235-248 ℃ 1.6 g/L 2.59 6.E-08 atm-m3/mol なし なし E × E E E D D E E D

13674-87-8 トリス（１，３－ジクロロ－２－プロピル）ホスファート C9H15Cl6O4P 461 難燃剤 <1,000 t 7.36E-08 mmHg 236-237 ℃ 7 mg/L 3.65 3.E-09 atm-m3/mol なし なし C × C C D C C E E D

13983-17-0 ケイ酸カルシウム CaO3Si ?
粘性調整剤、つや消し、塗膜強度の
向上などの目的で使用される。

データなし データなし データなし データなし データなし データなし なし なし D D D D E #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

14302-13-7 Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン３６ C32Br6Cl10Cu ? ほとんどすべての塗料に使用が可能 <1,000 t 8.86E-22 mmHg データなし 2.1E-09 mg/L 6.41 9.E-22 atm-m3/mol なし なし E × E D #VALUE! A A A A #VALUE!

14324-55-1 ジエチルジチオカルバミン酸亜鉛 C10H20N2S4Z ? 有機ゴム薬品（加硫促進剤） データなし 178 ℃ 18 mg/L 3.11 データなし なし 7.4 水質ク D ○ B D A E #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

14464-46-1 クリストバライト O2Si 60.08

合成樹脂塗料の充填剤、焼成した珪
藻土に含まれる、歯科鋳造用石こう
系埋没材、工業製品成型用型材(セ
ラミックス商材)

データなし データなし 2950 ℃ データなし データなし データなし 0.000083 ACGIH なし C A A A C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

14484-64-1
（ＯＣ－６－１１）－トリス（ジメチルカルバモジチオアト－κＳ，κＳ’）鉄（Ｉ
ＩＩ）

C9H18FeN3S6 416.5 有機ゴム薬品（加硫促進剤） 2.73E-10 mmHg データなし 130 mg/L 6.3 データなし 0.033 ACGIH 0.0075 ADI(J) D C A A E #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E E

14726-36-4 亜鉛＝ビス（Ｎ，Ｎ－ジベンジルジチオカルバマート） C30H28N2S4Z ? 有機ゴム薬品（加硫促進剤） データなし 3.82E-11 mmHg データなし 0.0479 mg/L 5.41 5.E-10 atm-m3/mol なし なし D × D E #VALUE! B B E E #VALUE!

14807-96-6 滑石 H2Mg3O12Si4 379.3

塗料の体質顔料、粉体塗料、塗料中
の顔料沈降防止、タレ防止剤として使
用される、ゴム・合成樹脂類の充填
材、接着剤の充填剤

データなし データなし データなし データなし データなし データなし 0.0067 ACGIH なし D B C B C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

14808-60-7 石英（結晶） O2Si 60.08
合成樹脂塗料などの充填剤、室内配
線用光ケーブル、ガラス製品

データなしapproximatelyzero 2950 ℃ データなし データなし データなし 0.000083 ACGIH なし A A A A C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!
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14816-18-3 ホキシム C12H15N2O3P298.3
シロアリ防除剤、木材防腐剤、防除
剤、

データなし 8.50E-06 mmHg 102 ℃ 4.1 mg/L 4.39 2.E-06 atm-m3/mol なし 0.0009 ADI(厚) ○ A A A A E B A E E D

14915-37-8 ビス（２‐スルフィドピリジン‐１‐オラト）銅 C10H8CuN2O 315.9 船底塗料防汚剤など 302 t 1.34E-06 mmHg データなし 1.71E+05 mg/L -0.3 2.E-08 atm-m3/mol なし なし ○ B × B C E B C E E B

14960-06-6
ナトリウム＝３－［（２－カルボキシエチル）（ドデシル）アミノ］プロパノ
アート

C18H34NNaO ? 特殊洗浄剤など <1,000 t 4.28E-18 mmHg データなし 320000 mg/L -2.12 6.E-24 atm-m3/mol なし なし D × D E #VALUE! D D E E #VALUE!

15206-55-0 メチル＝ベンゾイルホルマート C9H8O3 164.2
UV硬化塗料・コーティング用光重合
開発剤

<1,000 t 3.7 Pa データなし 2000 mg/L 1.9 3.E-06 atm-m3/mol なし なし E × E D E D C E E C

15625-89-5 トリメチロールプロパンアクリレート C15H20O6 296.3
アクリル樹脂原料、接着剤の希釈
剤、

2,000 -
<3,000

t <0.01 mmHg >200 ℃ データなし 2.48 6E-10 atm-m3/mol なし なし ○ B × A D C C C E E E

15680-42-9 ピグメントエロー－１２９ C17H11CuNO ? 工業用塗料 データなし 9.56E-11 mmHg データなし 0.012 mg/L 2.64 3.E-09 atm-m3/mol なし なし E × E D #VALUE! C C E E #VALUE!

15721-78-5 オクチル化ジフェニルアミン C28H43N 393.7
タイヤ、チューブ、工業用品、電線な
どゴム製品、樹脂、潤滑剤など

000 - <3,000 t 5.05E-08 mmHg データなし 1.9E-06 mg/L 8.8 1.E-03 atm-m3/mol なし なし D × D E D E B E E E

15782-05-5 ピグメントレッド－４８：３ C18H11ClN2O ?
アルキド、ラッカー、焼付塗料、塗料、
印刷インキ、ゴム、樹脂着色、文具な
ど、

1,000 -
<2,000

t 2.9E-19 mmHg データなし 0.11 mg/L -0.23 2.E-17 atm-m3/mol なし なし D × D D #VALUE! C C E E #VALUE!

15972-60-8 アラクロール 270 室内検出物質、除草剤 2.1E-05 mmHg データなし 240 mg/L 3.5 3E-08 atm-m3/mol 0.0033 ACGIH 0.01 水道 C A A A D B B B E E #VALUE!

16096-31-4 アルキレングリコールグリシジルエーテル C12H22O4 230.3
一般的架橋剤・エポキシ塗料の反応
性希釈剤、接着剤の希釈剤、

1,000 -
<2,000

t 0.00197 mmHg データなし 49550 mg/L 0.84 1E-07 atm-m3/mol なし なし ○ B B D C A B B E E B

16958-92-2 ジトリデシル＝アジパート C32H62O4 510.8 耐寒性を生かしたレザーなど
10,000 -
<20,000

t 1.45E-07 Pa 509 ℃ 3.43E-09 mg/L 13.17 2.E-01 atm-m3/mol なし なし E × E D C E A B B ×

17557-23-2 ネオペンチルグリコールジグリシジルエーテル C11H20O4 216.3 接着剤の希釈剤
1,000 -
<2,000

t 0.0133 mmHg 103-107 ℃ 22.7 g/L 0.23 5.E-10 atm-m3/mol なし なし ○ B × A D D C C E E E

17796-82-6 Ｎ－（シクロヘキサン－１－イルスルファニル）フタルイミド C14H15NO2S 261.3 有機ゴム薬品（スコーチ防止剤）
1,000 -
<2,000

t 3.8E-08 mmHg データなし 22 mg/L 3.66 6.E-08 atm-m3/mol なし なし D × D E D C C E E E

19186-97-1 リン酸トリス(トリブロモネオペンチル) C15H24Br9O4 1018 難燃剤
6,000 -
<7,000

ｔ 1E-13 Pa データなし 0.0156 mg/L 4.87 6.E-13 atm-m3/mol なし なし E × E E B C C E E ×

20018-09-1 ジヨードメチル－ｐ－トリルスルホン C8H8I2O2S 422 塗料の防藻 データなし 8.74E-07 mmHg データなし 0.8 mg/L 4.03 6.E-07 atm-m3/mol なし なし C × C D D B B E E C

20427-59-2 水酸化銅（ＩＩ） CuH2O2 97.56 防腐・防かび剤、抗菌剤 <1,000 t データなし データなし 2.9 mg/L データなし データなし なし 2 WHO飲料水 ○ B D B C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

20837-86-9 シアナミドと鉛の塩（１：１） CH2N2.Pb 247.2
橋梁、プラント、鉄塔などの鉄構築物
の防食塗料に使用される

データなし データなし データなし データなし データなし 0.0005 WHOガイドライン 0.01 環境基 B A A A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

20941-65-5 テトラキス（Ｎ，Ｎ－ジエチルカルバモジチオアト－Ｓ，Ｓ’）テルル C20H40N4S8T ?
エアーバック、インナーチューブ、被
覆電線、ケーブルなどに使用される

データなし データなし データなし データなし データなし なし なし D D D D E #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

21564-17-0 ２－［（チオシアナトメチル）スルファニル］－１，３－ベンゾチアゾール C9H6N2S3 238.4 防腐、防かび剤 データなし 0.0525 mmHg 120 ℃ 0.0033 g/100mL 3.3 6.E-12 atm-m3/mol なし なし ○ B × A B A A A D E E

21850-44-2 2,2-ビス[3,5-ジブロモ-4-(2,3-ジブロモプロポキシ)フェニル]プロパン C21H20Br8O2 943.6 難燃剤 6E-15 mmHg データなし 1E-10 mg/L 11.52 6.8E-05 atm-m3/mol なし なし E × E C D D B C D ×

22248-79-9 テトラクロルビンホス C10H9Cl4O4P 366 シロアリ防除剤、防除剤、 データなし 4.20E-08 mmHg データなし 11 ppm 3.53 2.E-04 Pa-m3/mol なし 0.01 ADI(環 D B A A A #VALUE! A A E E D

22781-23-3 bendiocarb 223 室内検出物質、殺虫剤・失効農薬 7.7E-05 mmHg データなし 260 mg/L 1.7 9E-08 atm-m3/mol なし 0.01 ADI(J A A A D E C C E E E

23031-36-9
２－メチル－４－オキソ－３－（２－プロピニル）－２－シクロペンテン－１
－イル＝２，２－ジメチル－３－（２－メチル－１－プロペニル）－１－シク
ロプロパンカルボキシラート

C19H24O3 300.4 シロアリ防除剤、防除剤、 データなし 13 kPa 313.5 ℃ 微溶 4.49 1.E-07 atm-m3/mol なし なし C × C A #VALUE! A A B E D

24634-61-5 ソルビン酸カリウム C6H7KO2 ? 接着剤の防腐・防カビ データなし 1.78E-08 mmHg データなし 543000 mg/L -1.72 7.E-15 atm-m3/mol なし なし E × E D #VALUE! C C E E #VALUE!

24650-42-8 ２，２－ジメトキシ－２－フエニルアセトフエノン C16H16O3 256.3
不飽和ポリエステル/スチレン系やア
クリレート系のUV効果塗料用の光重
合開始剤

<1,000 t 0.000017 mmHg データなし 66.32 mg/L 2.95 9.E-08 atm-m3/mol なし なし D × D D D C C E E C
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25013-16-5 ｔｅｒｔ－ブチル－４－メトキシフェノール C11H16O2 ?
皮張り防止剤、プラスチック酸化防止
剤、

2,000 -
<3,000

t データなし 264-270 ℃ 3.04 mol/kg 0.5 1.E-06 atm-m3/mol なし なし B B B B E #VALUE! E E E E #VALUE!

25038-54-4 ポリ［イミノ（１－オキソヘキサン－１，６－ジイル）］ (C6H11NO)x ?
繊維、フィラメント、コネクター、電線
結束、建材部分、ホットメルト接着剤

20,000 -
<30,000

t データなし データなし データなし データなし データなし なし なし D D D D C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

25068-38-6
ポリ［２－（クロロメチル）オキシラン－ａｌｔ－４，４’－（プロパン－２，２－
ジイル）ジフェノール］

(C15H16O2.C3 ?

硬化剤、充填剤、顔料などの副資材
と組み合わせ、金属、コンクリート、木
材、プラスチックなどの防食、保護な
どに利用される。家電、コンクリート構

データなし <0.1 mmHg データなし 0.041 mg/L 3.8 4.E-11 atm-m3/mol なし なし C ○ B C A C #VALUE! A A E E #VALUE!

25103-58-6 tert－ドデシルメルカプタン C12H26S ? エポキシ樹脂硬化剤
4,000 -
<5,000

t 3 mmHg 220 ℃ 0.25 mg/L 6.1 6.E-02 atm-m3/mol なし なし E × E A #VALUE! E A D E #VALUE!

25154-52-3 ノニルフェノール C15H24O ?

界面活性剤、洗剤、殺菌剤、防カビ
剤、防汚剤、殺虫剤、防虫剤、合成樹
脂、合成中間体、安定剤、酸化・老化
防止剤、油性ワニス、ゴム助剤、加硫

20,000 -
<30,000

t <0.0075 mmHg 293-297 ℃ 0.00635 g/L 5.99 1.E-01 Pa-m3/mol なし なし C C C C B #VALUE! B A E E #VALUE!

25155-30-0 ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム C18H29NaO3S348.5

家庭用合成洗剤、繊維工業用染色助
剤、一般洗浄剤、ビッチ分散剤、金属
メッキ用洗浄剤、クリーニング洗浄な
ど

45,799 t 2.29E-15 mmHg データなし 8.00E+02 mg/L 1.96 1.E-18 atm-m3/mol なし なし E × E E C D D E E D

25265-71-8 ジプロピレングリコール C6H14O3 ? ポリエステル樹脂
10,000 -
<20,000

t 0.01 mmHg 232 ℃ 1000 g/L -1.07 4.E-04 Pa-m3/mol なし なし E × E D #VALUE! C C E E #VALUE!

25265-77-4 ２，２，４－トリメチルペンタン－１，３－ジオールモノイソブチラート C12H24O3 ?

アクリル系、酢酸ビニル系、スチレン
ブタジジエンゴム系等のエマルション
塗料の優れた造膜助剤。アクリルエ
マルションにも使用可。、塗料、シーリ

データなし 0.006 mmHg 244 ℃ 0.09 g/100ml 3.47 8.E-08 atm-m3/mol なし なし C × C D #VALUE! C C E E #VALUE!

25322-68-3 ポリオキシエチレン (C2H4O)nH2O ?
紫外線吸収剤　自補修、建築・建材
用塗料、PCM、木工塗料、接着剤、潤
滑剤的な利用など、

60,000 -
<70,000

t 3E-07 mmHg 250 ℃ 40000 mg/L 0.2 2.E-12 atm-m3/mol なし なし E × E D #VALUE! C C E E #VALUE!

25322-69-4 ポリプロピレングリコール (C3H6O)nH2O ?
自動車、建築建材、木工家具の塗料
用硬化剤、接着剤樹脂の架橋剤、

60,000 -
<70,000

t 7.13E-08 mmHg データなし 16540 mg/L -0.21 1.8E-12 atm-m3/mol なし なし E × E D #VALUE! C C E E #VALUE!

25498-49-1 ［２－（２－メトキシメチルエトキシ）メチルエトキシ］プロパノール C10H22O4 ?
樹脂溶剤、溶剤系塗料溶剤、蒸発遅
延剤

<1,000 t 3.00E-02 hPa 243 ℃ 1000000 mg/L 0.309 2.E-11 atm-m3/mol なし なし C × C D #VALUE! C C E E #VALUE!

25550-98-5 フェニルジイソデシルホスファイト C26H47O3P ? プラスチック酸化防止剤 <1,000 t 0.008 Pa データなし 0.801 mg/L 9.32 4.E-05 atm-m3/mol なし なし E × E E #VALUE! D B D E #VALUE!

25584-83-2 アクリル酸とプロパン－１，２－ジオールのモノエステル C6H10O3 130.1

アクリル酸エステル、メタクリル酸エス
テル、酢酸ビニル、スチレンなど他の
モノマーとの共重合物はアクリル樹脂
として 光沢 硬度 密着性 耐候性

2,000 -
<3,000

t 4 Pa 205.7 ℃ 30.7 g/100ml 0.35 2.E-09 atm-m3/mol なし なし ○ B × A D C C C E E C

として、光沢、硬度、密着性、耐候性、

25713-60-4 2,4,6-トリス(2,4,6-トリブロモフェノキシ)-1,3,5-トリアジン C21H6Br9N3O 1067
軟質ポリウレタンフォーム用難燃性ポ
リオール原料

<1,000 ｔ 7E-19 mmHg データなし < 0.001 mg/L 11.46 5.3E-08 atm-m3/mol なし なし E × E C A B B E E ×

26002-80-2 ３－フェノキシベンジルｄ－シス、トランス―クリサンテマート C23H26O3 350.5 防除剤 データなし 1.2E-06 mmHg >290 ℃ 2 mg/L 7.54 6.E-01 Pa-m3/mol なし 0.053 ADI(J) B B B C B C A D D D

26444-49-5 りん酸クレジルジフェニル C19H17O4P 340
可塑剤、可塑剤、難燃剤、潤滑油添
加剤など、

t <9.0E-07 mmHg 225-235 ℃ 0.0026 g/L 3.7 4.E-08 atm-m3/mol なし なし C × C B C B B E E C

26471-62-5 メチル－１，３－フェニレン＝ジイソシアナート C9H6N2O2 174.2

油変性ポリウレタン、湿気硬化ポリウ
レタン、ブロック型ポリウレタン、ウレタ
ンプレポリマーなどの変性用原料およ
びポリイソシアネート硬化剤の原料に

219,059 t 3.07 Pa 251 ℃ 反応する 3.74 1.E-05 atm-m3/mol 0.00007 IRIS RfC なし B C ○ A A A B D D B E E C

26523-78-4 トリスノニルフェニルホスフィト C45H69O3P 689
塩ビ安定剤、有機ゴム薬品（老化防
止剤）、プラスチック添加剤（酸化防止
剤）、接着剤の劣化・酸化防止剤

<1,000 t 0.058 Pa 180 ℃ 3.1E-16 mg/L 14 3.E+00 atm-m3/mol なし なし ○ B × A D D E A A A D

26530-20-1 ２－ｎ－オクチル－４－イソチアゾリン－３－オン C11H19NOS 213.3 塗料の防カビ <1,000 t 2.71E-05 mmHg 120 ℃ 0.05 % 2.45 データなし なし なし ○ B × A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E C

26544-23-0 ジフェニルイソデシルフォスファイト C22H31O3P ?
塩ビ安定剤、プラスチック酸化防止
剤、

<1,000 t <0.75 mmHg データなし 8.52 2.E-05 atm-m3/mol なし なし D × D E #VALUE! D B C C #VALUE!

26761-40-0 フタル酸イソデシル C28H46O4 ?

可塑剤、耐熱電線用、レザー、シー
ト、ペースト用、壁紙、床材などに使
用される軟質塩化ビニル樹脂系の可
塑剤、接着剤・塗料・インキの可塑剤

90,000 -
<100,000

t 7.04E-05 Pa 253 ℃ 0.00028 g/L 4.9 1.E-06 atm-m3/mol なし なし D × D A #VALUE! B A B C #VALUE!

26952-21-6 イソオクタノール C8H18O 130.2
意図した用途は不明、何らかの製品
の不純物として検出されると考えられ
る

300,000 -
<400,000

t 0.3 mmHg 182-195 ℃ 640 mg/L 1.67-1.73 9.E-05 atm-m3/mol 0.9 ACGIH なし D E D E #VALUE! E E E E ×

27458-93-1 イソオクタデカノール C18H38O ?
界面活性剤、繊維油剤、金属加工
油、樹脂軟化剤、印刷インキなどの原
料

300,000 -
<400,000

t 1.94E-06 mmHg データなし 0.017 mg/L 7.64 4.E-05 atm-m3/mol なし なし E × E D #VALUE! C A E E #VALUE!

27676-62-6
１，３，５－トリス（３’，５’－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－ヒドロキシベンジ
ル）イソシアヌル酸

C48H69N3O6 784.1 プラスチック酸化防止剤 <1,000 t 4.7E-28 mmHg データなし 4E-12 mg/L 15.18 1.E-16 atm-m3/mol なし なし E × E E A B B A A E

27813-02-1 メタクリル酸とプロパン－１，２－ジオールのモノエステル C7H12O3 ?

アクリルアミド、アクリル酸エステル、
メタクリル酸エステル、酢酸ビニル、ス
チレンなど他のモノマーとの共重合物
は、黄変性の少ない、光沢、耐候性、

2,000 -
<3,000

t 0.0221 mmHg 96 ℃ 20.9 g/L 1.21 1.E-02 atm-m3/mol なし なし E × E D #VALUE! E E E E #VALUE!
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28553-12-0 フタル酸ジノニル C26H42O4 418.6

可塑剤、シート、電線、壁紙、ペースト
ゾルなど、壁紙、床材などに使用され
る軟質塩化ビニル樹脂系の可塑剤、
接着剤・塗料・インキの可塑剤

90,000 -
<100,000

t 5.40E-07 mmHg データなし 0.2 mg/L 9.37 1.E-06 atm-m3/mol なし なし D × D A A A A B C B

28768-32-3
Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラキス（オキシラン－２－イルメチル）－４，４’－メチ
レンジアニリン

C25H30N2O4 422.5
複合材料、機能性接着剤原料、接着
剤樹脂の架橋剤、

データなし 1.28E-10 mmHg データなし 9.2 mg/L 2.12 8.E-12 atm-m3/mol なし なし ○ B B D D B C C E E E

29457-72-5 リチウム＝ペルフルオロオクタン－１－スルホナート 506 クロアリ用殺虫剤 データなし 5.9E-09 mmHg データなし 6.486 mg/L 2.35 6.E-10 atm-m3/mol なし なし B × B B D C A D E C

29772-02-9 ４－クロロフェニル－３’－ヨードプロパルギルホルマール C10H8ClIO2 322.5 防腐・防かび剤 データなし 1.E-04 kPa 130 9.62 mg/L 3.48 4.E-05 atm-m3/mol なし なし C × C D E E C E E E

29911-28-2 １－（２－ブトキシ－１－メチルエトキシ）プロパン－２－オール C10H22O3 190.3
ライン塗料用水系アクリル・ウレタン・
シリコン樹脂用造膜助剤

200,000 -
<300,000

t 6 Pa 230 ℃ 40000 mg/L 1.5 3.E-06 atm-m3/mol なし なし E × E D E D D E E C

30125-47-4
２－（３－ヒドロキシ－１－オキソ－４，５，６，７－テトラクロロ－２－イン
デニル）－８－（３，４，５，６－テトラクロロフタルイミド）キノリン

C26H6Cl8N2O 694 工業用塗料 5.05E-08 mmHg データなし 1.9E-06 mg/L 1.03 1.E-02 atm-m3/mol なし なし E × E D E E E C E C

30525-89-4 パラホルムアルデヒド (CH2O)x ?

メラミン系、フェノール系などの樹脂製
造時に使用されるが、ホルマリンと異
なる点は、無水のホルムアルデヒトと
して使用される。、エポキシ樹脂硬化

10,000 -
<20,000

t <1.5 mmHg データなし データなし データなし 2.E-06 atm-m3/mol なし なし C C C C C #VALUE! C #VALUE! E E #VALUE!

31218-83-4
Ｎ－エチル－Ｏ－（２－イソプロポキシカルボニル－１－メチルビニル）－
Ｏ－メチルチオホスホルアミド

C10H20NO4P 281.3 シロアリ防除剤、防除剤、 データなし 0.000394 mmHg 87-89 ℃ 110 mg/L 2.51 5.E-08 atm-m3/mol なし なし A × A C E B B E E D

31508-00-6 PCB 118 326 室内検出物質、PCB 9E-06 mmHg データなし 0.0134 mg/L 7.12 0.0001 atm-m3/mol 6E-06 環境基準 1E-05 環境基B A A A E D E B E E #VALUE!

31570-04-4 トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト C42H63O3P 646.9 プラスチック酸化防止剤
2,000 -
<3,000

t 9.80E-07 mmHg データなし 4.5E-15 mg/L 18.08 2.E+08 atm-m3/mol なし なし E × E E E E B A A E

31837-42-0
５－［２－（２－カルボキシフエニルアゾ）アセトアセチルアミノ］ベンズイミ
ダゾロン

C18H15N5O5 381.3 各種高級塗料、工業用塗料 <1,000 t 5.14E-15 mmHg データなし 0.0178 mg/L 1.07 6.E-14 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C E E C

32536-52-0 OctaBDE ? 室内検出物質、PBDEs 0.0127 mmHg データなし 3E-07 mg/L 8.71 50040 atm-m3/mol なし 0.0023 IRIS RD B B A A D #VALUE! E E E E #VALUE!

32598-14-4 PCB 105 326 室内検出物質、PCB データなし データなし データなし データなし データなし 6E-06 環境基準 1E-05 環境基B A A A E #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

33703-08-1 ジイソノニル＝アジパート C24H46O4 ?
レザー、ウレタン樹脂用、塩ビ壁紙な
ど合成樹脂の可塑性、接着剤の希釈
剤

10,000 -
<20,000

t 3.31E-06 mmHg >250 ℃ 0.003 mg/L 10 6.E-04 atm-m3/mol なし なし E × E C #VALUE! C A C C #VALUE!

34590-94-8 １（又は２）－［２－メトキシ（メチル）エトキシ］プロパノール C7H16O3 148.2
溶剤系エポキシ・アクリル・アルキド
樹脂塗料用溶剤、蒸発遅延剤、塗料
などの溶剤、

1,000 -
<2,000

t 0.41 mmHg 189.6 ℃ -0.064 1.E-07 atm-m3/mol 2 ACGIH なし E E E C E B C E E C

35869-64-8 ピグメントブラウン－２３ C40H23Cl3N8 850 塗料顔料 データなし 1E-30 mmHg データなし 0.02 mg/L 14.7 6.E-29 atm-m3/mol なし なし E × E D A A A A A E

36888-99-0
１，３－ビス（２，４，６－トリオキソペルヒドロピリミジン－５－イリデン）イ
ソインドリン

C16H9N5O6 367.3 工業用塗料 <1,000 t 5.65E-25 mmHg データなし 0.029 mg/L 0.31 9.E-24 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C E E C

37300-23-5 ジンククロメート CrKO4Zn 220.5 さび止下塗り塗料用 データなし データなし データなし データなし データなし データなし 1.4E-07 WHO UR 0.05 環境基 A C ○ A A A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

39515-40-7
シアノ（３－フェノキシフェニル）メチル＝２，２－ジメチル－３－（２－メチ
ルプロパ－１－エン－１－イル）シクロプロパンカルボキシラート

C24H25NO3 375.5 シロアリ防除剤、防除剤、 データなし 3.11E-06 mmHg 154 ℃ 0.00682 mg/L 6.62 6.E-10 atm-m3/mol なし なし C × C A A A A C D D

50922-29-7 酸化亜鉛クロム Crx.Ox.Znx ? さび止下塗り塗料用 データなし データなし データなし 1 g/100ml データなし データなし 1.4E-07 WHO UR 0.05 環境基 A C ○ A A A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

51000-52-3 ビニル＝ネオデカノアート C12H22O2 ?

ビニルモノマーとして酢酸ビニルやア
クリル等と共重合し、エマルションペイ
ントとして使用される。酢酸ビニルとは
任意の比率で容易に乳化重合させる

<1,000 t 0.075 mmHg 133-136 ℃ 7 mg/L 5.5 3.E-04 atm-m3/mol なし なし E × E D #VALUE! D A E E #VALUE!

52645-53-1 ペルメトリン C21H20Cl2O3 391.3
シロアリ防除剤、ダニ用燻蒸剤、防除
剤、

データなし 9.75E-09 mmHg 200 ℃ 0.2 mg/L 6.5 2.E-06 atm-m3/mol なし 0.036 ADI(厚 D ○ B B A A C C A C D D

52829-07-9
ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）＝デカンジオアー
ト

C28H52N2O4 480.7 光安定剤
1,000 -
<2,000

t 2.73E-10 mmHg データなし 1.8.8 mg/L 6.5 2.E-12 atm-m3/mol なし なし C × C B A A A D E C

53988-10-6 メチル－２－メルカプトベンゾイミダゾール C8H8N2S ? 有機ゴム薬品（老化防止剤） データなし 1.36E-05 mmHg データなし 120 mg/L 0.4 2.E-08 atm-m3/mol なし なし C × C E #VALUE! D D E E #VALUE!

54208-63-8 エポキシ樹脂 C19H20O4 312.4 電気、接着 データなし データなし データなし データなし データなし データなし なし なし ○ B B × E #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!
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55406-53-6 ３－ヨード－２－プロピニルブチルカーバメイト C8H12INO2 281.1
塗料の防藻、防腐・防かび剤、防除
剤

<1,000 t 0.000462 mmHg 64-66 ℃ 126.6 mg/L 2.45 1.E-06 atm-m3/mol なし なし ○ B B D D E D C E E C

55934-93-5 ［２－（２－ブトキシメチルエトキシ）メチルエトキシ］－プロパノール C13H28O4 ?
現場施行型水系アクリル・ウレタン・
シリコン樹脂用造膜助剤

200,000 -
<300,000

t 0.000019 mmHg 274 ℃ 40000 mg/L 1.34 2.E-10 atm-m3/mol なし なし E × E D #VALUE! C C E E #VALUE!

56539-66-3 ３－メトキシ－３－メチル－１－ブタノール C6H14O2 118.2

溶剤系塗料やインキのレベリング向
上剤および白化防止剤として広範囲
に使用されている。両親媒性溶剤とし
て水性化の流れにこたえて自動車用

0.938 mmHg 173-175 ℃ 100 g/L 0.18 1.E-06 atm-m3/mol なし なし D × D C E C D E E C

58421-55-9 ポリ［２－（クロロメチル）オキシラン－ａｌｔ－メチレンジフェノール］ - ? 電気、接着剤、塗料など データなし データなし データなし データなし データなし データなし なし なし C C C C D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

58670-89-6 ２－デシルテトラデカノール C24H50O 354.7 化粧品、医薬品など 0 - <400,000 t 6.55E-07 mmHg データなし 9E-06 mg/L 10.59 1.E-04 atm-m3/mol なし なし E × E E A E B E E D

59447-55-1 アクリル酸=2,3,4,5,6-ペンタブロモベンジル C10H5Br5O2 556.7 難燃剤 6.13E-06 mmHg データなし 0.00087 mg/L 6.89 5.E-02 atm-m3/mol なし なし E × E E E E B E E ×

60207-90-1
１－｛［２－（２，４－ジクロロフェニル）－４－プロパン－１－イル－１，３
－ジオキソラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール

C15H17Cl2N3 342.2 防腐・防かび剤 <1,000 t 4.20E-07 mmHg 180 ℃ 110 mg/L 3.27 4.E-09 atm-m3/mol なし 0.05 水道目標 ○ B B A D C C C E E E

61788-44-1 スチレン化フェノール 30H30O ?

有機ゴム薬品（老化防止剤）、耐水、
耐湿性ノボラックエポキシ樹脂原料。
常温硬化型エポキシ塗料の塗膜平潤
剤、白化防火剤

2,000 -
<3,000

t 0.009 Pa 200-250 ℃ 59 mg/L 3.8 2.E-07 atm-m3/mol なし なし D × D D #VALUE! B B E E #VALUE!

61788-89-4 ダイマー酸 C36H64O4 ?

ポリアミド樹脂（エポキシ樹脂塗料の
硬化剤）、ポリエステル樹脂、ポリエス
テル、エキポシ樹脂などの原料に使
用して表面コーティング材、接着剤、

9,000 -
<10,000

t 5.16E-09 mmHg データなし 0.12 mg/L 5.69 2.E-08 atm-m3/mol なし なし E × E D #VALUE! A A E E #VALUE!

61789-51-3 ナフテン酸コバルト 2(C11H7O2).C 401.3
塗料の乾燥剤、塗料性能向上剤、増
粘剤、接着剤の希釈剤、ホットメルト
型接着剤の可塑剤

<1,000 t 2.66E-07 mmHg 161 4.25 mg/L 3.96 3.E-08 atm-m3/mol なし なし ○ A × D D C B B E E C

61790-14-5 ナフテン酸鉛 C14H22O4Pb 461.5
塗料の乾燥剤、塗料性能向上剤、増
粘剤

<1,000 t データなし データなし データなし データなし データなし 0.0005 WHOガイドライン 0.01 環境基 B A A A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

61791-42-2 N-アシル-N-メチルタウリンナトリウム塩 - ?
化粧品用シャンプー基剤および一般
洗剤の基剤として広く利用される

データなし 1.42E-14 mmHg データなし 250000 mg/L -0.44 3.E-21 atm-m3/mol なし なし E × E E #VALUE! D D E E #VALUE!

63449-39-8 塩素化パラフィン類 C24H44Cl6など ?

塗料剥離剤の蒸発防止剤、塩化ゴム
系塗料、塩素系ポリプロピレン系塗料
の可塑性、塗料の難燃性付与剤とし
て塗料に添加される 防火ペイント

データなし データなし >200 ℃ >6 データなし なし なし C C C C D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

て塗料に添加される。、防火ペイント

64742-47-8 水素化精製軽質留出物（石油） - ? 接着剤や塗料などの溶剤 データなし 0.0075-0.225 mmHg 150-290 ℃ 15 mg/L 3.3-6 データなし なし なし C C C C C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

64742-48-9 ナフテン系溶剤（芳香族含有ミネラルスプリット） - ?
主として油性塗料、アルキド塗料、
フェノール樹脂塗料及びシンナーなど
に使用する

データなし 0.23-109 mmHg 65-230 ℃ 0.28 mg/L 5.65 2.E+00 atm-m3/mol なし なし B B B B A #VALUE! A A B E #VALUE!

64742-73-0 ゴム発揮油 - ? 塗料希釈用溶剤 データなし データなし データなし データなし データなし データなし なし なし B B B B D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

64742-95-6 ソルベントナフサ - ?

油性塗料、合成樹脂調合ペイントなど
の希釈剤、フェノール樹脂塗料、アル
キド樹脂、メラミン樹脂の溶剤、ラッ
カー、特殊塗料用シンナー、

データなし 6 mmHg 25-200 ℃ データなし 3.3 2.E-09 atm-m3/mol なし なし B B B B B #VALUE! A A D E #VALUE!

65996-79-4 ソルベントナフサ（コール） - ? 塗料やインキの溶剤 データなし 0.3-3.75 mmHg 150-190 ℃ ca.20-50 mg/L 2.92 4.E-04 atm-m3/mol なし なし B B B B B #VALUE! A A D E #VALUE!

65996-93-2 高温コールタールピッチ - ? 道路資材・舗装材 データなし <0.08 mmHg >250 ℃ 0.0035-0. mg/L 6.04 データなし 0.00067 ACGIH なし A A A A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

65997-15-1 ポートランドセメント - ? コンクリートの原料 データなし データなし データなし データなし データなし データなし 0.033 ACGIH なし C D C D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

66841-25-6
シアノ（３－フェノキシフェニル）メチル＝２，２，－ジメチル－３－（１，２，
２，２－テトラブロモエチル）シクロプロパン－１－カルボキシラート

C22H19Br4NO 665 シロアリ駆除剤、防除剤、 データなし 4.80E-06 mPa データなし 80 μg/L 7.56 4.E-10 atm-m3/mol なし 0.0019 ADI(厚,環) A A A C A A A D E ×

67075-37-0 Ｎ，Ｎ’－ジフェネチル－３，４：９，１０－ペリレンテトラカルボキシジイミド C40H26N2O4 598.7 自動車用塗料などの高級塗料 データなし 1.23E-25 mmHg データなし 0.002 mg/L 1.6 5.E-23 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C B E C

67375-30-8 シペルメトリン C22H19Cl2NO 416.3 シロアリ駆除剤、殺虫剤・農薬 データなし 1.28E-09 mmHg 200 ℃ .005-0.01 mg/L 5.16 7.E-02 Pa-m3/mol なし 0.005 ADI(J) A A A A #VALUE! A A C E D

67485-29-4
β－メチル－γ－アルキル（Ｃ１～２）－α－ヒドロキシ－α，β－デヒド
ロ－γ－ブチルラクトン

C25H24F6N4 494.5 アリ、ゴキブリ用殺虫剤 データなし 2.03E-08 mmHg データなし 0.006 mg/L 2.31 7.E-01 Pa-m3/mol なし 0.0015 IRIS RfD A A A C #VALUE! E B B E C

68109-88-6
９，９－ジオクチル－４，７，１１－トリオキソ－３，８，１０－トリオキサ－９
－スタンナテトラデカ－５，１２－ジエン－１４－酸エチル

C28H48O8Sn 631.4 塩ビ安定剤 データなし 0.13 Pa データなし 1 mg/L 6.5 8.E-04 atm-m3/mol なし なし B × B E A B B E E ×
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68186-85-6 コバルト・チタン・ニッケル・亜鉛グリーン (Co,Ni,Zn)TiO4 ?
耐久性を要求される外装用塗料、耐
熱性塗料、無機質塗料など

データなし データなし データなし データなし データなし データなし なし なし ○ A A × D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

68186-86-7 コバルトブルー、テナーブルー、アルミン酸コバルト CoO·Al2O3 ?
耐久性を要求される外装用塗料、耐
熱性塗料、無機質塗料など

データなし データなし データなし データなし データなし データなし なし なし ○ A A × D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

68186-97-0 コバルトブラック (Co,Fe)(Fe,Cr) ?
耐久性を要求される外装用塗料、耐
熱性塗料、無機質塗料など

データなし データなし データなし データなし データなし データなし なし なし ○ A A × D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

68187-11-1 コバルト・アルミ・クロム系ブルーグリーン Co(Al,Cr)2O4  ? 無機緑色顔料 データなし データなし データなし データなし データなし データなし なし なし ○ A A × D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

68187-49-5 ピグメントグリーン－26 CoCr2O4 ?
耐久性を要求される外装用塗料、耐
熱性塗料、無機質塗料など

データなし データなし データなし データなし データなし データなし なし なし ○ A A × D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

68259-05-2 ピグメントレッド－２２０ C50H42Cl2N6 925.8 塗料顔料 データなし 8.18E-37 mmHg データなし 0.014 mg/L <-0.15 7.E+10 atm-m3/mol なし なし E × E D #VALUE! E #VALUE! A A E

68359-37-5 シフルトリン C22H18Cl2FN 434.3
シロアリ駆除剤、防除剤、ムカデ・カメ
ムシ等の忌避剤

データなし 0.0203 mmHg データなし 2.00E-06 g/L 5.94 3.E-08 atm-m3/mol なし 0.005 dtg A A A A B A A C D C

68476-85-7 石油留分 - ? 燃料、接着剤の噴射剤、 データなし データなし データなし データなし データなし データなし 6 ACGIH なし A C A A A C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

68515-48-0 フタル酸ジイソノニル（C8～C10、C9rich) C26H42O4 ? シート、電線、壁紙、ペーストゾルなど
90,000 -
<100,000

t 4.88E-06 mmHg データなし 1.7E-05 mg/L 9.52 1.E-02 atm-m3/mol なし なし D × D D #VALUE! E A C D #VALUE!

71566-54-6 ピグメントレッド－２２１ C50H42Cl2N6 925.8 塗料顔料 データなし 1.67E-32 mmHg データなし 0.091 mg/L -0.57 1.E-29 atm-m3/mol なし なし E × E D B C C A B C

71868-10-5 ２－メチル－４’－メチルチオ－２－モルホリノプロピオフェノン C15H21NO2S 279.4
UVクリアコーティング（薄膜）顔料入り
UV塗料用光重合開発剤

<1,000 t 0.0002 Pa データなし 18 mg/L 3.09 3.E-08 atm-m3/mol なし なし C × C D D C C E E C

72963-72-5
2,5-ジオキソ-3-プロプ-2-イニルイミダゾリジン-1-イルメチル
（1RS,3RS;1RS,3SR）-2,2-ジメチル-3-（2-メチルプロプ-1-エニル）シク
ロプロパンカルボキシラート

C17H22N2O4 318.4 防除剤 1.57E-07 mmHg データなし 93.5 mg/L 2.9 7.E-10 atm-m3/mol なし なし C × C C D D B E E C

75980-60-8 ジフェニル－２，４，６－トリメチルベンゾイルホスフィン＝オキシド C22H21O2P 348.4
比較的少量の顔料又は紫外線吸収
剤を含むUV硬化塗料・コーティングに
使用される光重合開始剤

<1,000 t 2.92E-08 mmHg データなし 11 mg/L 3.1 1.E-09 atm-m3/mol なし なし D × D D C C C E E C
使用される光重合開始剤

79983-71-4 ヘキサコナゾール C14H17Cl2N3 314.2 シロアリ防除剤、しろあり認定薬剤、 データなし 1.5E-07 mmHg データなし 0.017 g/L 3.9 0.00033 Pa-m3/mol なし 0.012
ADI(
厚,
環)

○ B B A B #VALUE! B B E E E

80844-07-1 エトフェンプロックス C25H28O3 376.5 シロアリ駆除剤、防除剤、 データなし 6.79E-09 mmHg 200 ℃ 0.00408 mg/L 7.05 2.E-08 atm-m3/mol 0.01 産業衛生学会 0.08 水道目標 B B B A A A A C D D

82657-04-3
２－メチル－１，１’－ビフェニル－３－イルメチル＝（Ｚ）－３－（２－クロ
ロ－３，３，３－トリフルオロ－１－プロペニル）－２，２－ジメチルシクロプ
ロパンカルボキシラート

C23H22ClF3O 422.9 シロアリ防除剤、防除剤、 データなし 1.81E-07 mmHg データなし 0.1 mg/L 6.6 1.E-06 atm-m3/mol なし 0.0019 ADI(厚,環) A A A C C A A C C D

84852-53-9 1,2-ビス(2,3,4,5,6-ペンタブロモフェニル)エタン C14H4Br10 971.2 難燃剤
4,000 -
<5,000

ｔ ＜0.0001 Pa データなし 0.00072 mg/L 13.64 1.8E-05 atm-m3/mol なし なし E × E C B D B A B ×

85954-11-6
４，４’－ビス（２，３－エポキシプロポキシ）－３，３’，５，５’－テトラメチ
ルビフェニル

C22H26O4 354.4 塗料、電気
2,000 -
<3,000

t データなし データなし データなし データなし データなし なし なし C ○ C C A C #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

90640-66-7 テトラエチレンペンタミン（異性体混合物） - ? 常温硬化型防食塗料原料 データなし <1.3 Pa 237 ℃ 100000 14.78 5.E-11 atm-m3/mol なし なし D × D C #VALUE! A A E E #VALUE!

94361-06-5
２－（４－クロロフェニル）－３－シクロプロパン－１－イル－１－（１Ｈ－
１，２，４－トリアゾール－１－イル）ブタン－２－オール

C15H18ClN3O29138 防腐・防カビ剤 データなし 2.60E-07 mmHg データなし 140 mg/L 2.9 3.E-04 Pa-m3/mol なし なし C C C C D #VALUE! C C E E E

95737-68-1  １－（４－フェノキシフェノキシ）－２－（２－ピリジルオキシ）プロパン C20H19NO3 321.4 ハエ蚊の発生源対策 データなし 9.75E-09 mmHg 200 ℃ 0.2 mg/L 6.5 2.E-06 atm-m3/mol なし 0.2 水道目標 C C C A B C A C D C

101007-06-1 アクリナトリン C26H21F6NO5541.4 シロアリ駆除剤 データなし 4.4E-08 Pa データなし 難溶 5 1.E-08 atm-m3/mol なし なし C × C A #VALUE! A A C D ×

103429-90-9 酢酸３－メチル－３－メトキシブチル C8H16O3 160.2
ウレタン樹脂系をはじめ、アクリル、ポ
リエステルなどの樹脂系塗料

258 Pa 188 ℃ 58.3 g/L 1.6 7.E-06 atm-m3/mol なし なし E × E C E C C E E C

105024-66-6
（４－エトキシフェニル）｛３－［（４－フルオロ－３－フェノキシ）フェニル］
プロピル｝（ジメチル）シラン

C25H29FO2Si 408.6 シロアリ駆除剤、シロアリ防除剤、 データなし 2.5E-06 Pa 170 ℃ 難溶 8.2 1.E-05 atm-m3/mol なし なし D × D A #VALUE! B A B C D

105827-78-9
１－［（６’－クロロ－３’－ピリジル）メチル］イミダゾリジン－２－（Ｎ－ニト
ロ）イミン

C9H10ClN5O2 255.7 シロアリ防除剤、シロアリ防除剤、 <1,000 t 1.50E-09 mmHg データなし 0.51 g/L 0.57 2.E-10 Pa-m3/mol なし 0.21 ADI(環) C C C C C B B E E D

83



付録　構築したデータベースとスクリーニング結果（抜粋）（有害性もしくは曝露性に関する情報のあるもののみ）(35)

CAS_RN 物質名 分子式 分子量 用途　文献情報
取扱量
(2012)

単位 蒸気圧 単位 沸点 単位 溶解度 単位
分配係数
logPow

ヘンリー
定数

単位 [mg/m3] 出典 [mg/L] 出典
発が
ん
性

生殖
毒性

変異
原性

感作性
有無

吸入
有害性
ランク

経口
有害性
ランク

経皮
有害性
ランク

経路
①

経路
②

経路
③

経路
④

経路
⑤

経路
⑥

経路
⑦

曝露情報 物理化学性状 吸入長期 有害性ランク 曝露性ランク確度情報経口長期

106917-31-1
Ｎ－（Ｎ－アセチル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ド
デシルスクシンイミドを主成分とするＮ－（２，２，６，６－テトラメチルピペ
リジン－４－イル）ドデシルスクシンイミドと無水酢酸との反応生成物

C27H48N2O3 448.7
光安定剤　自補修、PCM、建築・建材
用、木工、UV及びEB硬化塗料

データなし データなし データなし データなし データなし データなし なし なし ○ B B A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

107534-96-3
１－（４－クロロフェニル）－４，４－ジメチル－３－（１Ｈ－１，２，４－トリ
アゾール－１－イルメチル）ペンタン－３－オール

C16H22ClN3O 307.8

木材防腐剤、水系および溶剤系塗
料、各種プラスチック製品用防かび
剤、防腐・防カビ剤、接着剤の防腐・
防カビ

データなし <7.5E-06 mmHg データなし 0.032 g/L 3.7 1.E-10 atm-m3/mol なし 0.073 ADI(厚,環) C C B B B A B B E E B

116714-46-6 ノバルロン C17H9ClF8N2 492.7 シロアリ防除剤 データなし 0.016 mPa 218 ℃ 0.9531 mg/L 4.3 2 Pa-m3/mol なし なし B × B A #VALUE! C A E E D

118712-89-3
２，３，５，６－テトラフルオロベンジル＝（１Ｒ，３Ｓ）－３－（２，２－ジクロ
ロビニル）－２，２－ジメチルシクロプロパンカルボキシラート

C15H12Cl2F4 371.2 防除剤 データなし 0.000003 mmHg 135 ℃ 5.7E-05 g/L 5.46 3.E+00 Pa-m3/mol なし なし D × D A #VALUE! D A D D C

119313-12-1
２－ベンジル－２－（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）－１－（４－モルホリノフェニ
ル）ブタン－１－オン

C23H30N2O2 366.5
顔料系UVコーティング用光重合開発
剤

<1,000 t 6E-09 mmHg データなし 6 mg/L 2.91 5.E-10 atm-m3/mol なし なし D × D E D D D E E ×

120068-37-3 フィプロニル C12H4Cl2F6N 437.2
シロアリ駆除剤、ゴキブリ用殺虫剤(コ
ンバットみたいな毒餌系殺虫剤)

データなし 2.80E-09 mmHg データなし 2 mg/L 4 4.E-05 Pa-m3/mol なし 0.00015 ADI(J,厚,環) A A A A #VALUE! C A D E C

122453-73-0 クロルフェナピル C15H11BrClF3407.6 シロアリ駆除剤、シロアリ防除剤、 データなし 9.81E-05 Pa 100.5 ℃ 難溶 4.83 6.E-09 atm-m3/mol なし 0.02 ADI(厚,環) B B B A C A A D E D

127519-17-9
Benzenepropanoic acid, 3-(2H-benzotriazol-2-yl)-5-(1,1-
dimethylethyl)-4-hydroxy-, C7-9-branched and linear alkyl esters

C27H39N3O3 ?
紫外線吸収剤　自補修、建築・建材
用

データなし 5.3E-13 mmHg データなし 0.00144 mg/L 9.2 2.E-10 atm-m3/mol なし なし C × C D #VALUE! A A D D #VALUE!

131341-86-1 ﾌﾙｼﾞｵｷｿﾆﾙ 248.2 シロアリ防除剤 データなし 3.9E-07 Pa データなし 1.8 mg/L 4.12 5.E-07 atm-m3/mol なし 0.025
ADI(
厚,
環)

B B B C D A A E E D

135410-20-7
（Ｅ）－Ｎ－（１－｛Ｎ－［（６－クロロ－３－ピリジル）メチル］－Ｎ－メチル
アミノ｝エチリデン）カルバモニトリル

C10H11ClN4 222.7 シロアリ防除剤 データなし 1.33E-06 Pa データなし 4200 mg/L 0.8 7.E-13 atm-m3/mol なし 0.017 ADI(厚) B B B C C B B E E D

139968-49-3 メタフルミゾン C24H16F6N4O506.4 シロアリ防除剤、しろあり認定薬剤、 データなし 1.24E-08 Pa 232 ℃ 1.8E-06 g/L 7.72 3.4E-05 atm-m3/mol なし なし D × D C D B A E E ×

153719-23-4
３－［（２－クロロ－１，３－チアゾール－５－イル）メチル］－５－メチル－
Ｎ－ニトロ－１，３，５－オキサジアジナン－４－イミン

C8H10ClN5O3 291.7 シロアリ防除剤 データなし 6.6E-09 Pa 147 ℃ 4100 mg/L -0.13 5.E-12 atm-m3/mol なし 0.045 ADI(環) B B B C C B B E E D

160430-64-8
Ｎ（１）－［（６－クロロ－３－ピリジル）メチル］－Ｎ（２）－シアノ－Ｎ（１）－
メチルアセトアミジン

C10H11ClN4 222.7 シロアリ防除剤 データなし 1E-08 mmHg データなし 2590 mg/L 0.8 0.0000000 Pa-m3/mol なし 0.017 ADI(厚) B B B C #VALUE! B B E E D

162881-26-7 フェニルビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）ホスフィン＝オキシド C26H27O3P 418.5

顔料又は紫外線吸収剤を含むUV硬
化塗料・コーティングに使用される光
重合開始剤。UV硬化粉体塗料、水系
UV硬化塗料、不飽和ポリエステルの

データなし データなし データなし データなし データなし データなし なし なし ○ B × A D #VALUE! #VALUE! #VALUE! E E #VALUE!

165252-70-0
１－メチル－２－ニトロ－３－［（３－テトラヒドロフリル）メチル］グアニジ
ン

C7H14N4O3 202.2 シロアリ防除剤 データなし <1.7E-06 Pa データなし 54.3±1.3 g/L -0.664 9.E-14 atm-m3/mol なし 0.55 ADI(内) C C C C #VALUE! B B E E D

173584-44-6 インドキサカルブ C22H17ClF3N 527.8 シロアリ防除剤、しろあり認定薬剤、 <0.00001 Pa 323.4 ℃ <0.5 mg/L 4.65 6.E-05 Pa-m3/mol なし なし B × B A #VALUE! A A E E ×

210880-92-5
（Ｅ）－１－（２－クロロ－１，３－チアゾール－５－イルメチル）－３－メチ
ル－２－ニトログアニジン

C6H8ClN5O2S 249.7 シロアリ駆除剤、シロアリ防除剤、 データなし 9.75E-10 mmHg データなし 0.304 g/L 0.7 3.E-11 Pa-m3/mol なし 0.24 ADI(内) C C C C C B B E E D

223419-20-3
２，３，５，６－テトラフルオロ－４－メチルベンジル＝（１Ｒ，３Ｒ）－２，２
－ジメチル－３－［（Ｚ）－プロパ－１－エン－１－イル］シクロプロパンカ
ルボキシラート

C17H18F4O2 330.3 防除剤 データなし 10.3 mPa データなし 0.16 mg/L 5.9 2.E-02 atm-m3/mol なし なし C × C D E E A E E D

240494-70-6
2,2-ジメチル-3-(プロパ-1-エン-1-イル)シクロプロパンカルボン酸
=2,3,5,6-テトラフルオロ-4-(メトキシメチル)ベンジル

C18H20F4O3 360 防除剤 データなし 0.00002 mmHg データなし 0.104 mg/L 5.52 9.E-05 atm-m3/mol なし なし D × D D D D A E E D

500008-45-7 クロラントラニリプロール C18H14BrCl2N483.2 シロアリ防除剤、しろあり認定薬剤、 1.1E-15 mmHg 330 ℃ 1.023 mg/L 2.76 6.8E-16 atm-m3/mol なし なし D × D C C B B E E D
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